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プロローグ１　電話トモダチ ｓｉｄｅＡ







　住宅街にたたずむ、ごく平へい凡ぼんな二階建ての家屋。

　その夕日の差し込む一室。

「もしもし……あ、うん」

　幼い少女は携けい帯たい電話を手に取り、言葉を紡つむぐ。

「……だいじょうぶだよ、ありがとう」

　室内はもちろん、家の中にも人の気配はない。

「そうだね、おとうさんはまだおしごとだし、わたし一人。……うん、いつもどおり」

　電話機をその小さな耳に押おし当あて、彼かの女じよは語る。

「おとなには夏休み、ないんだね。……うーん、まあ、少しだけ。……でも、しかたないのかなあ？」

　ときには少し寂さびしそうに、ときには少し楽しそうに、彼女は語る。

「あ、でもね、行けることになったんだ。……うん、おにいちゃんの、ところ。……そう、そうなの、わたし、とっても楽しみでね――」

　少女は語り続ける。

　誰だれも居ない部屋で、携帯電話を握にぎり締しめながら。







プロローグ２　世界への扉







　バチバチと乱暴にキーボードを叩たたき、検けん索さくボックスに文字を入力、エンター。

　検索結果のページをざっと確かく認にんし、有用そうなのがあればブックマークに放ほうり込む。

　そしてまた適当なキーワードで検索。

　以下繰くり返かえし。

　コミュニケーション――すなわち他者との距きよ離りを埋うめ、相そう互ご理解をはかること。そのために必要なものは何か。

　――それが現在の私の調査テーマだ。

　人間との交流経験に乏とぼしい私には、ネットでの検索結果も重要な情報なのである。

「『恋れん愛あいの始め方』『デートの方法』『カレの心を射止める』――この手のサイトが多いのは助かりますね……」

　画面をスクロールさせながら、次々ページを読みとっていく。

　押しと引きを使いわけて気を引く。なるほど。ファッションと言動にギャップを作って、意外性の演出。ふむ、そういのもありか。参考になる。

　少し前の自分にとってはどうでもいいことだったが、特定の人間男性と仲良くなろうと思うのならば、身につけておかなければならない知識なのだろう。

　と、そのとき――不意に記き憶おくが鮮せん明めいに蘇よみがえってきた。

　私は奥おく歯ばに力を込め、腹の底から湧わき上あがってきた何ともいえない感情を噛かみ殺ころす。

『自分にそれができると思うの？　臆おく病びような亜あ夜や花かちゃん』

　笑え顔がおの彼女。

『失うことを恐おそれて狭せまい世界にひきこもってる子がそれを言っても――まったく怖こわいと思わないなあ、私は』

　哀あわれみや蔑さげすみ、また驕おごりや優ゆう越えつ感かんの色はなかった。ただ事実を、それもわかりきった当たり前のことを、世間話のついでに口にしただけというような、そんな様子。

　そしてあのとき、私は気け圧おされた。たかが生まれて間もない夜の眷けん属ぞくにすぎない彼女に、一言も言い返すことができなかったのだ。

　自分自身が許せなかった。

　しかし一方で、その言が核かく心しんを射い貫ぬいていることもまた、認めざるを得なかった。

　私はかつて、冥めい界かい――死後の世界を司つかさどる役目を担になっていた。そしてそこで数多くの死者に触ふれてきた。

　死という平等かつ絶望的な事象に伴ともなうのは、ほとんどの場合、悔かい恨こん、未練、憎ぞう悪お、悪意――そういった負の感情だ。私はそれを少しでも何とかしたくて、でもどうにもできなくて、疲つかれ果はて――人々に背を向けた。

　やがて私は力の大半を無くし、冥界を管理することができなくなり、氷ひ室むろ亜夜花という名で人の世界を生きることになった。

　人間は大いに増え、発展し、そして同時にあらゆる神の力は弱まりつつある。

　結局のところ、神という存在の確かさはこの世界にどれほど必要とされているかによって規定されるのだろう。ただでさえ人の信しん仰こうが薄うすれているなか、人と共にあることを自ら放ほう棄きした私が力を大きく失ったのは、当然だった。

　私は自分が嫌きらいだ。息苦しいほどの焦しよう燥そうと痛みすら伴うような後こう悔かいを自覚しながら、なお膝ひざを抱かかえてうずくまることしかできなかった臆病な自分が。

　彼女の言葉は、そんな私の自己嫌けん悪おを的確に抉えぐり抜ぬいた。だからこそ、腹立たしくて悔くやしくて、そして反論できなかったのだろう。

　――自分を変えなければ。

　そう思った。

　振ふり返れば、天たか人とさんに出会ってからその思いはずっと私の中で燻くすぶっていた。

　今こそ、それに火を付け燃え上がらせなければならない。

「……引き下がってたまるものですか」

　私の唇くちびるから言葉が漏もれる。

　そう、実は神格の差など些さ末まつ事じにすぎない。彼女に相対するだけの確固としたものが、私の中に存在していないことこそが問題なのだ。神として以前に、ひとつの個として、私は敗北した。

　だから、私は身に付ける。人の社会に出て、人と触れ合あう方法を。

　そして証明する。天人さんの傍かたわらに立つことができると。

　そうなって初めて彼女に立ち向かうためのスタートラインに着けるのだ。

「むー……」

　私はモニターに目を戻もどすと、小さく唸うなった。現在そこには『夏こそアウトドアデート！』なるページが表示されている。

　海や山、プールにショッピング。これらはいずれも、今の季節のデートに向いたロケーションらしい。しかし、距離に気候に人ひと混ごみと、私にとっての問題は山積みである。ハードル高いといわざるを得ない。

　でも――そう、天人さんと共に在るために――

「自分の世界を広げないと。外の世界へ、行かないと」

　私は呟つぶやいた。







一章　小さな来訪者







『つまり、外の世界へ出る必要など、もはやどこにも無いのでござる！』

　彼かれは宣言する。

『嗚あ呼あ素す晴ばらしき哉、文明の進歩！　ネット社会の発展！』

「はいはい、わかったから、ちょっと黙だまって下さいね、ミツカズさん」

　俺おれはうんざりしながらそう言った。――自分の内側から聞こえる声に向かって。

「確かにインターネットは便利ですよ。通つう販はんで何でも買えますよ。でも、そもそも俺はネット環かん境きようもカードも持ってないんだから、自分の足で買い物に回るしかないの」

『むう……高校生という身分ゆえ、それは仕方ないことでござるな。だが、ネットでしか手に入らない希少なグッズもあるわけで、それはどうすればいいのでござるか？』

「あんたは俺に取とり憑ついてるだけの、いわば居い候そうろうでしょ？　妥だ協きようしてください。できる範はん囲いで協力って約束なんだから。とりあえず、マンガの充じゆう実じつした本屋に来たんだから、それでひとまず我が慢まんしてくれないかな」

　ここは駅前商店街の、それなりの規模を誇ほこる書店の中である。二階がまるごとコミックフロアとなっており、近きん隣りんのマンガ愛好家たちにも人気の店だ。

『あ、ラノベコーナー見たいでござる。あと雑誌。アニゲーの』

「ラノベ……ってのはライトノベルのことでしたっけ。アニゲー？」

『アニメとゲームのことでござる』

　彼に限らずどの分野でもそうなのだろうが、オタクの語ご彙いは独特で難解だ。俺の方はというと、マンガもアニメもゲームもそこそこ嗜たしなんでいる。とはいえ学生ゆえ懐ふところ具ぐ合あいの問題もあり、そこまでのめり込んだり深い知識を蓄たくわえたりはしていない。

　ちなみにこの男、変な武士言葉もどきを使っているが、別に侍さむらいの霊れいというわけではない。こういう口調は〝オタクの様式美〟なんだそうだ。

『しかし、ここ数年で流は行やりの絵え柄がらも少し変わったでござるかな。いや、むしろ萌もえ絵も多様化したと言うべきか？』

「俺に訊きかれてもね」

　俺は女の子が表紙に描えがかれた文庫本を手に取った。ライトノベルというらしいが、活字にそれほど興味のない俺にとっては、縁えんのないジャンルだ。

『興味は広く持った方が人生豊かになるでござるよ、天たか人と氏うじ。〝萌もえ〟って言葉くらいは聞いたことあるでござろ？　可愛かわいいという語に近きん似じの肯こう定てい的てき表現が、様々な意味をはらんで拡散するという現象は――』

「はいはい、萌え萌え。可愛いねー」

　平積みされている新刊の表紙絵に目を落としながら、適当に聞き流す。

　ふと顔をあげると、こちらを見ていたらしい女子中学生と視線が合った。と思ったらすぐに逸そらされた。

　ああ、うん、不ふ審しん人物だもんな、俺――早足で立ち去っていく彼女を見送りながら、そんなことを考える。本屋で萌え萌え独ひとり言ごとを呟く男が居れば、誰でもかかわり合いを避さけようとするだろう。うかつなことを口走らないよう気をつけよう。

「まあ、協力すると約束した手前、できるだけのことはするけど――」

　今度は周囲に人目がないのを確認し、小声で言う。

「金には限りがあるから、買いたい本は厳選してくださいよ」

『いや、それには及およばんでござるよ、天人氏。ここに連れて来てもらったのは、あくまで情報をチェックするため。優先してやってもらいたいことは、別にあるでござる』

「というと？」

『天人氏、貴き殿でんは二次元美少女を抱だきしめる方法があることをご存じでござるかな？』

　彼は力強く言い、そしてでゅふふふと不気味に笑った。




　俺の名前は名な塚つか天人。曙しよ光こう山ざん学園高等部の一年生にして、楽しいはずの夏休みの一日を、抱き枕まくら（美少女カバー付き）なるものの解説を聞かされることに費やしている半天使ネフイリム。

　そもそもなぜ俺がこんな霊れい体たいに取り憑かれる羽目になったのか。




　――妹が俺の住む寮りようへと遊びにやってきた、あの日から話を始めるとしよう。




＊　＊　＊




　ここ実み尋ひろ市しでは、多くの〝人ならざるもの〟が人間の中に交まざって生活している。




　近年の人類の発展に伴い、人外の存在たちはその勢力を衰おとろえさせていった。

　彼らの中でもとりわけ強力な、神と称しようされるものたちにとってもこれは深刻な問題だった。人間たちの信しん仰こう心しんの低下は神々の力さえもを大きく減じさせていたからだ。このままでは存在を保つことすら危あやうくなるというところまで、状じよう況きようは悪化していた。

　彼らは『あらゆる〝人ならざるもの〟は、人間の世界で人間との共生を目指すべきだ』と結論した。

　これまでにも人間社会にとけ込んで生きる例外的な者は存在したが、それを大規模かつ組織的に推進しようというのだ。

　数十年前の大たい戦せんの混乱に乗じて計画はスタートする。その際に人的、霊れい的てき環かん境きようを考こう慮りよし、モデルケースとして選ばれたのがこの実尋市だった。

　今、俺が住んでいるのは曙光山学園紅こう南なん寮りよう、通つう称しようニュートラルハウス。

　学がく生せい寮りようであると同時に、人外たちの監かん視し、統とう括かつを行う『天てん秤びんの会』の拠きよ点てん。住人のほとんどが神様であるという非常識な場所である。




＊　＊　＊




　ふっ、と力強く息を吐はいて俺は地面を蹴けった。

　体を左右に振って動きを読ませないように。左からと見せかけて、右に大きく飛んで攻こう撃げき。だが容た易やすくかわされる。バランスを崩くずしたところに、相手の拳こぶし。

　だがここまでは、俺の予測の範はん囲い内ない。

（読み通り――！）

　最小限の動きでかわしながら、カウンターを放つ。

　が、勝負を懸かけた一いち撃げきは、軽く手のひらで受け流された。

　間かん髪はついれず相手の反撃。かわすか、受けるか――一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんが命取りだった。どちらも間に合わずに、額の中央に強い衝しよう撃げき。

「ぐあっ！」

　俺は半回転して無様に地面に落ちた。

「――だからあ、派手に動けばいいってもんじゃないの」

　デコピンを決めた手を下ろしつつ、万ま那なさんは口を開いた。

「そういうのって、相手の隙すきを作るのが目的でしょ？　自分が隙だらけになってどうすんのよ」

「いや、んなこと言われてもですね……」

　俺はぐらぐらする頭を振って、半身を起こした。たかがデコピンというなかれ。人外のパワーをもってすれば、必殺の威い力りよくを備えた一撃となるのである。いや、これでも十二分に手加減されているのはわかるのだが。

「バカ正直に正面からやったんじゃ、万那さんに勝てるわけないで――んにゃ!?」

「口答えしなーい」

　親指と人差し指で俺の頬ほおをむにっとつまみながら、彼女は言う。

　柚ゆず原はら万那さん。明るい色の髪かみと勝ち気そうな表情。やや派手目ではあるが整った顔立ちをしている。高等部の一年先せん輩ぱいであり、その本ほん性しようは人ならざるもの――戦神だ。

「あんたがあたしに勝てないのは当然として、それならそれでもっとやり方を考えようよって話」

「はあ」

「いーい？　人間相手なら有効な駆かけ引ひきでも、あたしにとってはどーでもいい動作なのよ。右に飛ぼうが左に飛ぼうが叩き落おとせばすむ話なんだから。殴なぐる、蹴る、走る、飛ぶ、踏ふみ込む、視線を動かす――全部、戦う相手によって意味が変わるの。そこを考えないと虚きよを衝つけないし、虚を衝けないフェイントはフェイントとは言えない。つまり、天人は人間基準の感覚に縛しばられすぎてるわけ。反論ある？」

「……一言もございません」

「よろしい。カウンターの一発は悪くなかった。強くはなってるから自信持ちなさいなー。――さて、それをふまえてもう一本いっとこうか」

　万那さんはうふふふと笑った。

　訓練にかこつけて俺を叩きのめすの、割と楽しんでますよね？

　とはいえ、望むところではある。俺より圧あつ倒とう的てきに強いのは確かだし、なんだかんだで優ゆう秀しゆうな教え手だ。気が向いたときにしか相手をしてくれないので、機会は有効に活用させてもらおう。『天秤の会』において役目を果たすためにも、俺はもっともっと強くならなければいけないのだから。

　と、そのとき、

「天人さまー、万那さまー、朝ごはんできたのですよー」

　寮の窓から俺たちを呼ぶ声がした。メイド服を着た金きん髪ぱつの幼い女の子が、ぶんぶんと手を振っている。

　彼かの女じよの名前はウルリカ。学生ではなく、寮で雑用お手伝い係のような役割を務めている。こう見えて人間ではなく、その正体は巨きよ大だいな犬だ。

　寮の裏庭でこうして訓練を積むのは毎朝の習慣になっている。相手を務めてくれるのは、大たい抵ていの場合犬の姿になったウルリカなのだが、今日は万那さんが付き合ってくれるということだったので彼女には朝食作りの手伝いに回ってもらった。

「――だって。どうする？」

　万那さんが俺に尋たずねた。

「じゃラストに一本だけ、お願いします」

「いいわよー。ま、すぐ終わるだろうしね」

　リラックスした表情で肩かたを軽く回す万那さん。

　まあ、事実その通りなのだろうけど、はっきり言われると傷つくなあ。なんとか一いつ矢しでも報むくいたいところだけど。そんなことを考えながら身構えたとき、

「あ、もう少し続けるの？」

　穏おだやかな声が聞こえた。

　ウルリカの背後にお下げの少女が立っていた。電話でもしていたのか、人形のストラップのついた携けい帯たいを弄もてあそんでいる。

　柚原千せん那なさん。もの静かで清せい楚そな印象の美人。万那さんの姉だ。万那さんと同じく本性は戦神だが、曙光山学園高等部の三年生として学校に通う女子高生でもある。

「うん、最後に一本だけねー」

「あ、最後なんだ。――えっと、だったら、私も交ぜてくれない？」

「お姉も？」

「千那さんも？」

　俺と万那さんの視線が、千那さんに集まる。彼女はもじもじとしながら続けた。

「あのね、ウルリカちゃんとしてるときもそうだけど、いつも楽しそうだなあと思って見てたの。――天人君、どうかな、ダメですか？　あ、もちろん手加減は十分にしますから」

「俺は別に構いません、けど……」

　言ってしまってから微び妙みように後悔する。いや、ほんとに構わないのか、俺？　上うわ目め遣づかいにほだされて思わず口にしてしまったけど。

　見た目はおとなしそうだが、この人も戦いの神である。そして少し……というか、かなり不器用で、手心だの手加減だのは苦手にしていたはずだ。そもそも何より性格的にちょっと危険なところが――

「ありがとう、じゃあちょっと待ってて下さいねえ」

　顔をほころばせ、千那さんはぱたぱたと姿を消す。

「……あのお姉を相手に選ぶなんて、勇気あるね。見直したわ。せめて死なないよう祈いのってあげる」

　万那さんが真ま面じ目めな顔で言った。

「……不安煽あおらないでくださいよ」

「自分で決めたんでしょうに。ま、実戦では敵のタイプを選ぶような贅ぜい沢たくはできないわけだしね。潔いさぎよく当たって砕くだけてきたら？」

　砕けたくはないなあ。

　やがてサンダルを突っかけた千那さんが裏庭に出てきた。これお願いね、と携帯を万那さんに渡わたし、俺に向き直る。

「よろしくお願いしますね。――えーと、基本的には、天人君が自由に攻撃してきて、私はそれを受けてあげればいいのかな？」

「そうですね。万那さんとやってるときは、一発でも有効打を入れられれば俺の勝ちってことになってます」

　まだそれに成功したことはないが。

「隙があれば、反撃してもいいんだよね？」

「まあ、そうなんですけど……えーと、その、俺、あんま強くないんで、反撃の威力は配はい慮りよしていただけると大変嬉うれしいというか……」

「あ、うん、それはもちろん。手加減するから大だい丈じよう夫ぶ」

　にこにこ笑え顔がお。

　この人の手加減って、どのくらいの基準なんだろう。過去に戦っているシーンを見たことがある身としては怖こわくて仕方ないんだけど。

「天人、がんばれー」

「がんばれーなのですー」

　無責任に声せい援えんを送る見物二人。

「さあ、どこからでも！」

　むん、と拳こぶしを握にぎる千那さん。

　一見無防備に思えるが、こういう人間基準の判断がまったくあてにならないことは、先ほど万那さんにも思い知らされている。

　さて、どう攻せめたものか。

　何度か人外の存在と戦った経験から考えると、初見の相手に傾けい向こうと対策を考えても無む駄だである。俺ごとき半はん端ぱ者ものの予想や予測など、まず役に立たないからだ。

　千那さんとの手合わせは初めての経験だ。つまり彼女にとっても俺は初見の相手ということになる。ならば、付け入る隙もあるはず。

　万那さんの言うように、実戦では敵のタイプを選んだりはできない。なら訓練中から小細工に頼たよる癖くせを付けるのはマイナスだろう。結局のところ、強くなるには基き礎そ能力を高め場数を踏むしかないわけだ。

　向こうから仕し掛かけて来る様子はない。こちらの攻撃を受けてくれるというなら、それに甘あまえさせてもらうとするか。

　俺は全身を脱だつ力りよくさせ――次の瞬しゆん間かん、動いた。

　鋭するどく踏み込んで、全力で正せい拳けん。と見せかけ、伸のばした手で千那さんの手首を掴つかむ。そして、ささやかな能力を発動。

「え？」

　驚おどろいたような千那さんの声。彼女にとっては今、突とつ然ぜん視界が九〇度回転したように感じられたはずだ。

　俺の身体能力は人間をやや上回る程度。人が相手ならまず負けないが、千那さんや万那さんなどには遠く及ばない。ただ、一応〝人ならざるもの〟に連なる身として、数少ないながらも特とく殊しゆ能力を持っている。

　その一つがこの重力操作。自分と自分に触ふれているものに働く重力の方向を、自在に変えることができるというものだ。普ふ段だんは壁かべや天てん井じようを歩くために使うことが多いが、格かく闘とう戦せんにも応用が利きく。

　神とはいえこの世界に実体化している以上、物理法則の影えい響きようから自由ではいられない。突然重力の方向が変われば視覚と感覚が齟そ齬ごを来きたして混乱する。

　そして、どんなに強いパワーを持つ相手であっても、重心を崩せれば膝ひざを付かせることだってできるのだ。

「あ、あれ？」

　そう――このように。

　俺は体勢の崩れた千那さんを地面に組くみ敷しき、マウントポジションを取る。見ようによってはかなり危ない絵面だが、なりふり構ってはいられない。ここで一撃入れれば、俺が一本とったことに――

「えい」

　だが、その瞬間、今度は俺の視界が大きくぶれた。

　下から襟えり首くびを掴まれ、あっさりと剥はがされたのだ。まるでじゃれついた子こ猫ねこをつまみ上げる程度の軽い所作で。

　反撃の暇ひまもなく俺は千那さんに引き起こされ、背後から首に腕うでを巻き付けられた。完全に動きが封ふうじられる。全力で振ふりほどこうとするものの、華きや奢しやに見える白い腕は一ミリたりとも揺ゆるがない。

　くそっ、と呟つぶやきつつ打開策はないかと頭を巡めぐらせ――そのとき、俺は自分の背中に押おし当あてられている二つの柔やわらかい膨ふくらみに気が付いた。

「…………」

　見た感じ割と大きい方じゃないかなーとは思っていたが、実際に触さわって……いや不ふ可か抗こう力りよくにより密着する事態となってそれが確信に変わった。標準よりかなり上。多分、うちの寮だとてとらさんに次ぐくらい。張りと弾だん力りよくを備えながらそれでいて固すぎることなく、ふわふわというか、ふかふかというか……。

　役得だな、うん。こんな訓練ならいつでも大だい歓かん迎げいだ。ああ、この素す敵てきな時間が永遠に続けばいいのに――

　などと考えていたら、千那さんがブツブツ呟くのが聞こえてきた。

「えーと、手加減手加減……首はポキンしちゃ駄だ目めなんだよね、多分……」

　甘い気分は一瞬で吹ふっ飛とび、全身から血の気が引く。うっかり忘れかけてたけど、精神構造が怖いんだよ、この人。

「じゃあ、んー、肩か腕――」

「ギ、ギブギブギブ！　降参！　降参します！」

　俺は大声を上げた。

「え、もう終わりなんですか？」

　物足りなさそうな千那さん。

「はいはーい、そこまで」

　ため息をつきたげな声で万那さんが割って入り、そこで俺はようやく解放された。た、助かった……。
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「まず天人」

「ふぁい……」

「掴んでバランス崩させるところまではよかったわよ。でも、マウント取りに行ってどうする。人間の感覚に縛られるなつったでしょーが。――あのさ、なんでお姉相手に寝ね技わざ組み技挑いどむのが最悪の選せん択たく肢しか、わかる？」

「いえ……」

「組み技ってのは、自分の体重を利用することが前提だから。人間相手なら工く夫ふうして優位なポジション取る意味もあるけど、一〇〇キロだろうが五〇〇キロだろうが指先だけで持ち上げてしまえるような存在を組み伏ふせてもしょーがないでしょ。むしろ捕つかまったら終しゆう了りよう。ちょうど今みたいに」

　体勢を崩した千那さんに隙が生じたのは確かだ。なら、地面に倒たおすのではなく、死角からの打だ撃げきに活路を求めるべきだったということか。

「ほわあ、詳くわしいね、万那ちゃん」

「そりゃ専門だもの。お仕事で全力出せる機会はそうそう無いけどね。結局しつこいナンパ男を撃げき退たいする程度の役にしか立たない」

「それは相手に同情しますねえ。災難だ」

　俺おれが思わず笑うと、万那さんの眉み間けんに皺しわが寄った。

「茶ちや化かすな。誰だれのためにわざわざ解説してると思ってる。『天秤の会』の一員である以上、早く実戦任せられるレベルになってくれないと困るの。現状まだまだ使い物にならないんだから」

　曙光山学園は小中高大まで一いつ貫かんの大規模な教育機関だ。『天秤の会』というのは、年代の壁にとらわれず相談に乗りアドバイスや援えん助じよを行う、学園内に設けられた生徒たちの互ご助じよ組織である。

　――というのが表向きの立場。

　実態はここニュートラルハウスの神々を中心に構成された、〝人ならざるものたち〟の上に君臨する統治機構である。圧倒的な力を背景に実尋市を治め、その秩ちつ序じよを維い持じし、人外たちに畏い怖ふされている存在なのだ。諸事情あって、俺もその一員に名を連ねている。

「死ぬ気でやらないと、そのうちホントに死ぬからね？」

「は、すいません」

「あ、あの……万那ちゃん、ちょっと言葉がきつくないかな。天人君も天人君なりにがんばって――」

　万那さんはじろりと千那さんを睨にらんだ。

「お姉」

「は、はい」

「あんたは逆にもう少し人間の感覚を身につけるべき。人間界の女子高生は普ふ通つう、後こう輩はいの首を折りにかかったりはしないものなの」

「え、でも私、首じゃなくてちゃんと腕を折ろうと……」

「腕、も、ダ、メ、ッ、！」

　万那さんは噛かみ付つきそうな勢いで言った。

「こ、怖いよ、万那ちゃん……」

「だいたいね、訓練の目的はお姉が首やら肩やら腕やらをポキンすることじゃなくて、天人を鍛きたえることにあるわけ。予測を上回る速さに対応させたり、色々な攻撃、防ぼう御ぎよパターンを経験させたりね。だから、考えて適切に相手してやらないといけないの。薄うす々うす思ってたけど、やっぱりお姉には向いてないよ、こういう役目」

「う……」

　しゅんとする千那さん。

　気の毒だけど、万那さんが正論だと思うなあ。俺の身の安全的な意味でも。

「で、天人、話戻もどすけど、あんたはまだまだ問題外だから、ウルリカと毎日しっかり遊ぶこと。繰くり返かえすけど、人外とやり合うときは、人の常識を捨てる。ウルリカも付き合ってあげて」

「はーいなのですー。たのしーのですよ、天人さまと遊ぶの」

　ウルリカは尻尾しつぽをぴこぴこ振りながら笑った。

　犬化したウルリカは牛ほどの大きさになる。力も運動能力も、人間の比ではない。俺の方は楽しいどころか必死なんだけどな。

　そこで一つ思い出した。

「そうだ、ウルリカ――」

　俺が言いかけたとき、千那さんが口を挟はさんだ。

「あ、あの、天人君、私もまた参加しちゃだめですか？　今度はちゃんと考えるから」

「ああ、ちょうどそのことなんですけどね、実は当面、朝の訓練は止めることにしたんですよ」

「え」

　千那さんは驚いたように俺を見た。じわりとその目に涙なみだが浮うかぶ。

「え、あの、えっと……もしかして、私があまりにも駄目な先生だから、天人君は訓練が嫌いやに――？」

「違ちがいます違います」

　慌あわてて否定する。

「妹が今日から泊とまりがけでこっちに遊びに来るんですよ。だから、しばらくはそっちの相手してやることに集中したいなあ、と」
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　俺には八歳さいになる妹がいる。

　母さんは妹を産んだ後亡なくなっており、俺が高校進学にあたって寮りように入ったので、今実家はプロのカメラマンをしている親おや父じと妹の二人暮らしだ。

　さて、夏休みということで俺も帰省する予定を立てていたのだが、親父に急な仕事が入って外国へ出張しなければならなくなったのである。

　で、寂さびしい二人だけの家よりは賑にぎやかな方が良いかな、と寮に招待することにしたというわけだった。もちろん寮長のてとらさんから許可は取得済みである。




　朝食を済ませて玄げん関かんに出ると、背後から声が掛かけられた。

「妹さんのお迎むかえ？」

「ああ、ちょっと駅まで行ってくる」

　羽は村むら梨り玖く。ここの寮りよう生せいの一人で、俺より一つ年下の中等部三年生。ただし休学中。一時期俺の実家の向かいに住んでいた幼おさな馴な染じみでもある。

　ショートカットと明るい笑顔がトレードマークなのだが、今は若じやつ干かん眠ねむそうな表情をしている。その本性は吸きゆう血けつ鬼きで、基本的に夜行性なのだ。以前、実尋市で問題を起こしたことがあり、『天秤の会』預かりの身となって寮で暮らしている。なんだかんだでここに馴な染じんでおり、今は毎日寮生の朝食を準備してから眠ねむりに就くのが習慣となっていた。

「そういやお前、奏かなでには会ったことあるんだっけ？」

「赤ちゃんの頃ころに一、二度くらいだけど、一応。妹さんが産まれてすぐくらいに、私が引っ越こすことになったんじゃないかな。だから、ちょっと楽しみだよ」

「食事当番とか色々頼むことになると思うけど、よろしく頼むな」

「うん、もともとたか兄が帰省中は引き受けるつもりだったしね。行ってらっしゃい」

　ああ、行って来ます――と俺が返そうとしたとき、廊ろう下かの向こうからパタパタと軽い足音が聞こえてきた。

　現われたのは小こ柄がらなジャージ姿だ。長い髪に左右色いろ違ちがいの瞳ひとみが印象的な少女である。

「あら、亜あ夜や花かちゃんだ」

「……私も、ご一いつ緒しよします」

　彼女は俺をじっと見み据すえて、そう言った。

　氷ひ室むろ亜夜花。梨玖と同じく中等部の三年生だが、基本ひきこもりの不登校児。大抵部屋でゲームしてるか、ネットしてるか、ＤＶＤを観賞している。こうみえて一応、生死を司つかさどるかなり神格の高い神でもあるのだが。

「――まさか、ついてくる気か？　お前」

「しばらくの間とはいえ、妹さんとは共に寮で暮らすのです。早めに顔を合わせておきたいと思ったので。何か、不都合がありますか？」

　感情があまり表情や声に出ないので、相変わらず何を考えてるのかよくわからない奴やつである。

「不都合というか……お前が自発的に外へ出ようとしたことに驚いたんだよ」

　いや、決して悪いことではないのだが……どういう風の吹き回まわしだろうか。

「あ、いいねー」

　梨玖が笑顔で言った。

「私はお外に出られないし、もう眠らないといけないから、私の分もご挨あい拶さつお願いね、亜夜花ちゃん」

「…………」

「…………」

　亜夜花はいつも通りの無表情、梨玖もいつも通りの笑顔だが――何だろう。二人の間に正体不明の張りつめた空気があるような。気のせいか？

「――まあいいや。自主性は尊重するよ。んじゃ行こうか、亜夜花」




　いつも買い物をしている商店街を抜ぬけ、駅を目指す。

　ここに越してきたとき、駅から寮に向かって初めてこの道を歩いたときのことを、何となく思い出した。あのときは期待もなく興奮もなく、ただ無感動に体を前に運んでいた。心が半分死んでいたような状態だったのかもしれない。

　あれから数か月。色々なことがあったが、俺は今、ここに来ることができて良かったと思えている。考えてみれば、結構幸せなことなんだろうな。

「――時間、大丈夫、ですか？」

　肩かた口ぐちからそんな声が聞こえた。

「余よ裕ゆうみて出てきたからまだ大丈夫。多少遅おくれても、携帯で連れん絡らく取れるし。まあのんびり行けばいいさ」

「…………申し訳、ありません」

　俺の背中には、亜夜花が乗っかっている。

　今日はこの夏一番の酷こく暑しよだそうで、午前中から既すでにアスファルトが揺らいで見えている。生物にとっては厳しい気候であり、長時間の活動にはかなりの負担が伴うわけで――要するに亜夜花は道半ばで力ちから尽つきたのだった。何のためについて来たのやら。

　ま、もともと俺の力は人並み以上だし、亜夜花の体格はほぼ小学生レベルなので背負って歩いても大して苦にはならない。背中の感かん触しよくが今朝方感じた千那さんのとは大分違うあたり、残念なところではあるが。

　休み休みというか、亜夜花を休ませ休ませ来たので、駅に到とう着ちやくしたころにはちょうどいい時間になっていた。

「もう着くな」

　呟いていると、アナウンスがあり電車がホームに入ってきた。

　そしてほどなく大きなバッグを肩に掛けた少女が、改札から出てくる。

「――あ、おにいちゃん！」

　すぐにこちらを見付けると、彼女はぱっと顔をほころばせ駆かけ寄よってきた。

　名塚奏、小学二年生になる、俺の妹だ。

　華奢ではあるが同年代の子の中では背の高い方らしい。髪かみは二つのお団子にして頭の上にまとめている。

「よ、会うのは久しぶりだな、奏」

　携帯電話やメールではよく連絡を取っていたが、実際に顔を合わせたのは俺が寮に入ってから初めてである。

「うん、ほんとに――」

　言いかけて、奏は軽く目を瞬まばたかせた。俺の肩口から覗のぞく、青白い顔に気付いたようだ。

「……はじめまして、奏さん。氷室亜夜花ともうします」

　淡たん々たんと亜夜花が自己紹しよう介かいをする。

「曙光山学園中等部三年、紅南寮の、寮生です。『ニュートラルハウス』は、あなたを、歓かん迎げい、します」

　いい挨拶だけど、俺に背負われながらカッコつけても様にならないと思う。暑さに息も絶え絶えになってるし。

「名塚奏です。よろしくおねがいします！」

　礼れい儀ぎ正ただしく奏は挨拶を返す。と、不意にその目を軽く見張った。

「――あ、えっと、その」

「どうした？　奏」

　口ごもった妹に、続きを促うながす。

「あのあの……もしかして、亜夜花さんってふつうの人じゃないんですか？」

　少し不思議そうに首を傾かしげながら、奏はそんなことを言った。




　三人で寮に戻ってきたころには、すでに昼を回っていた。

　時間がかかったのは、亜夜花の体力が回復するのを待っていたためだ。ちなみに、コンビニでジュースとアイスクリーム（俺の奢おごりである。まあ奏も喜んでくれたのでよしとするが）を買い、それを何個か平らげたあたりでようやく動けるようになった。

　出で迎むかえたウルリカに奏を紹介し、俺の部屋に連れて行く。

　俺の部屋、といっても厳密には個室ではない。俺と亜夜花で一部屋をルームシェアという形にして使っているのだ。十数畳じようほどある洋間を棚たなやカーテンで区切り、奥おく側の四、五畳ほどのスペースが俺用ということになっている。

　――なんか最初は不便だと思ったけど、慣れてしまえばそれほど気にならないものなんだよなあ。一応、領土拡大を狙ねらって亜夜花と交こう渉しようしたりはするのだが、ゲームだのＤＶＤだのを山のように所持しているこいつの方に広い場所を割り当てるのが、どう考えても合理的であるわけで。

「その向こうが俺の部屋な」

「わー、ふっかふかだー」

　奏はベッドの上に乗っかってはしゃぎ始めた。

　それを横目に、俺は自分のベッドへ倒れ込んでぐったりしている亜夜花に声を落として尋たずねた。

「……お前さ、わざと気付かせたのか？」

　先ほど『亜夜花が人間ではない』と奏が見み抜ぬいたことだ。

　神格の高い存在ほど他者を感知する力が高く、また自身を隠いんぺいする技能にも長たけている。通常、下位存在が上位存在の気配を捉とらえることは難しいのだ。奏には人間の血が混じっており、一方亜夜花は純じゆん粋すいな神で、しかもかなり格の高い存在であるはずなのだが。

「いいえ、特には」

　亜夜花は寝ね転ころがったまま視線だけを俺に向けてそう答えた。

「いつも通り滅めつ多たなことでは気付かれないレベルを維持しています。やろうと思えばもっと神としての気配を消すこともできますが、普段はそこまで必要としませんしね。彼かの女じよが鋭えい敏びんなんでしょう。半神半人としては相当に優ゆう秀しゆうです」

「なるほど。ふむ、さすが俺の妹だな」

　俺の顔を見て、亜夜花は少し怪け訝げんそうな表情を作った。

「……仲がいいのですね」

「そうか？　このくらい普通だと思うけどなあ」

「私にとって〝兄〟という語は忌いむべきろくでなしを意味しますから、仲のいい兄きよう妹だいというのは想像することが難しいのです」

「ああ……」

　そういえば、こいつの兄神には俺も一度関かかわったことがあったが、結構な問題児だったな。あれと仲良くするのは色々な意味で難しいだろう。

「アレに加えて、更さらにもう一人、一番上の兄が居ます。方向性は違いますが、ろくでもなさではいい勝負でしょうね」

　亜夜花は渋しぶい顔で言った。

　顔を合わせる機会がないことを祈いのりたいものだ。

「ねー、おにいちゃん」

　奏がこちらを見て声を上げた。

「あの、奏はどこに寝ねればいいのかな？」

「ああ、俺と一緒でいいんじゃないか」

　俺はそのつもりだったが。しかし、奏は首を捻ひねるような仕草を見せた。

「狭せまくない？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　多分、普通のベッドよりは一回り大きいはずだ。ときどきウルリカと一緒に寝たりもするし。ただ、奏が窮きゆう屈くつなようなら――

「ま、俺が余よ所そで寝てもいいわけだしな。とりあえずその辺は後で考えるとして――奏、荷物置いたらついて来て」

「うん。どこに行くの？」

「ここで一番偉えらい人に挨拶しに」




　俺は奏を連れ、目的の人物を探した。

　応接室のソファに寝そべっていることが多いのだが……今は居ない。どこだろうなと寮りよう内ないを歩いていると、食堂のテーブルに突つっ伏ぷしている姿を発見した。

「てとらさん、起きてください」

「――んぁ？」

　髪の長い女性が目を開き、ゆっくり体を起こして伸のびをする。

　御み子こ神がみてとらさん。曙光山大学に籍せきを置く大学生にして、この寮の責任者だ。背が高く、抜ばつ群ぐんのプロポーションを誇ほこる。もっとも大たい抵ていはぐんにゃりと座すわっているか寝ているかなので、その女優さんのような体形が人の目に晒さらされることはあまりない。一応その正体は極きわめて強力な神であり、俺の上位に立つ存在なのだが、威い厳げんは慢まん性せい的てきに不足気味である。

「あ、天人君だ。おはようー」

　てとらさんはのんびりと言った。

「おはようございます。もう昼回ってますけどね」

「――ああ、そういえば、昼ご飯はもう食べたねー」

　眠そうな声で返答になっていない返答。もっとも普ふ段だんからこんな様子なので、この言動が寝ね起おきのせいなのかどうかは不明だが。

　テーブルの上にカップラーメン（一・五倍サイズ。完食済み）が載のっている。

「で、昼飯食べ終わったら眠くなったわけですね。せめて片付けましょうよ」

　大抵の場合、朝食は梨玖、夕食は俺が作る。昼は各自予定があったり出で掛かけていたりすることが多いので、それぞれで自由に食べる習慣になっている。このあたりは夏休みに入った今も変わっていない。

「あ、それはお昼じゃないよ。お昼は梨玖ちゃんに頼たのんで、特別に親おや子こ丼どんを作ってもらったんだー。だから、ラーメンは食後のご飯だね」

「意味わかんないです。ってかそれ、片づけない理由になってないでしょ。あと一人しか居ないのにエアコン点つけないでください。もったいない」

　ぶつぶつ言いながらリモコンを操作する。

　と、てとらさんが、じっと奏に視線を注いでいた。

「妹、連れてきましたよ。――奏、ご挨拶」

「あ、はい、えっと、お世話になります。名塚――」

「……名塚奏ちゃんだね」

　てとらさんは慈じ母ぼのような……というか、お祖ば母あちゃんが孫に対して見せるような笑え顔がおを浮かべ――やおら奏を抱だきすくめた。

「――わわっ!?」

「わー、かわいいなーかわいいなー。よしよし、よく来たねー」

「……てとらさん、奏が窒ちつ息そくしてます」

　胸に埋うもれて。

　奏が解放されると、俺は改めて紹介した。

「寮長の御子神てとらさん」

「遠えん慮りよなくてとらお姉ちゃんって呼んでねー。――私、奏ちゃんのお父さんお母さんの知り合いでね、奏ちゃんにも生まれたてのころ会ったことあるんだよ。ん、奏ちゃんは、お母さん似だねえ」

「そ、そうなんですか？」

　奏は曖あい昧まいな微び笑しようを浮かべた。こいつの方は写真でしか母さんの顔を知らないはずだから、ピンと来なかったかもしれない。

　てとらさんは奏を自分の隣となりの席に座らせると、やや表情を改めた。

「さて、奏ちゃん……自分がちょっと普通の人間と違うことは理解してるかな？」

「は、はい」

「うん、それなら話は早いねえ。いくつか注意事じ項こう。寮に居るときは自分の力を隠かくさなくてもいい。みんな事情知ってるからね。でも外に出たときは、派手な行動をしないこと」

　奏はこくんと肯うなずいた。

「あと、この街には人間じゃない存在がたくさんいるんだけど、『あ、あの人、人間じゃない！』と気付いても、それを指し摘てきしないこと。ここは人として生きていくための街で、みんな人間になろうとがんばってるところだからね。いーい？」







[image: ]







「はい。あの、でも奏さっき――」

　そういうと奏は俺にちらりと視線を向けた。

「ああ、亜夜花のことなら気にしなくていい。あいつも別に怒おこってないし。ただ、これからは知らない人に直接言っちゃダメだってこと。できるよな？」

　わかった、と奏は素す直なおに答えた。

「えーと、あと寮の細かいきまりとかは、天人君に聞いてねえ。というか、ほとんどこの子の独裁政権みたいなものだし……」

「ドクサイセイケン？」

　って何なの？という顔で、奏が俺を見る。

「いや、それはなんか語ご弊へいがあるような。俺は寮の快適さを保つためにですね――」

　俺が抗こう議ぎしかけたとき、食堂の入り口から声がした。

「はいはーい、お邪じや魔まするよー」

　柚原姉妹が入ってきた。万那さんがクッキーと水差しを、千那さんがグラスの載ったトレイをそれぞれ携たずさえている。

「お客さまにお茶をお出ししようと思って。あ、あたし柚原万那ね」

「柚原千那です。よろしく――」

　と、そのとき、千那さんは目を瞬かせ、慌てた様子でポケットから携けい帯たいを取り出そうとした。着信があったらしい。

　万那さんが眉まゆをひそめる。

「ちょっと、お姉、電話に出るならそれ置いてから……」

「あ――」

　トレイのバランスが崩くずれ、グラスが一つ、宙に飛び出す。慌てて体勢を立て直そうとした千那さんだったが、今度はトレイ本体と残りのグラス、そして携帯までもまとめて落下させた。

　うわヤバ、と俺は大だい惨さん事じを脳のう裏りに描えがく。ガラスの破は片へん、掃そう除じするのが大変そうだ。

　だが、それらは一つも床ゆかに激げき突とつすることはなかった。もっとも近くにいた奏が、まずトレイを、次にそれをつかってグラスと携帯を、すべて空中で受け止めたのだ。

　あら上手、と、てとらさんはのんびりとした声で言った。

　グラスとトレイをテーブルの上に置くと、奏は千那さんに携帯を手て渡わたした。

「はい、どうぞ」

「あ、ありがとう」

　胸を撫なで下おろす千那さん、万那さんはため息をついた。

「まったくもう、お姉は」

「ごめん……」

「でも、ひどいことにならなくてよかったじゃないですか」

　しょげた千那さんが少し気の毒になって、俺おれは口を挟む。

「おやつには少し早いですけど、せっかくなんで、みんな呼んでお茶にしませんか？　俺、準備してきます」




「ごめんなさいね、本当に」

　キッチンで追加の菓か子しや飲みものを用意していると、千那さんがやって来て申し訳なさそうに言った。

「物的にも人的にも被ひ害がいなし。よかったじゃないですか」

　俺は苦く笑しようを返した。

「うん……あの、今朝のことも含ふくめて。なんか、今日は天人君に迷惑ばかりかけてるようで……。兄様にもかなり怒られました。人間的な感覚が身についてないって」

「あー、別にいいですよ、もう。一応、言っておきますけど、朝の訓練を休むのは、本当に千那さんのせいじゃないですからね」

「ならいいんですけど……」

　ずいぶんと気にしているようだ。

　訓練の中止に関しては万那さんに『負けてる所を妹ちゃんに見られるのが嫌だから、とかじゃないの？』などと少し意地悪くからかわれた。まあ、それもないではないし、心配もかけたくはないのだが、実のところ、奏にはこの街のシビアな部分を見せたくないというのが一番大きい。

『天秤の会』の役目について隠すつもりはないが、俺が力を身につけたいと願っていることを知れば当然理由の方も気になるだろう。そうなると、ときには危険を冒おかして実力行使も必要になることや、すべてが理想的に行くわけではないという現実を教えなければならなくなる。それはまだ避さけたいのだった。

　――過保護だろうか。

「……その携帯、お兄さんの形見なんでしたっけ？」

　俺は話を変えた。

　以前に聞いたことがある。千那さんと万那さんには兄が居た。元『天秤の会』で、数年前、人間をかばって力のほとんどを失ったそうだ。完全に消しよう滅めつしたわけではないが、ときどき携帯を通して語りかけてくる程度のことしかできなくなってしまったという。

　千那さん自身はお兄さんの遺志（というのは失礼だろうか）を継ついで『天秤の会』に協力しているのだとか。

「そうです。正確には、兄はこの人形に宿っているんですけどね。こちらでの名前は柚原一ひ二ふ三みといいます」

　千那さんはストラップの先に着いた小さな男の子の人形を摘つまんで見せた。手作りのようだが少々いびつで縫ほう製せいも粗あらく、あまり出来がいいとは言えない。千那さん作だろうか。

「存在自体が不安定なので依代からまったく離れることができませんし、それでも好きなときに連絡が取れるわけではないのですが。――今も、もう、聞こえません」

　少し寂しそうな笑えみが千那さんの口元に浮うかんだ。

　ああ、だからこそ、声が聞ける可能性のあるときは逃のがしたくないのか。携帯を取った瞬しゆん間かんのあの慌あわてぶり、その理由が分かった。

「その、時間が経たつうちに力が戻ったりはしないんですか？」

　難しいでしょうね、と千那さんは言った。

「今、私たち神族は、存在に必要なエネルギーの供給が絶たれた状態なんです。手持ちの力を使い切ってしまったときが、消滅のとき」

　たとえて言うなら、ガソリンの給油ができなくなった高級車のようなものだろうか。壊こわれてしまったわけではないが、今ある燃料を使い切ってしまえば鉄てつ屑くずになるしかない。

「もっとも、本来はまだ多少の猶ゆう予よはありますし、よっぽどのことがなければ、そこまで一気に消しよう耗もうすることもないのですけど……」

　でも、彼女たちの兄、一二三さんにはそれが起こってしまった。

　人間の良き理解者で、千那さんたちにもずいぶんと愛されていたのは知っている。それだけに、これ以上踏み込んでいい話題なのか、少しためらいが生じる。

　そんな俺の内心を見て取ったのか、千那さんは空気を変えるようにふっと笑い、口を開いた。

「あ、グラス幾いくつか持って行っておきましょうか？」

「お願いします。あー――」

「大丈夫ですよ、今度は奏ちゃんのお世話にならないよう気をつけます」

　千那さんは苦笑した。

「……奏ちゃん、可愛かわいらしい子ですね。それにすごく能力も高い」

「そういうの、見ただけでわかるんですか？」

「反応が早いし、重心の移動もスムーズでした。私は戦うのが主なお仕事ですから、そういう視点での評価になりますけど。――仲が良いんですね。奏ちゃんの話になると、天人君、すごく嬉うれしそうな顔になります」

　そういや亜夜花にもそんなようなこと言われたなあ。

「まあ、歳としが離はなれてる分、うまくやれていると思いますよ」

「兄きよう妹だい仲なかが良好なのはいいことです」

　肯いて千那さんは言った。




　そんなこんなで皆みなを呼んでお茶会が催もよおされることになった。

　眠ねむってしまった梨玖（昼夜逆転しているあいつにとって、今の時間帯は深夜なのだ）をのぞくメンバーに声をかけ、食堂に招しよう集しゆうする。

「……って、一人足りないな。亜夜花はどうした？」

　俺はウルリカに尋ねた。

「おやすみなのですー。体力のげんかいとかで」

「ああ、珍めずらしく外に出てきてたからなあ」

　しかもこの気候の中を、だ。

　奏との顔合わせも済んでいることだし、そういうことならゆっくり休ませておこうか。

　その奏の方はというと、リョウタさん、コウタと会話を交かわしている。

　和泉いずみリョウタさん。長身の美青年。ホストでもやっていそうな風ふう貌ぼうだが、大学生である。本ほん性しようは力ある悪あく魔ま。

　和泉コウタ。大人びた表情の少女で、曙光山学園初等部の六年生。この寮りようの中でただ一人の純粋な人間である。いわゆる魔ま術じゆつ師しと呼ばれる存在で、寮に居るときは庭の薬草畑を世話したり、よくわからない言語で書かれた分厚い本を読んでいたりする。

「あの、名字がおなじってことは、お兄さんなんですか？」

　自己紹介を受けて、奏がコウタに問いかける。

「まあ、ね。正確にはボクの兄代わりといったところだけど」

「おにいちゃんと妹って、奏のところと同じですね」

　そう言って奏はにこにこと笑った。

「……あいつ、よくコウタの性別わかったな」

　俺は呟つぶやいた。

　髪は短く見た目が少年っぽいし、一いち人にん称しようは『ボク』だし、俺はしばらく男だと信じて疑わなかったのだが。

「結構変わったからね、あの子も。昔はむすっとしててほとんど感情を出さなかったけど、表情が柔やわらかくなった。ときどきだけど、今は可愛らしく笑うでしょ？」

　隣に居た万那さんがそう言った。

「そうですね。成長期の子どもはどんどん変化する」

「ま、何のきっかけもなく変わるわけじゃないけどね」

「……何ですか、その含みのありそうな顔」

「べっつにー」

　万那さんはにやにやと笑った。

「そういえば、どこに泊とまるの？　妹さん」

　リョウタさんが俺を見て尋ねた。

「俺の部屋で一いつ緒しよにと思ってますけど……狭いですかね？」

　現在空いている部屋はないので（あったら俺が亜夜花と相部屋になっていたりはしない）、他の場所で寝るとしたら俺が応接室のソファーに移動するとかになるが。

「僕ぼくは他に泊まるところが色々あるから、よかったらベッド貸してあげてもいいよ。ちょうど夏休みで出かける予定もあるし」

「また女の人？」

　コウタが眉をひそめた。

「女の人〝たち〟と言ってほしいね」

「相手に愛あい想そ尽つかされないの？　そういうだらしなさって女性側からしたら、すごく嫌いやな気がするんだけど」

「おや、いつのまにか大人な意見を言うようになったね、コウタ。何か思うところがあるのかな？」

　気分を害するでもなく、リョウタさんは笑った。

　別にボクは……などとコウタは口ごもっている。

「すべての関係はお互たがいの合意あってのものだよ。でも、そういうことに考えを巡めぐらせるのは悪くない。成長につながるからね」

　俺の方は今さらリョウタさんの人間関係に首を突っ込もうとは思わない。要点は、俺がリョウタさんの部屋を借りられれば、奏が広いベッドで眠れるということだ。

　一人寝ができない歳でもないしな。そのほうがいいか？

「どうする？」

「奏はどっちでも大丈夫だよ」

「なら、お願いします」

　俺はリョウタさんに言った。

「うん。とりあえず今日から数日は留守にするから、好きに使っていいよ」

　リョウタさんは笑った。




　お茶会がお開きとなった後、俺は奏に実尋市の案内をすることにした。といっても、何か名所があるわけでもないので、半ば散歩のようなものだが。

「……ほんとに、すごく……その、いろいろな人たちがいるんだね」

　周囲をきょろきょろ見回しながら奏は言う。

　公然と人外の存在を指摘してはいけないと教えられているので遠慮がちだが、それでも興味深そうな顔をしていた。

「寮の中はほとんどが奏たちみたいな人たちだったけど、お外はごちゃまぜなんだ」

「過ごしやすいところだよ」

　自分が極少数派の異物であるということを意識せずに済むからだ。

　奏を寮に招待したのは、幼い妹を何日も一人にしてはおけないということに加え、一度この街を見せておきたいという理由もあった。

　俺たちの父親は人外で、母親は人間だった。当然ながら奏も俺と同じく半天使である。

　奏の能力や特性は、基本的に俺と同じだ。とはいえそれは単に同タイプと言うだけであって、俺の八歳当時と比べると、かなり優秀であるといえる。反射速度、運動能力や治ち癒ゆ能力は既すでに現在の俺に近いだろう。そして人ならざる者の存在やその力を感知する能力は、ゼロの俺より遥はるかに上だ。

　力が強いということは、その分、人間からかけ離れているということでもある。

　俺も親おや父じも、人間社会に溶とけ込んで暮らす方法を徹てつ底てい的てきに教えたし、呑のみ込みの早い奴やつでもあるので、今のところ大きな問題は起きていない。普ふ通つうに人間の学校に通い、友だちを作ることもできている。が、ずっと平へい穏おんなまま生きていけるとは限らない。破は綻たんの可能性は常に牙きばを研といでいるのだ。

　奏には『自分が普通ではない』ということで傷ついて欲ほしくない。そう、かつて俺が正義の味方を気取って、結局挫ざ折せつしたときのように。

　だから、将来的にこういうところで生活するという選せん択たく肢しもあるのだということを、見せておきたかった。

「てとらさんが言ってたように、ここは人外が人にとけ込んで暮らすための場所だ。人間に正体をばらすわけにはいかないのは外と同じだけど、俺たちみたいな存在にとっては他の街より幾らか居い心ごこ地ちがいいんじゃないかと思ってる」

　学校や役所にも〝人ならざるもの〟が入り込んでいてサポートしてくれるし、超ちよう常じよう的な現象を目もく撃げきしてしまった人間の記き憶おくを修正する、認にん識しき修正の結界もある。奏にとっても悪くない環かん境きようのはずだ。

「うん、そうなんだと奏も思うよ。だって、おにいちゃん、ひっこしてからずっと明るくなったもの」

　屈くつ託たくのないその言葉に、俺は虚きよを衝つかれた思いがした。

「……かもな」

　以前のことを思い出す。ここに来る前の自分はひどいものだった。大きな後こう悔かいを抱かかえ、居場所を失ってボロボロになっていた。確かに立ち直れたきっかけは、この街に来たことだったのだろう。

　苦笑が漏もれた。

　妹を気き遣づかっているつもりで気遣われているとは、情けないな俺。

「死んだ母さん、怒ると怖こわいけど優やさしい人でさ、俺によく言っていたんだ。『人間として平穏に生きていってほしい』って。奏に直接伝える機会はなかったかもしれないけど、お前に対してもきっと同じことを思っていた」

「……うん」

「転校とか、学校の友だちと今すぐ別れろとか、そういう話じゃないんだ。でも、こんな街もあるんだってことを覚えておいてほしいな」

　いつか、助けになるかもしれない。

「ん、わかったよ」

　奏は素直にそう言った。

「――さて、じゃあ話はこれくらいにして、もう少し楽しいところを案内しようか」

　まずは駅前の商店街からだ。

　奏は本を読むのが好きだ。幾つかある本屋や、ついでに甘かん味み屋や、ケーキ屋などを紹しよう介かいする。奏は楽しそうに笑顔を浮かべながら、あとを付いてくる。

　一時間ほど歩きまわり、俺たちはクレープを買って高台のお寺の境けい内だいで休きゆう憩けいすることにした。

　実尋市を守護し治める土地神としての権限は、現在『天秤の会』の責任者であるてとらさんのもとに委い譲じようされているそうだ。とはいえ、神社仏閣などは普通に存在している。これは別に特定の宗教や神が優ゆう遇ぐうされているからではなく、人間の文化と深く結びついた施し設せつであるからだ。

「あ、お墓」

　クレープを食べ終えて遊歩道を歩いていると、奏が小さく声を上げた。

　お寺があれば当然墓地がある。そして墓地があるなら、死者の霊れいも。人外が人として住まう街であるとはいえ、その種の存在が居なくなるわけではない。

「……行こうか」

　俺はその場を足早に通り過ぎようと、奏の手を握にぎる。奏は少し戸と惑まどったように、あ、と小さく声を上げた。

　はぐれた死者の魂たましいは、大抵の場合あまり現世にいい影えい響きようを与あたえない。俺に関して言えば特に不ふ浄じようという意識があるわけではないが、つい先日巻き込まれた少々めんどくさいトラブルのことを思い出してしまう。あまり楽しい記憶ではない。

　不意に、あの肉体を持たぬものが入り込んでくる何とも言えない感かん触しよくが脳裏に蘇よみがえり、俺はぶるりと体を震ふるわせた。

「？　おにいちゃん？」

「いや、なんでもない。――こっち抜ぬけると、映画館があるんだ。何か見るか？　それとも何か食べるか？」

　しばらく考え、奏はにっこりと笑った。

「んー、どっちでも。おにいちゃんといっしょにいるだけで、わたし楽しいよ」

　我わが妹ながら、可愛いなあ。まるで天使のようだ。いや、半分天使なんだけど。

（死者、か）

　ふと亡なくなった母親のことを思い出す。

　明るくて前向きな性格だったが、体の方はそれに反してあまり丈じよう夫ぶではなかったという。最後の力を振ふり絞しぼるように奏を産んで、そしてこの世を去った。

　神々はその住まう場所を捨て、人間の世界にやってきた。つまり神界も冥めい界かいももう存在しては居ない。だから死者の行き着くところは無なのだろう。たとえ、想おもいの残ざん滓しが一時的に現世に留とどまるようなことがあったとしても。

　母さんも、もう、どこにも居ない。

　だからせめて俺は、残された奏にとって良い兄、理想の兄でありたい。それが俺の義務だと思う。

　さて、もう少しぶらついたら、寮に戻もどるか。

　――そんなことを考えたときだった。

『…………やあ、聞こえるでござるか？』

　俺は足を止めた。周囲を見回す。

「どうしたの？　おにいちゃん」

　奏がきょとんとした顔で俺を見た。

「何か、聞こえないか？」

「なにかって、なあに？」

　不思議そうに首を傾かしげる。奏の耳には届いていない？

　空耳だろうか。

「人の声のような……いや、いいや。そろそろ帰ろうか」




「んー可愛いなあ」

　梨玖はニコニコと笑いながら奏の頭を撫でた。

「あ、ありがとうございます」

　奏は少し照れたように言った。

　寮に戻ると、ちょうど梨玖が起きてきたところだった。階段の下でお互い自己紹介。

「私、お向かいに住んでたから、昔、ちょっとだけ顔を見たことがあるんだよ。そっかー、あの赤ちゃんがこんなに大きくなるんだ。生命の神秘だねー」

　こいつは自分が生命の環わから外れた存在でありながら、ときどきこういう人間くさいことを言う。転化してから日が浅いせいか、それとも性格は存在の在り方に左右されないということなのか。

『うん、確かに可愛い。現状でも申し分ないが、五年くらい先までの変化も楽しみでござるなあ。でゅふふふふふ』

「…………………………………………」

「たか兄？　どうかした？」

「おにいちゃん？」

　よっぽど妙みような表情をしていたらしい。二人分の怪け訝げんそうな声。

「いや――何でもない。奏、夕飯の前に風ふ呂ろに入ってしまえ。今日は大浴場にお湯張ってるはずだから」

「はーい」

「あ、お風呂行くの？」

　ちょうど通りがかった万那さんが会話に加わってきた。

「せっかくだから、みんなで一緒に入ろっか」

「ああ、だったら梨玖も行ってくるか？　俺は夕食の準備始めておくから」

　俺はそう勧すすめた。

　吸きゆう血けつ鬼きは流水が苦手だというが、溜ためてある風呂なら問題ない。

「んー、じゃあ、そうさせてもらうね」

「覗のぞいちゃだめよー、天人」

「覗きませんよ！」

　どんな人間だと思われてるんだか。――いや一度、コウタの裸はだかを目撃したことがあったが、あれは不幸な事故だし。

　夕食の支し度たくをしようとキッチンに入ると、大浴場の方から明るい笑い声が聞こえてきた。

「……打ち解けたかな」

　奏が寮の面々と仲良くやれそうで、ほっとする。まあ、奏の性格からいって大だい丈じよう夫ぶだとは思ってたけど。

　奏が加わり、リョウタさんが外がい泊はく。差し引き夕食は九人分か。奏はそこまで食べないだろうから、普ふ段だんよりは気持ち少なめでいいかな。

『で、覗かないのでござるか？』

「…………」

「覗かないのでござるかね？」

「覗かないよ、しつこいな！」

　俺は思わず言い返す。

　二度目の声はオーブンレンジのスピーカーから聞こえてきた。寮での炊すい事じを引き受けるに当たり、申しん請せいして寮りよう費ひで買って貰もらった最新型で、音声ガイダンス機能が付いている。もちろんこんな台詞せりふが登録されているとは思えない。
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『やっぱり聞こえてるでござるね』

　声は再び俺の中から響ひびいてくる。妙な口調だが、声こわ色いろは若い男のものだ。

「……外の機械を操あやつれるのか」

　電子機器は心しん霊れい現象の影響を受けやすいという話は聞いたことがあるな。身近で体験するのは初めてだけど。

『いやいや、音声の伝達に利用できる程度でござるよ。それにしても貴き殿でんの体は力が発揮しやすいでござるな。それがしのような存在と相性がいいというか。――しかしなぜ今まで無視したのでござるか？』

「現実を認めたくなかったもんで」

　せっかくの夏休み、しかも妹が遊びに来ているこんなときに、厄やつ介かい事ごとに巻き込まれるのはごめんだった。

『しかも、全然驚おどろいてないでござるな』

「憑つかれること自体は初めてじゃないからね」

　神の代行者として作られた存在の血を引いている関係で、俺の体は霊れい的てきなものと親和性が高くなっている。つまり、神の力を借りられる代わりに、霊にも取とり憑かれやすいということである。

　もっとも、こんな意志のはっきりした霊れい体たいに憑かれた経験はなかったが。

「で、あんたはどこの幽ゆう霊れい？　何者なんだ？　目的は？」

　俺は冷蔵庫からトマトとキュウリを取り出しながら尋たずねた。シンプルにサラダでいいかな。ドレッシング用のオリーブオイルはまだ残ってたっけ？

『張り合いがないでござるなあ……』

「話したくないなら別にいいけど」

　強制的に祓はらう手段がないわけじゃない。とはいえ今のところ悪意はないようだし、話くらいは聞いてみても良いとは思っているのだが。

『話すでござるよ……。それがし、姓せいをヤマネ、名をミツカズと申す。肉体を失ったものの、この世界での心残りがあり、いい依代を発見したことでこうして現れ出た次し第だい』

「心残りって何？」

　それを叶かなえてやれば成じよう仏ぶつしてくれるということだろうか。

『よくぞ聞いてくださった！』

　突とつ然ぜん、その声に力がこもった。

『それは――それは、もっともっと二次元美少女と美幼女をｐペｒロｐペｒロすることぉっ！』

「は？」

　俺は眉み間けんにしわを寄せた。

「美少女と美幼女を……ペロペロ？」

　なんだそれは。日本語か？

「何を、ぺろぺろするの？」

　そのとき、キッチンの入り口から声が聞こえて、俺は飛び上がりそうになった。風呂上がりの奏が、怪訝な顔でこちらを見ている。

「……何でもない。すぐ飯にするから、待ってろな」

　ひきつった笑え顔がおで俺はそう答えた。




　夕食を終えて、奏を俺のベッドに寝ねかしつけ、俺はリョウタさんの部屋へやってきた。部屋の主は外泊しているので、ここなら他人に話を聞かれる気遣いはない。

　ミツカズとか名乗ったこいつの声は、通常――つまり外部のスピーカー等に干かん渉しようしない限り、憑かれている俺にしか聞こえないようだ。ただ、俺の主観的には会話をしているつもりでも、他人から見れば独り言を呟いているようにしかみえないわけで、あまりかっこいいものではない。ひとまず、人目のないところで現状を把は握あくしたかった。

「しかし……普通、女の子の霊に取りつかれてラブコメ展開ってのが、こういう話のセオリーなんじゃないかと思うんだけどな」

『むふう。貴殿はそういう話がお好みでござるか？』

「少なくとも、あんたみたいなのに憑かれてるよりはマシだよ……」

　とりあえず、お互い簡単に自己紹介する。

　ミツカズはこの街に住む大学生ということだった。数年前、事故にあって肉体が死亡。以降、意識だけの存在となり現世に留まっているのだという。

「要するに、アニメやゲームを満足いくまで楽しめなかったことに心残りがあるということですか」

　一応年上らしいので、敬語に切きり替かえることにする。

『さよう』

「まあ、未練が消えればあんたも消えてくれるってんなら、できる範囲で協力くらいはしてもいいけど。具体的にはどうしたらいいんですかね？」

『かたじけない。まず、現在のオタク業界がどうなっているのか知りたいから、どこかの書店なりに行って、情報を集めたいでござる』

　ふむ、まあその程度なら。

『そして、次にとあるアパートまで行ってほしいでござる。それがしの集めたグッズの保管庫として借りてる部屋がござってな。そこを一度、確かく認にんしておきたいでござる』

　よっぽどの遠方でなければ、これも可能かな。

『ひとまず、そこまでお願いできるでござろうか』

「んー、まあ、了りよう解かい」

『おお、感謝感激雨あられでござる！　あ、そうだ、あと――』

「まだあるんですか？」

『いやいや、これはお願いというか、気を付けてほしいことというか……それがしのことは寮の方々にばれないようにしていただけないでござろうか？』

「何でです？」

　いや、あまり外聞のいいものじゃないから、俺としてもあまり他の人に知られたくないとは思うんだけど。

『だって、皆みな々みな様さま、存在の格がケタ違ちがいでござるよ？』

　ぶるりと身を震わせるような気配があった。

『それがしのような不浄の霊など、気まぐれな鼻息一つで消し飛ぶでござる。正直、気配を遠くから感じるだけで、恐おそろしくてしかたない』

「そういうものなんですか。――でも、俺のことは平気なんですね？」

『うむ。天人氏の神気は極きわめて庶しよ民みん的てきでござるからな』

「…………」

　悪かったな。

「別にいいけど、おとなしくしててくださいよ？　あんたが好き勝手やった結果、存在がばれて、あの人たちが力ずくで祓う気になったら俺には止めようがないですから」

『それはもちろんでござる。おそらく極限まで気配を小さくすれば、彼かれらが気にも留めないレベルにまで落とせると思うでござる』

　アリの一匹ぴきをいちいち気にするゾウはいないでござるからな、とミツカズさんは言った。

「……どうでもいいですけど、その言葉づかいどうにかなりませんか？」

『個性ある口調はオタクにとってのアイデンティティであり、いわば様式美でござるよ、天人氏』

　やっすいキャラ付けだな。

「まあいいですけど」

　俺おれはため息をついた。

「ひとまず、協力はしますよ。ただ、俺、今は妹の世話があるから、基本そっちが優先なのは覚えておいてください」

『心得た。それにしても、奏嬢じようだったか、実に可愛らしい妹御ごでござるな。でゅふ』

「……あと、妹に変な視線向けたら即そく強制成仏ですから」




★　★　★




　夜半過ぎ。

　私のベッドの上ではウルリカが安らかな寝ね息いきを立てている。

　カーテンの向こう、天人さんのベッドでは寝ね返がえりを打つ気配。そして、ぼそぼそとした話し声。

　基本的に私は夜型だ。深夜にネットをしたりゲームをしたりして、明け方眠ねむりに就つく。

　天人さんは物音を気にせず眠る人であり、ウルリカも同様なので普段はたいして気を遣つかうこともないのだが、今日はそうもいかないようだ。

　私は少し考え、そして小さく息をついて覚かく悟ごを固め、声をかけることにした。

「眠れませんか？　奏さん」

「……あ、いえ、だいじょうぶです、亜夜花さん」

　返事と同時にパチンと携けい帯たいを閉じる音。

「電話を？」

「え、えっと、少しトモダチと。あの、奏のこえ、うるさかったですか？」

「いいえ。そういうわけではありませんが……」

「ご、ごめんなさい。もうねます。おやすみなさい」

　そして静かになる。

　私はふうと息を吐はいた。まったく、この程度のコミュニケーションにも緊きん張ちようしている自分が嫌になる。

　色々な意味で兄とはあまり似ていない子だなと思う。

　活発であると同時に素直で聞き分けがよく、案外遠えん慮りよ深い部分も垣間見える。天人さんがどちらかというと頑がん固こでお節介だから、このあたりは対照的だ。

　何となく興味が動くのを感じた。そういえば、よく知らない他人に対して思考を巡らすのは、ずいぶんと久しぶりの経験だ。

　私が寮の外の人間と言葉を交かわすことはめったにない。

　そんなことをしなくても生活は成り立つからだが、それでは世界は広がらない。

　もっと、努力が必要だろう。







二章　迷惑な同居人







　面めん倒どう事ごとはさっさと済ませてしまいたい。

　というわけで翌日、奏かなでを寮に預けて俺はまず商店街の本屋に向かった。そこでコミックコーナーや雑誌コーナーを確認させ、ついでに抱だき枕まくらなるものについての講義をうけ、その後ミツカズさんに指示された部屋へと移動する。

　バスに揺ゆられて一五分。古めの二階建てアパートの一室だった。

「……そういや、なんであんたがそんな状態なのに、部屋が残ってるんですか？」

『うむ。そのわけは入ってみればわかるでござるぞ。郵便受けの奥おくに鍵かぎがある』

　言われた通りに鍵を取り出し、ドアを開けて中に入る。

「……まあ、ある程度、予想はしてたけど」

　ありふれた六畳一間。

　ただし、壁かべにポスター。床ゆかにゲームやＤＶＤ。棚たなにフィギュア。その他いろいろ。

　肌はだ色いろ率が高い――要するに露ろ出しゆつの多い女の子のグッズでいっぱいだった。

　趣しゆ味みの傾けい向こうは亜あ夜や花かとある程度似てるようだけど、あいつはポスターやグッズ類には興味を示さないんだよな。手を出すゲームも、もう少し硬派寄りだし。

『これだけの質と量を誇ほこるコレクションになると、新たな置き場所を探すのも骨なのでな。保管庫代わりということで、それがし亡き後あとも家族がここを借りたままにしているのでござる』

　理解ある家族なんだな。

「ずいぶん節操なく集めてるんですね」

　こういう方面には疎うといのだが、非常に多た岐きに渡わたる作品群のグッズであることは俺にでも理解できる。

『失礼な。ちゃんと選別して集めているでござるよ』

「そうは見えませんけどね」

『むう、そうでござるな……例えばこの壁のポスター、すべてそれがしの好みに基もとづいて統一されているのだが、基準がわかるでござるかな？　天たか人と氏うじ』

　ぐるりと見み渡わたす。全すべてアニメかゲームの女性キャラだ。とはいえ、キャラも登場作品も、そして絵え柄がらから判断すると描えがいたイラストレーターもバラバラである。何か共通点があるのか？

「わかりません」

　正直に答える。

『正解は、マイフェイバリット声優の金かな澤ざわ華はなさんが声を当てているキャラでござる。演じたキャラをすべてチェックするのは、声優好きの基き礎そ教養でござるよ』

「わかるかよ、そんなの！」

　一いつ般ぱん人じんにはハードルが高すぎる。

『うーむ、あの甘く幼く澄んだ声を知らないというのは人生の損失でござるな。よければ出演作のＤＶＤを貸すでござるが？』

「今はいいです」

　俺はため息をついた。

「で、未練をはらすには具体的にどうしたらいいんですか？　声優さんに会わせろとか言われても困りますよ」

『そんな無む茶ちやは要求せぬ。なに、簡単なことでござるよ』

　ミツカズさんは言った。

『先ほど〝抱き枕〟なる人類の英知の結けつ晶しようについて説明したでござろう？』

「はあ」

　本屋をうろついているときに聞かされた。何のことはない、大型の細長い枕に等身大の美少女がプリントされたカバーをかぶせることで、本物を抱きしめている気分になれるという代しろ物ものだ。

『それがしは肉体をなくし、もうこの素す晴ばらしい作品群に直に触ふれることができない。だがしかし、貴殿という存在を得た。そこでお願いだ。それがしに体を貸してはくださらぬか？　そして存分に二次元美少女達を抱きしめさせてくださらぬか？』

「もはやどこからツッコんでいいのかわからないけど……えっと、それってつまり、俺の体をあんたの好き勝手にさせるってこと？　それはさすがに怖いですよ。そもそもちゃんと返してもらえるのか保証もないですし――もちろん、返すことは約束するでござる」

　俺の言葉を遮さえぎったのは、同じく俺の口から発された言葉だった。

　…………。

　――今、体を乗っ取られた？

『どうも、貴殿の体にいると存在が安定するようで、力を行使しやすいのでござる。もっとも、こんなこともできるということを示したかったまでで、無む理り強じいする気は一いつ切さいござらんが……。改めてお願い申す。体を貸して下さらんか？』

「…………」

『何なら、この部屋のグッズを幾いくつか譲ゆずってやってもいいでござるよ？』

「いや、いらないです」

　しかし……どうしたものか。

　気が進まないのは確かだ。とはいえ、協力すると約束した手前もあるし、その気になれば強制的に乗っ取れるのに俺の承しよう諾だくを求めてくるあたり、迷めい惑わくな人ではあるが悪人ではなさそうだし……

　その後しばらく押おし問もん答どうが続き、結局、俺は折れた。

　俺の都合を優先すること、意にそぐわない交代はしないことなど、幾つか条件をつけて、俺はときどきミツカズさんに体を貸すことになった。

　――まあ、平和的に成仏させられれば一番いいわけだしな。
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　奏さんはテレビの画面に見入っている。

　今日一日面倒見ていてくれと言い残し、天人さんが出かけていったときはどうしたものかと思ったが、取り越こし苦ぐ労ろうだったようだ。おとなしくアニメのＤＶＤを鑑かん賞しようしている、実に手の掛かからない子どもだった。

「よかったらゲームなんかもありますが？」

「ありがとうございます、亜夜花さん。でも、これおもしろいですから」

　笑顔で返事。

　明るくて礼れい儀ぎ正ただしく、わずか一日で寮りようの皆みなにも可愛かわいがられている。いい子過ぎるといってもいいくらい、いい子だ。

　私はかすかに目を細めて、テレビに向きなおった彼かの女じよを観察する。

　気遣いができ、好感の持てる性格。ウルリカのような邪じや気きのなさとは、また違う特性のような気もする。

　――どうやら私はこの子のことが気に掛かるらしい。理由はよくわからないのだが。

「……寂さびしくないのですか？」

　一話が終わった区切りを見計らって、また話しかけてみる。

「だいじょうぶですよー。まってればちゃんと帰ってきてくれるって、奏、わかってますから」

　屈託のない返答。

　少し考えて、もう一つ質問。

「天人さんって……あなたにとって、どんなお兄さんなのですか？」

「とってもやさしい人です。あの、ここでの兄はどんな人なんですか？」

　逆に問われて、私は少し言葉に詰つまる。

　印象を言えばお節せつ介かいでお人ひと好よし。とはいえ私に見えている彼は、ごく一部分でしかないだろう。寝ね起おきが同部屋とはいえ、部屋にこもっていることの多い私と違い、彼はアクティブな方だ。顔を合わせている時間はそれほど多くない。

「……いい人です。料理がうまいし。多少口うるさいですが」

　私が言うと、奏さんはおかしそうに笑った。

「わかります。おせっかいなところ、ありますよねー。奏に対してもそうですから」

　目の前の少女に対して、ふと奇き妙みような感覚。

　悪い意味ではない。どちらかと言えば共感に近いだろうか。天人さんに対する見解の一いつ致ちというだけではなく、もっとこう――

　と、そのとき、部屋のドアが開いた。

「ただいま。よ、いい子にしてたか？」

「おかえりなさーい」

　奏さんが立ち上がって駆かけ寄よる。

「――ありがとな、面倒見てもらって」

　天人さんは奏さんの頭を撫なでながら、私に視線を向けた。

　私は微び妙みように目を逸そらせて答える。

「別に、私は何もしていませんし」

　事実である。ＤＶＤをかけておいただけだ。感謝されたりねぎらってもらったりする理由はないし、よって私がうれしく思ったりする理由もない。だから頬ほおが少し熱くなったりするはずもない。つまり、これは気のせい。

「今日はちょっと用があったけど、明日からは一いつ緒しよに遊んでやるからな。色々なところに連れていってやる」

　天人さんはそう奏さんに言った。

　ほんと？　たのしみーと、奏さんが笑う。

　ふむ、と私は考える。色々なところか。私にとってもいい機会かもしれない。

　できるだけ同行してみるとしようか。
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　雲一つ無い、夏の夜空。

　月明かりが皓こう々こうと庭の木々を照らし出している。幻げん想そう的てきな光景といえるかもしれない。

　――目の前のコレがなければ、だが。

「はあ……」

　俺の口から感激のため息が漏れた。ただしこれは俺の意志によるものではない。

「ああ、瑠る璃りたん……こうして再び我わが目で見ることができるなんて……」

『俺の目だっての』

　控ひかえめに抗こう議ぎしたが、ミツカズさんには聞こえなかったようだ。

　俺（たち）の目の前には、かなりきわどい衣装を着た女の子のイラストが広がっている。大きな布地にほぼ等身大でプリントされており、ミツカズさんによればこれが抱き枕カバーというものであるらしい。

　このキャラは何とかいうゲームの『瑠璃』というのだそうだ。メインヒロイン格で、無口な天然系不思議少女。しかしこう見えて暗い過去を背負っており、実に感動できるシナリオなのだという。

　両りよう腕うでで抱きしめて眠れば未練が消えるかもしれない――と、ミツカズさんが自室から持ち帰るよう主張したのが、抱き枕とこのカバーだった。

　抱き枕本体は現在俺が間借りしているリョウタさんの部屋に置き、カバーの方は少しほこりっぽかったので（数年置きっぱなしにされていたので当然である）、洗って誰だれの目にも付かないよう寮の裏庭の奥に陰かげ干ぼしした。皆が寝ね静しずまった頃ころを見計らって、こっそりと取り込みに来たところである。

　洗いたての手て触ざわりを楽しむところからやりたいとのことなので、体の主導権は現在ミツカズさんに譲っている。

『はいはい、取り込んだらさっさと帰りますよ。目もく撃げきされたら説明するのが面倒だ』

　あと、俺の評判にも関かかわる。

「うむ、了解した。――ああ、瑠璃たんのお肌はだは、石せつ鹸けんの爽さわやかな香かおりがするなあ。くんかくんか」

　そりゃ石鹸で洗ったからな。

　にやけて妄もう想そう満まん載さいの台詞を垂れ流し続けるミツカズさんを急せかせて、裏口から寮の中に戻った。

　もう夜中だというのに、気温が下がる気配はない。廊ろう下かの窓は開けてあるが、ほとんど空気が流れないので、熱気が肌にまとわりついてくるような不快な感かん触しよくがある。

　さてリョウタさんの部屋に帰って――というところで、向こうからやってくる人ひと影かげが見えた。やばい、と思ったが、周囲に身を隠かくせるような場所はない。

「あら？　天人君？」

　窓から差し込む月の光に、人影が照らし出される。

　パジャマ姿。お下げにした黒くろ髪かみと、少し驚いたように見張られた、黒い目。

　――千せん那なさんだ。

「こ、こんな時間にどうして――？」

　声が上ずった。

「寝ね苦ぐるしいので少し外に出て風に当たろうかと。天人君こそ――あの、それは……？」

　視線が少し下がって、俺の腕うでが大事そうに掻かき抱いだいている抱き枕カバーの位置で留まる。ちょうど少女の下着的なものが露あらわになっている部分だった。

　蒸むし暑あついはずなのに冷たい汗あせが流れた。

「え、えーと、これは、ですね――」

　慌あわてて隠しながら言葉を探す。――ってか、いつのまにか体の主導権が俺に戻ってるじゃねえか。

『任せたでござる。陰ながら応援しているでござるよー』

　こんなときに交代するなよ。おい。出てこい、ミツカズさん。出てきて一緒に言い訳を考えろ。いや、そもそも言いい逃のがれようがあるのか、この状じよう況きよう。既すでに絶望的なんじゃないの？

　そう思ったとき、不意に千那さんが眉まゆを寄せ、携帯を取り出した。

「はい……あ、兄様？」

　時間が時間だからだろう、押し殺ころしてはいたが、千那さんの声がぱっと明るくなったのがわかった。

「はい……はい……、え？　それは、でも……、……ええ。わかりました。お手伝いすればいいんですね」

　通話は三十秒ほどで終わった。

　携帯をたたんで、千那さんがこちらを向く。

「ええっと、今、一ひ二ふ三み兄様から連れん絡らくがありまして」

　千那さんは俺の目を覗のぞき込み、囁ささやくような声で言った。

「なるほど……いらっしゃるんですね？　天人さんの中に」

「…………」

『…………ひぃ』

　特に害意や敵意を感じたわけではない。しかし、その声に込められた、何らかの深い感情が俺たちの背筋を凍こおらせた。
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　しかしそれも一いつ瞬しゆんで、千那さんはふっと頬を緩ゆるめた。

「あ、ごめんなさい。あの……隠したり警けい戒かいしたりしなくても大丈夫ですよ。協力して差し上げなさいとのことです。兄様が」

「へ？」

　俺は目を瞬まばたかせた。

「天人君は――えっと、その、中の方のために動いているんでしょう？」

「え、ええ」

　この期ごに及およんで隠しても仕方ないよな。いいな？　全部話すぞ？

「なんだか、この世に未練があるってのに取り憑かれちゃって。ヤマネミツカズさんという大学生だそうです。二年ほど前に事故でこんなことになってしまって、それからずっと現世に留とどまっていると」

「ヤマネ、ミツカズさん……」

「その未練を解消してやれば、旅立ってくれるんじゃないかと思って色々試ためしてるところなんです。――あ、もちろん、この枕カバーもその一いつ環かんですよ。俺のじゃなくて、えっと、この依い頼らい人にんが、生前愛用してたものらしくて、つまり俺のじゃないです」

　あははは、と笑ってみせる。

　千那さんは穏おだやかに微笑ほほえんで肯うなずいた。

「うん、それは確かに『天てん秤びんの会』のお仕事として引き受けるべきことですね。私にもできることがあれば力になりますよ」

「あの、じゃあ、とりあえず口外しないでもらえると助かります。依頼人もあまりそれを望んでいないみたいですし」

「わかりました。でも私の手が必要なら、頼たよってくださいね」

　そして、ではおやすみなさい、と言い残し、千那さんは立ち去っていった。

　背中を見送っていると、ふうというミツカズさんの安あん堵どの吐と息いきが聞こえた。

『あー、ビックリした。ああー、ビックリした。いきなり神と鉢はち合あわせるとはなあ。案外あっさり納なつ得とくしてくれてよかったよ……』

「あんた、対応俺に押しつけて逃にげましたね？　あと、キャラ付けはどうした」

『――納得してくれてよかったでござるよー。ってか、仕方ないでござろう。それがしが天人氏のフリして誤ご魔ま化かそうとしても、すぐに見破られるのがオチでござる。そもそも天人氏の信用があってこその協力であって、下級の霊れいや神的存在にとって、あのクラスの神は、言葉を交わすのも恐れ多おおい雲の上でござるよ。それがし、いきなり千那嬢の前に放ほうり出だされたりしたら、泣くでござる。いやマジで』

　そういうものなのか。いや、千那さんの強さは良く知ってるけど。

『しかし天人氏』

「あん？」

『それがしを売らなかったでござるな。いやあ、実に男気溢あふれる御ご仁じんだ』

「……あ、そっか、その手があったか」

　そもそも言い訳なんて考えずに最初からさっさと全部白状して、この萌もえ枕カバーが俺のじゃないと説明してしまえばよかったのだ。その発想が浮うかばなかった。

　もちろんミツカズさんの『寮の方々には話さないでいてくれ』というお願いが頭の片かた隅すみに残っていたからだが……自分の律りち儀ぎさがちょっと悔くやしい。

「さてさて、さっさと部屋に戻もどるでござるよー」

『あ、こら、勝手に体乗っ取るな』

「この両手で思う存分瑠璃たんを抱きしめて眠るおー」

『また口調変わってる！　ってか、話聞けよ、おい！』

　抗議をよそに、俺の体はスキップを踏ふみながらリョウタさんの部屋へと向かって行った。
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　翌日。

　俺は奏を伴ともなって市立図書館に行くことにした。

「ここの図書館って、おっきい？」

　隣となりを歩く奏が、俺を見上げてそう言った。

「んー、そっちのと大きさは変わらないかな。でも、確か絵本や物語系の種類はかなり多かったと思う」

　わ、たのしみー、と奏は笑った。

　本が好きな妹を喜ばせるのには、格好のスポットだ。図書館という施し設せつはあれでなかなか地域性が豊かなので、地元のとはまた違った楽しみを見付けられることだろう。

　今日もギラギラとした太陽がアスファルトを照らしつけている。温度計の数字も、また今年の最高値を更こう新しんしそうな勢いで伸のびているそうだ。

「……暑い」

　ジャージにＴシャツの小こ柄がらな少女が呻うめくように言う。

「そりゃ夏だしね」

　ボーイッシュな少女が素っ気なく返す。

　珍めずらしいことに、亜夜花とコウタも同行を主張したのだ。

　コウタの方は馴な染じみのある場所のようで、

「普ふ段だんから図書館にはたまに足を運んでるんだ。あ、いや、今は別に急ぎの研究があるわけじゃないんだけど、知識を仕入れるのは魔ま術じゆつ師しの本分なんだし、みんなが行くなら行っても損にはならないかな、と思ったから。うん」

　とのことである。

　亜夜花の方の理由はよく分からない。というか、訊きいてみようにも返答の元気もなさそうに見えるんだけど、大だい丈じよう夫ぶなのかな、こいつ。

　子どもを三人も連れていると、まるで小学生の引いん率そつ教師にでもなった気分である。

「まだ歩けますか？　亜夜花ちゃん」

「……平気、です」

　ぼそりと亜夜花は千那さんにそう答えた。

　ありがたいのは彼女も一緒であるということだ。サポートをしてくれるということは昨夜聞いたが、今朝、俺の予定を確認して同行を申し出てくれた。正直、非常に助かる。

「なんせ、あんたがまだ居い座すわってるからな」

　俺は小さく呟つぶやく。

『はっはっは、まあ、そう言わんで下されでござる』

　内なる声が呑のん気きに言う。

　俺は、はあ、と息をついた。

「……一体、どれくらい望みを叶かなえれば、成じよう仏ぶつしていただけるんでしょうね。自分じゃ必要量は、わからないもんなんですか？」

『んーむ、わからんと言うしかないでござるなあ。少なくともそれがしの二次元愛は山のように高く海のように深く、容易なことでは満たされぬということでござる。昨夜の瑠璃たんの抱き心ごこ地ちはまさに至上であったが、それでもこの未練を消すにはまだまだ足りないらしい』

　俺はげんなりした。

　何というか、自らの意志ではないとはいえ、自分の体が二次元少女にすりすりちゅっちゅしているところを認にん識しきするのはかなりの羞しゆう恥ち系拷ごう問もんだ。万一他人に目撃されたら、コンマ一秒で自殺の決意を固める自信がある。

　――こういうの、あとどのくらい続くのかなあ。

　ほどなく、俺たちは図書館に到とう着ちやくした（亜夜花はよく頑がん張ばったと思う）。

　平日の午前中ではあるが、夏休みなので来館者はそれなりに居るようだった。

　奏とコウタは図書館に慣れている。亜夜花は怪あやしいが、まあもともと活動的ではないし、体力を使い切ってへろへろになっているところを見ると、余計なことをする元気もないだろう。ずっと付いていなくても大丈夫そうだ。

「あれ、おにいちゃん？　どこいくの？」

「ちょっと調べ物。いい子にしてろよ。何かあったら千那さんに頼たのむこと。ＯＫ？」

「う、うん、おっけー」

「よし、いい返事だ。――んじゃ、千那さん、よろしくお願いします」

「はい。任せてください」

　子どもたちを千那さんに託し、俺は奥の一角に向かった。

『天人氏は本読まないでござるか？』

　ミツカズさんが尋たずねる。

「あんまり読まないですね。ときどき友だちにマンガを借りるくらいかな」

『マンガ、大いに結構。本はいいでござるよー。まさに人の生んだ最高の文化。情報を記録し、広く伝達させる。そして壁あたりにまで出世することができれば、揺るぎない売り上げと名声を手に入れられるでござる』

　最後の部分だけ意味わかりません。

『――おお、そこだそこだ』

　書しよ棚だなの角を左に折れると、ミツカズさんが声を上げた。文庫本の棚だ。ただ、普ふ通つうのに比べて幾らか派手な背表紙。

「ライトノベル。略してラノベ。昨日、ミツカズさんを連れて行った本屋でも見ましたね。ここでいいですか？」

『うむ、ではちょっと体を借りるでござるぞー』

　主導権がミツカズさんに移る。彼は一冊取りだし、表紙の女の子を眺ながめ、裏表紙のあらすじを読み、奥おく付づけを確認する。

　ここ数年のラノベを知らないので、チェックさせて欲ほしいというのが今日の要望だった。これも心残りの一つなのだろう。であれば、本屋で立ち読みするよりは図書館の方が良いだろうということで、連れてきたのだった。ここには結構この種の本が豊富に入っているようだしな。

　何冊か本を流し読み。やがてその手がぴたりと止まった。

「うおう、コレは見事な構図と塗ぬり！　何と官能的な乳と尻しりの曲線美！」

　口絵を見て感かん嘆たんの声を上げる俺（の体を借りたミツカズさん）。

　感動するのは自由ですが、できればそういう台詞せりふを大声で口走るのは止めてください。俺も乳だの尻だのは嫌きらいじゃないですけど、どちらかといえばおくゆかしく孤こ独どくに楽しみたい派なので。

「うむむむ、この絵師、デビューのころから知ってはいたが、わずか数年でここまで成長を遂とげるとは、それがしの目をもってしても見み抜ぬけなんだわ。画集……はさすがに図書館には入ってないでござるかな？　後でネットコーナーに行って、手がけた作品のリストを入手できれば――」

『あのさ、ミツカズさん』

　ふと疑問を感じたのでぶつけてみる。

「何でござる？」

『あんた幼女趣味ロリコンじゃなかったの？』

「二次元は別腹でござるよ。ま、ストライクゾーンはそちら寄りでござるが、腕のいい絵師さんには敬意を払はらうことにしてるでござる」

『はあ……』

　さようですか。

『その、そういう趣味の人って、三次元には興味は向かないんですか？　例えば、あの千那さんとかすごく綺き麗れいだと思うんですけど』

　清せい楚そで大人びた顔立ち。バランス良く出るところは出、引っ込むところは引っ込んでいるプロポーション。容姿だけを見れば、俺にとって真ん中ストライクな人である。

「さてさて、人にもよるでござろうが……。それがしに関して言えば、三次元幼女ならともかく彼女は色々対象外でござるな。美人であることを認めるには吝やぶさかではないでござるが」

『そういうもんですかね』

　厄やつ介かいな嗜し好こうだな。

　と、そのとき、不意に声が聞こえた。

「あの、おにいちゃん――」

「おほほぉう、これはこれは麗うるわしの愛天使マイ・エンジエル、奏嬢じようではないですか。ちなみに漢字では『愛の天使』と表記し、訳としてあえてマイという所有格を当てるのがポイント――」

『代われアホおおおぉっ！』

「まい、えんじぇる……？」

　俺は主導権を取り返し、首を傾かしげる奏に微笑みかけた。

「どうかしたか？」

「あ、うん。奏、ちょっとトモダチに電話したいの。しばらくお外に出てていい？」

「ああ、んじゃ終わったら戻ってこい。俺たち、まだしばらく図書館にいるから」

　肯いて奏がててっと外に出て行き、携帯電話を取り出すのが見えた。館内では通話禁止だ。うん、マナーもしっかりしてるな。さすが俺の妹。

『……ふむ、天人氏』

「何ですか。奏になら指一本触れさせませんよ。というか……俺の！　妹に！　妙みようなテンションで！　話、し、か、け、ん、なっ！」

『妹君にはほんとに優やさしいでござるなあ。であるならば――』

　ミツカズさんは不意に言葉を途と切ぎれさせる。むー、と何やらためらう気配。

「何ですか？」

　返答までには数瞬しゆんの沈ちん黙もくがあった。

『……いや、その優しさの半分でもそれがしに、という話でござるよ。そろそろ交代してもらっていいでござるかな』

　なんなんだ一体。

　一瞬、ミツカズさんの声が微妙にシリアスな色を帯びたような気がしたんだが――気のせいだっただろうか。

　もう一度体を貸して一通りミツカズさんに心ゆくまでライトノベルを楽しませると（ちなみに成仏はしなかった）、昼を少し回ったくらいの時間になった。腹も減ったし、そろそろ帰ろうか。

　俺は同行者たちの姿を探した。

　コウタは自然科学のコーナーで調べ物、千那さんは詩集を読んでいる。

　亜夜花の姿は図書館の片隅の椅い子すの上で発見した。

「……何してるんだ、お前」

「…………」

　亜夜花は血色の悪い顔を上げて俺を見た。

「寒い……のか？」

「…………」

　歯をカチカチ鳴らしながら肯く。どうやらクーラーの設定温度が合わないらしい。そういえば冷ひえ性しようなんだっけ、こいつ。

　ジャージにややサイズの合っていないＴシャツという姿である。外の猛もう暑しよを考こう慮りよして決めた服なのだろうが、屋内の強きよう烈れつな冷れい房ぼうは想定外だったようだ。自室ならリモコン一つで適温に調整できるんだろうけどな。普段は高性能エアコン付きの部屋から出てこないわけだし。

　俺おれはため息をついた。

「つくづく環かん境きよう適応能力に難のある生き物だよなあ、お前は。……とりあえず、上にそれ着てろ。多少はマシだろ」

「あ……」

　羽織っていた半はん袖そでのパーカーを脱ぬいで貸してやることにした。サイズが違ちがうから、いい具合に腕まで隠れるはずだ。この程度の冷房だったら、俺はＴシャツ一枚でも別に平気だしな。

「ていうかさ、外に出れば良かったんじゃないの？」

「……出ました」

　ぶかぶかのパーカーを着、それを抱きしめるようにぎゅっと体を縮めた亜夜花は、いくらか元気を取とり戻したようだった。眉み間けんに皺しわをよせ、苦く悶もんの記き憶おくを呼び起こすような表情で続ける。

「でも、外は暑すぎました。耐たえられなくなって、中に戻り、すると今度はこの寒さが襲おそってきて――」

「ああ、んで暑い寒いを何度か繰くり返かえしてるうちに体力を消しよう耗もうしてエネルギー切れ、で、動けなくなったってわけか」

　亜夜花は、む、と唇くちびるを引き結んで黙だまる。これは肯こう定ていの表現。

「もう少しファッションを工く夫ふうしたらどうだ？　ってか、ジャージだけじゃなく、たまには別の服を着てみればいいのに」

「……私はもっと別の格好をするべきだと？」

「まあ、そうだな」

「……見てみたいのですか？」

「興味はあるなあ。別にジャージに思い入れがあるわけでもないんだろ？」

　何せ今まで似たような服しか見たこと無かったわけだし。一度万ま那なさんに着きせ替かえ人形されてたことがあったけど、あのときは結局亜夜花が見せてくれなかったからな。

　亜夜花は難しい顔でなにやら考え込み、沈黙してしまった。

「……あ、そういや奏知らないか？　そろそろ帰ろうかと思うんだけど、姿が見当たらなくて」

「奏さんなら、先ほど外で電話しているのを見かけましたけど」

　ああ、まだ外にいたのか。……しかし、長電話なやつだな。女の子っぽいと言えば女の子っぽいのかもしれないが。

　亜夜花に礼を言って、俺は図書館のエントランスへと向かった。




＊　＊　＊




　夏休みの楽しい日々は経過し、図書館行きから数日後。

　寮の玄げん関かん先さき、今まさに出で掛かけようとしていた俺の眼前には――非常に珍しい景色が展開されていた。

「…………」

「何ですか？」

　亜夜花が無表情のまま言う。

「いや――」

　その、どうにも言葉にし辛づらいのだ。

　端たん的てきに言うと、亜夜花が珍しい服装をしていた。

　白い上品なノースリーブのワンピースの上に、淡あわい色の薄うす手でのカーディガン。そして頭には麦わら帽ぼう子し。

「うん……驚おどろいた」

　結構な長さの沈黙を経て、結局俺の口から出てきた言葉はそれだった。

　亜夜花はかすかに眉を寄せる。

「どうせ似合わないと言いたいのでしょうね。わかっています」

「いや、そんなことない。よく似合ってると思う」

　これは正直な感想だ。

　え、と小さく声を漏もらし、亜夜花が固まる。

「に、似合うと、仰おつしやるんですか？」

「ああ、よく似合う」

　俺は確信を込めて肯いた。

　もともとの容姿は決して悪くない――というか、余よ裕ゆうで美少女の部類に入る亜夜花である。こうしてまともな格好をすれば、やはり映はえるのだ。まあその、全体的に平面で構成されたプロポーションは俺の好みからはかなり外れるのだが、客観的に見れば清せい廉れんな美しさがあると断言できるレベルである。

　そして感心したポイントがもう一つ。

「おまけに夏の暑さ対策も考えられた、機能的な服装だよな。素材も良いし、状況に応じてカーディガンを着たり脱いだりすれば調節できる。可愛らしさといい、まさに亜夜花の外出着としてうってつけの服装だ」

「そ、そうですか？」

「多分、万那さんあたりに選んでもらったんだろ？　さすがですね、万那さん！」

　俺は傍かたわらの先せん輩ぱいに惜おしみない賛辞を送った。

「…………」

「…………」

「ん？　どうかした？」

　亜夜花の眉間の皺が深くなり、万那さんがふうと息を吐はいた。

「あれ？　……間ま違ちがってた？」

「いえ、確かに彼女のアドバイスを受けて私が通つう販はんで買いました。正解です」

　亜夜花が平へい坦たんな声で言った。

「なら、なぜ怒おこる？」

「別に怒ってませんが？」

「嘘うそつけよ。これでもお前と結構付き合ってきたんだから、感情の変化くらい分かるぞ」

　どっかにミスがあったのだろうか？

「普段ひきこもってて外出経験の乏とぼしい亜夜花には判断しづらい部分にまで、気が行き届いてた。それに加えて、服のセンスが良いとくれば、アドバイザーは万那さんなんじゃないかなと――」

「天人」

「はい？」

　万那さんが笑ってない笑え顔がお（矛む盾じゆんするようだが、本当にそんな印象だったのだ）で、俺の肩かたに手を置いた。

「うん、いい推察だと思うよ。頭の回転が悪くないことは、あたしも知ってる。――でも、あんた、かなりのバカだね」

「あの……それってどういう意味――」

「黙れ」

「――はい」

　なぜだ？　なぜ怒られる？　俺、今、褒ほめましたよね？　万那さんのこと。

　俺たちを見て千那さんは苦く笑しようし、コウタはため息をつき、奏はきょとんとしていた。

「はいはーい、このにぶちんは放って置いて、出発するわよー」

　万那さんが声を上げた。

　今日は奏を連れて買い物に出る予定だった。それを聞きつけた寮りようの面々が寄ってきて、なぜかみんなで行くことになったのである。メンバーは俺、奏に加えて、亜夜花、コウタに千那さん、万那さん。

　奏に服を買ってやるつもりだったので、まあ、女性がいてくれるのは心強い。年ねん齢れい層そう的に謎なぞの団体になるのはいたしかたないところだろう。

『買い物！　では二次元の天使たちのグッズをそれがしに――』

「そっちはまた今度」

　ミツカズさんにはきっちりと宣告しておく。

　俺は彼かれの未練解消への焦あせりをひとまず置いておくことにした。この何日かもちょくちょく要望を叶えてきているのだが、まるで進展が見えてこないのだ。彼がここにこうしているのは、何か別の理由なり原因なりがあるのだろうか。だとすれば、腰こしを据すえてかからなければいけないのかもしれない。

　さて、奏の服を買うといっても実み尋ひろ市し内では選せん択たく肢しが限られる。商店街か、もしくは郊こう外がいにある少し大きなショッピングモールしかない。

　せっかくなので、俺たちはちょっと遠出をし後者にやってきた。

　人で賑にぎわうエントランスに、大きな垂れ幕が掛かかっている。

「はー、『夏の大抽ちゆう選せん会』ねえ。タイミング良かったな」

「おにいちゃん、〝ちゅうせん〟ってなに？」

「くじ引きだよ。買い物したらくじが引けて、それによって商品がもらえるの」

　伝統のガラガラポンってやつだな。回して出てきた玉の色によって賞が決まる。俺はあんまりいいものを当てた記憶はないが、たとえ残念賞のポケットティッシュでも得であるには違いない。ま、何にせよ、まずは買い物をして抽選券をもらわないとクジを引く権利はもらえないわけだが。

「服ってのは、値段より合わせ方よ。トップスとボトムス、インナーとアウター、もちろん着る人間との相あい性しようも」

　と、これは万那さんの言葉。高級店を回らなくとも、十分にお洒しや落れは楽しめるということらしい。

　そんなわけで、ショッピングモールの子ども服売り場にて着せ替え大会が開始された。

「これ、どうかな？　万那ちゃん」

「いいわね。じゃ、スカートは柄がらの入ったのが合うかな？」

　千那さんと万那さんが、楽しそうに奏の服を選んでいる。そして彼女たちの語る服選びの基準やコツを、なぜか真しん剣けんな顔で聞いている亜夜花。

　奏は色々な服を着せられるのを結構楽しんでいる様子だ。

　で、俺はというと、はにかみつつ試着室から出てくる奏に感想を述べる役目。

「……あの、どう、かな？」

「おー、よく似合うぞ、可愛かわいいな」

　そう言うと、奏は嬉うれしそうに笑う。

『褒めるだけの簡単なお仕事でござるな』

　ミツカズさんが言う。実際可愛いし、貶けなすところなんてないしな。

『ふむ、奏嬢の可愛さはもちろんだが、彼女たちのコーディネート能力も認めざるをえないでござるな。服より他に優先すべきもののあるそれがしには、不要のものでござるが。服が粗そ末まつになるのはオタクの宿命……』

「そもそもあんた今、実体ないだろ」

　と、そのとき、視界の端はしにコウタの姿が映った。不ふ機き嫌げんそうというわけでもないが、どこか所在なさげに見える。

「お前はいいのか？　服見なくても」

「別に。ボク、服に困ってはいないし」

　そういや亜夜花ほどじゃないけど、こいつもあんまり着るものにこだわらないよなあ。安くて丈じよう夫ぶで動きやすいものなら何でもよさそうだ。あまりにもこだわらなさすぎて、普段から男の子のように見えてしまうわけだけど。

「んー、よかったら買ってやろうか？」

　俺がそういうと、コウタは目を瞬かせてこちらを見た。

「この間、野外教室の件で働いてもらったし。それに普段から色々世話にもなってるからな。まあささやかなお礼ってことで」

　街の治安を守る『天秤の会』の活動には、それなりのバイト代が出る。先日の一件で俺にも少しばかり報ほう酬しゆうが入ったので、懐ふところは暖かい。量りよう販はん店てんの服程度なら問題なく買ってやれるだろう。

「い、いいの？」

「いいよ。好きなの選べ」

　コウタは戸と惑まどいと嬉しさがミックスされたような表情で肯いた。

　しばらく悩んだ後、えーと、じゃあ、と呟いて歩き出す。シャツかズボンにでも行くのかなと思ったら、女の子服のコーナーに向かった。

「あの、い、一度くらいは着てみたいなって……笑う？」

「笑わないよ」

『ボーイッシュ系ボクっ娘この着せ替えイベントキタ―――――――！！！！！』

　あんたは黙れ。

「じゃ、ちょっと待ってろ」

　一度引き返して、万那さんたちを捕つかまえる。ちょうど奏の服が決まったところだったので、奏本人と支し払はらいを引き受けてコウタの方に行ってもらった。

「可愛いの選んでもらえたか？」

「うん！」

　勢いよく肯き、そして奏は窺うかがうような視線でこちらを見た。

「――あの、おにいちゃんは、いままでどこに行ってたの？　とちゅうからいなくなっちゃったけど……」

「ああ、コウタも服買いたいって言ってたから、そっち見にな」

「そう……」

　二人で歩いていくと、ちょうどコウタが試着し終えたところだった。こちらの姿を認めると、かっと耳まで赤くなる。

　ちょっとふわふわした女の子っぽいスカート。上の方はシンプルなシャツ。トータルして飾かざり気けのない少女っぽさが醸かもし出されていた。

「ショートカットって結構自由に服を合わせられるんですよ。可愛らしいでしょう？」

　と千那さん。

　短い髪かみには活動的でボーイッシュという印象があるが、なるほど、着き飾かざり方によってはちゃんとこういう雰ふん囲い気きも出せるんだなあ。俺はあまりファッションには興味を持たない方だが、これには素す直なおに感心した。

「ど、どう、かな？」

　コウタが尋ねた。俺は力強く肯く。

「うん、可愛い。そうしてるとちゃんと女の子に見えるな！」

「…………」

　コウタは微び妙みような表情になった。

「あ、いや、悪い意味じゃなくて、褒め言こと葉ばだよ。その、女装もよく似合うなということをだな……」

「…………」

　じょそう、とコウタの唇が動く。そして、その場の女性全員が微妙な表情になった。

　俺はまたなにかやらかしてしまったらしい。

「そういう人ですよね。知ってましたけど」

　亜夜花がぼそりと言った。

「うん、そういう人だね」

　コウタが繰り返した。

『あー、フラグがバッキバキでござるなー』

　このオタクの言はどうでもいいとして、千那さんと万那さんもため息をつきたそうな顔をしている。

　全員を代表するかのように、ふう、とコウタが息を吐いた。

「まあ、褒めてもらったには違いないから、善意に解かい釈しやくするよ。――買ってくれるって言ってたよね？　これ」

「お、おう」

「だったら、感謝しつついただいとく。ありがとう」

　釈しやく然ぜんとしないうちに、クールにまとめられてしまった。

『あ、でもコウタって、自室で一人になると買ってもらった服を胸に抱だきしめ、床ゆかをゴロゴロ転げ回るようなキャラだと思うでござるよ』

　あんたはそのギャルゲ脳を何とかしてください。




　みんなで昼飯としてハンバーガーを食べた後、解散。万那さんは遊びに、千那さんと亜夜花とコウタは寮に帰るという。奏がまだ見て回りたいと言ったので、俺たちはもう少しショッピングモールの中を歩くことにした。
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『よければ交代するでござるよ。奏ちゃんとショッピング。ぐふふ』

　ぐふふじゃねえよ。交代しねえよ。

「……おっきいねえ」

　奏は興味深そうな顔でキョロキョロしている。

「こんなの、はじめて」

「家の方にはあんまり無いからな」

　ここ実尋市より実家がある街の方がいくらか都会なのだが、土地に余裕がない分こういう巨きよ大だいな複合型のショッピングモールは珍しかったりする。まあ、身近なところで何でも揃そろうのと、郊外まで出なければいけないという差異もあるわけなので、一長一短なのだが。

『おっきい……こんなのはじめて……ハァハァ』

　変態が何やらぶつぶつ反はん芻すうしているが、無視する――ってか、黙らせる方法ないのかな、この人。実体があるならぶん殴なぐってやれるんだけど。

『……天人氏、今、何か物ぶつ騒そうなこと考えなかったでござるか？』

「物騒なことされそうな自覚があるんだったら、もうちょっと自重してくださいね」

　本気を感じ取ったのか、ミツカズさんはおとなしくなった。

　昼を回ったことで、午前中より人が増えてきたようだ。はぐれないよう奏の手を引いてやろうとしたとき、俺は見知った姿を見付けた。

「お、細ほそ屋や？」

「よお」

　陽気な笑顔を浮かべた男が手を上げて応こたえる。細屋暁あきら、俺のクラスメイトにして友人だ。そして、その隣には――

「やあ、珠たま子こちゃん」

「……ど、どうも」

　眼鏡を掛けた少女がぺこりと頭を下げた。こちらは国こ府う田だ珠子ちゃん。中等部に在ざい籍せきする梨り玖くの友人で、俺や細屋とも面識がある。特に先日のとある事件を切きっ掛けにして、細屋との距きよ離りが少し縮まったようだ。

　デートか？とか訊くのは野や暮ぼなんだろうなあ――などと考えてると、細屋の方から口を開いた。

「前にケーキもらったじゃん？　その礼ってことでお茶でもごちそうしようと思って誘さそったんだよ。ま、成り行きで何となくぶらぶらしてるけど。――あ、退たい屈くつじゃない？」

「え、い、いえ、全然そんなことはっ！」

　珠子ちゃんはぶんぶんと首を横に振ふった。

「なら、おっけ。名な塚つかは子こ守もり中か？」

「ああ、妹が遊びに来ててな」

「ほー、あんまり似てないな。――よ、ちびちゃん、名前は？」

「あの、はじめまして、名塚奏です」

　奏が自己紹しよう介かいする。

「ん、元気のいい挨あい拶さつだ、えらいぞー。俺は細屋。こっちの子は国府田ちゃん。兄ちゃんの友だちな」

「おせわになってます。これからも兄をよろしくおねがいします」

「おお、可愛いなこの生き物」

　細屋は膝ひざを曲げて奏と視線を合わせた。

「お前の兄ちゃんはいいやつだぞー。お世話されてんのはこっちのほうだ」

「……珍めずらしく殊しゆ勝しような台詞せりふ吐はくなあ」

「身内を誇ほこれるってのは大事なことだぞ。特に小さい子にとってはな。まあ、この子がいなかったらわざわざ褒めようとは思わんけど、世話になったのは事実だしな」

　はっはっはと細屋は笑う。

　ふと思い、俺は声をおとして問とい掛けた。

「……お前、今の時間は〝特別〟か？」

　抽ちゆう象しよう的てきな言い方だったが、十分通じたはずだ。細屋は口元を緩ゆるめた。

「特別に楽しい時間さ。心配無用」

　んじゃな、と言い、ぺこりともう一度頭を下げた珠子ちゃんを伴って、去っていく。

「あの、おにいちゃん、あの人……」

「ん、そうだよ」

　細屋は人間ではない。人間の中で生きることを選せん択たくした、神話の中の存在だ。

　人に対して肯こう定てい的てきではある。が、もともと〝ちがうもの〟である以上、価値観のずれはどうしたって大きな問題となって立たち塞ふさがる。一時期あいつはそのことでひどく悩なやんでおり、まあ、俺と殴り合ったりもしたわけなのだが……今、純じゆん粋すいな人間である珠子ちゃんと一いつ緒しよに居て、それを『特別に楽しい』と断言することができるなら、あの経験も無む駄だではなかったのだろう。

　少し、心が軽くなるような感覚があった。

「おせわって、おにいちゃんの、おしごと？」

「ん、まあ仕事と言えば仕事かな」

『天秤の会』の役割と、俺がそれに協力していることについては、ある程度奏にも話してある。

「でも、仕事だからじゃなく、人が不幸になって欲しくないから、頑がん張ばってるつもり。誰だれに対してもな」

　本心ではあるが、こういう台詞は口にすると嘘くさく偽ぎ善ぜん的てきに響ひびいて気き恥はずかしいな。奏以外の人間の前ではとても言えなかっただろう。

「…………」

　そのとき――奏の表情がかすかに動いたように見えた。まるで、言いたいことを無理して呑のみ込んだような。

　どうかしたか？と尋ねようとしたとき、奏は普段と変わらない笑えみを浮うかべた。

「ん、すごくりっぱだと奏はおもうよ、おにいちゃん。――ね、あそこでやってるのが〝ちゅうせん〟なの？」

　視線の先に抽選会場という看板が見えた。

「ああ、そうだな。やってみるか？」

「うん！」

　奏とコウタの分の服を買ったから、何回かは回せるだろう。

　俺は楽しそうに駆かけていく奏の背中を追った。




＊　＊　＊




　雲ひとつない空。

　コンクリートをすら溶とかすような真夏の日差し。

　うんざりするような暑さ。

　――しかし、今日ばかりはそれらも気分を高こう揚ようさせるスパイスでしかない。

　俺は目の前の光景を見、感嘆の呟きをもらす。

「んー、夏だなあ。きらめく太陽。弾はじける水しぶき」

『小麦色に焼けた肌はだ！　ただし幼女の！　そして水着！　ただし幼女の！』

「……台無しですよ、あんた」

　俺（たち）は今、プールサイドに立っている。




　事の始まりは先日、奏の服を買いに行った日にまでさかのぼる。

「『プールご招待券。八名様までご入場いただけます』」

　夕食後の食堂。

　てとらさんは目の前に示されたチケットの文字を読み上げた。

「はい。当たったんです！」

　奏が満面の笑みを浮かべていた。

「正確にはこいつが当てたんですけどね」

　俺は補足した。

　ショッピングモールと同系列の会社が経営しているプール施し設せつの入場引ひき換かえ券けん。電車に乗る必要はあるが、実尋市からもほど近い場所にある。

　福引を奏に任せてみたところ、見事に三等景品としてこれを引き当てたのだった。カランカランと鐘かねが鳴らされるの、目の前で初めて見たよ俺。

「あら、それはすごいねえ」

　てとらさんはほわんとした声で言って奏の頭を撫なでた。奏は少し恥はずかしそうに笑い、そして提案した。

「で、よかったら、寮のみなさんで、いっしょにどうですか？」

「あ、俺と奏は決定なので、人数オーバーになると少しお金掛かっちゃいますけど」

「その場合も割わり勘かんでいいんでしょ？　じゃあたし行くー」

「楽しそう。私もご一緒していいですか？」

　まず柚ゆず原はら姉妹が手を上げる。

「私は行きたいけど、ちょっと無理だなー。太陽光が強いだろうし」

　梨玖が残念そうに言う。

「……ボクも行っていいかな」

　と、これはコウタ。

「あれ、珍しいねえ」

「べ、別にいいだろ。暑いから泳ぎたい気分になることだってあるんだ」

　なぜか顔を赤くして、コウタはてとらさんに言い訳とも説明ともつかぬ台詞せりふを早口で言った。

「うん、いいことだと思うよお。じゃ、私も行こうかな」

「てとらさんの外出のほうがよっぽど珍しい気がしますけどね。いつも寝ねてばかりなのに。リョウタさんは今日も留守だけど――」

「ああ、兄貴はしばらく帰らないって連れん絡らくが来てる」

「了りよう解かい。――亜夜花とウルリカは？」

「ウルリカ、プールっていうの、行ったことないのです」

　小さなメイドは首を傾げる。

「なにするところなのですかー？」

「みんなで水浴びや水遊びをするんだよ」

「わ、たのしそうなのですねー。亜夜花さま、行っていいですかー？」

　ウルリカは目をきらきらとさせ、自分の主人のほうを窺った。

　亜夜花は妙に重々しく肯うなずいてみせた。

「いいでしょう。――私も行きますから」

「え？」

　俺は目を見張った。

「不服がありますか？」

　無表情ながら、どこか機き嫌げんを損そこねたように亜夜花が視線を向ける。

「いや、健康を考えれば運動はむしろ推すい奨しようするべきなんだろうけどさ……お前、泳いだ経験は？」

「……お風ふ呂ろに漬つかったことなら」

「それは経験とは言わない。大だい丈じよう夫ぶか？　死なないかな？」

　泳いだことがあれば誰でもあの急激な体力の消耗や、後を引く脱だつ力りよく感を知っているだろう。人並み以下の体力のこいつが耐えられるだろうか。

「もう、そういう言い方は失礼だよ、たか兄」

　梨玖にたしなめられた。

「心配ならたか兄がついててあげればいいんじゃないの？」

「まあ、それもそうか。――えーと、じゃあこれで参加者は、俺に奏、千那さんと万那さん、てとらさん、コウタ、亜夜花、ウルリカ、ってことか」

「ちょうど八人だねえ」

　てとらさんがのんびりと言う。無料で収まったようだ。

　次いで万那さんがパンパンと手を叩たたく。

「はいはーい、んじゃ、日取り決めよっか。近いところで予定入ってたら申しん告こくしてね。あと、水着持ってない子も。奏ちゃんは持ってきてるのね？　よしよし。コウタは水泳の授業あるから持ってるよね。亜夜花は一応、自分の部屋探してみて。学園に籍せきを置いている子には指定水着を届けることになってるはずだから、もしかしたら未み開かい封ふうのが眠ねむったままになってるかも。ウルリカは……買うしかないわね」

『よければ、それがしのをお貸しするでござるよー』

　余計な声が混ざった。

　気持ち悪いことを言うな。誰があんたの水着なんか着たがる。……いやウルリカは別に気にしないかもしれないが、俺は断固阻そ止しするぞ。

『心配せずとも、ちゃんと女児用の可愛らしい水着でござるよ。部屋の棚たなにしまってあるでござる』

　――なお悪い。ってか、なんでそんなものを持ってる。




　そんなこんなで数日後、揃ってプールへやってきたというわけだ。

　俺以外は全員女性なので、こうして更こう衣い室しつから出てくるのを待っている次し第だい。

　しかし――亜夜花もコウタもここのところ妙みように付き合いがいいなあ。孤こ高こうを好む性格だという印象があったんだけど。

　一方で、協調性豊かな梨玖が来られないというのも残念な話だ。

「いってらっしゃーい」

　と、屈くつ託たくなく手を振って送り出してくれたが、体質の事情さえ許せば、絶対について来たかっただろうに。そういえば、私の分も楽しんできてね、と亜夜花やコウタの肩を叩いていたな。言われた方はなぜか複雑な顔をしていたけど。

『お、来たでござるよ』

　着き替がえ終わったらしい。皆みながやってきた。

　きょろきょろと物もの珍めずらしそうに視線を動かしながら元気よく先頭を来るのはウルリカ。『は、はしっちゃダメですよー』と言いながら続く奏。そして少し緊きん張ちよう気味の表情をしたコウタ。

　その後ろは年長組の三人。

　まず目を引くのはてとらさんだ。女性にしては長身で肉付きが良いが、決してだらしない印象は与あたえない。そして日本人離ばなれした大きさを誇りながら、瑞みず々みずしく張りがあって、まったくたるんでいない胸の二つの膨ふくらみ。水着そのものはシンプルなセパレートタイプなのだが、目立つことこの上ない。

　続いて千那さん。身長およびボリュームはてとらさんに及およばないものの、出るところは出て、引っ込むところはきっちり引っ込んでいるメリハリのあるボディ。ワンピースの水着と羽織ったバスタオルは慎つつましやかだが、隠かくされた色気に魅み力りよくを感じる男どもは多いと思われる。

　そして万那さん。全体的なサイズは女子高生の平均レベルといったところだが、しなやかに伸のびた手足と、活動的な所作に健康美が宿っている。水着はビキニだが、下品にならず、かつしっかり挑ちよう発はつ的てきな印象を与えるデザインになっているあたり、さすがのチョイスといえるだろう。

　うーん、眼福眼福、とおっさん臭くさいことを呟つぶやいてしまう。

　と、一行の最さい後こう尾びをおぼつかない足取りで歩く姿が目に付いた。おそらくは学校指定の競泳用水着。胸も尻しりもぺたんこな小学生体型。

『む、先頭の三人に劣おとらぬ、実にいい平面でござる』

「つくづくあんたの趣しゆ味みはぶれないな」

　しかし亜夜花のやつ、早くも暑さにやられかけているようだが、大丈夫なのだろうか。

　そんなことを思っていると、高く弾はずんだ影かげが横手から飛びついて来た。

「たーかーとーさまー、つかまえたですよー」

　あははははとテンションの上がったウルリカが笑い、首にぶら下がる。

「もー、ウルリカちゃん、プールでは、あばれちゃだめなんですよ」

　妙にお姉さんぶったことを言う奏がやってきた。はーいなのですー、とウルリカは素直に言って、すとんと着地。この二人、外見はほぼ同じくらいの歳としに見えるけど、姉ポジションと妹ポジションにしっかり収まるあたりがおもしろいな。

「お前らは保護者付きで子ども用プールね。ウルリカ、耳と尻尾しつぽ出さないよう注意。――んでコウタ」

「な、なに？」

「お前、泳げるのか？」

「お、泳げるよ。……三メートルくらいなら」

　それは泳げると言わないな。

「じゃ、お前もこっち。――あと亜夜花」

「…………」

　プールサイドを歩くだけで体力が底を尽いた様子の冥めい界かい神は、どんよりとした目を俺に向けた。

「とりあえず、浅いところで水に浸つかれ。だいぶマシになるはずだから。――はい、以上四人は俺についてくること」

　元気な返事二人、微妙に気き後おくれした返事一人、返事する元気もないの一人。

「すっかりお父さんだねえ」

　てとらさんが感心したように言った。それは高校生男子に対する褒め言葉としては微妙だと思います。

「ちびちゃんたち、任せちゃっていいの？　悪いわねー。じゃ、あたしたちは大プールの方に居るから」

「よかったら後で交代しますから言ってくださいね」

　万那さんと千那さんの言葉に送られて、俺たちは浅いプールの方に向かった。




　子ども用のプールには、当然子どもが大勢いる。

『おほう！　これは実にすてきな光景！』

　俺の内側から大はしゃぎする声が聞こえてきた。

「……言っておきますけど、ロリコン発動して妙な行動しないでくださいね、ミツカズさん。何かあったとき捕まるのは俺の体なんで」

　小声で釘くぎを刺さす。俺の中の幽ゆう霊れいが――とかいう言い訳は警察に通じないだろう。いや、『天秤の会』の権限で罪に問われることはないかもしれないが、この人だかりの中、わいせつ方面の容疑でしょっぴかれるのは、自殺ものの恥はじと言っていい。

『おやおやぁ？　妙な行動とは……天人氏はいったいどんなことを想像したでござるか？　幼子を見てほほえましい気分を覚えるのはごく自然なことでござるよ。それがしの言葉から邪よこしまな意志を読み取ってしまうのは、貴き殿でんの心が汚よごれているからでは？』

「……口達者な霊れいだな。んじゃ勝手にしてください」

　その後も数秒ごとに『うほぅ！』とか、『くはあ！』とか感かん極きわまった奇き声せいが聞こえてきたが、取り合わないようにする。

　プールは楕だ円えんを二つ組み合わせたひょうたんのような形をしており、結構な広さがある。水深は俺の腿ももから腰くらい。水に慣れるにはいい環境だろう。

「おにいちゃん、みててねー！」

　そう言うと、奏は音もなく水に沈しずみ、なめらかに泳ぎ始めた。余裕を感じさせるフォームで大きく円を描えがくように進み、俺の目の前に戻もどってくる。

「……どうだった？」

「はー、うまいもんだな。驚いた」

「わたし、すごい？」

「ああ、すごいすごい」

　頭をわしわしと撫でて褒めてやると、奏はうれしそうに笑った。

　ウルリカは最初はおっかなびっくりといった様子だったが、見よう見まねでパチャパチャやっているうちに慣れたようで、すぐに奏と同じくらい泳げるようになった。まあ、運動能力がケタ違ちがいだしな、こいつは。フル稼か働どうしすぎて他人の迷めい惑わくにならないようにだけ気を付けておこう。

　さて、問題は残りの二人だ。

「……比重の問題だと思うんだ」

　コウタはぶつぶつと水面を見て呟いている。

「最初の魔ま術じゆつで水を変質させ、体を浮きやすくする。そして次の魔術で前方への推進力を与えてやれば、理り屈くつではいけるはず――」

「ああ、魔術禁止な。……ってなんだよその愕がく然ぜんとした顔は。自分の力でやらないと意味ないだろ」

「ま、魔術もボクの力だろ？」

「普ふ通つうの人間は自分の筋力だけで泳ぐんだよ。顔は水に漬けられるか？」

「できるよ。……三、いや五秒くらいは」

「そこからだなー。じゃ、ちょっとそれ頑張ってみろよ。ちゃんと水の中で目を開けていられるようになったら、手を引いてバタ足の練習するから」

「……手を引いてくれるの？　ボクの？」

「？　ああ、水中で目を開ける余よ裕ゆうが出てきたら、体を浮かせてられるまでもう一歩だからな。コツをつかむまでは補助付きだ」

「……がんばる」

　ぐっと拳こぶしを握にぎりしめて気合を入れるコウタ。よくわからんけど、やる気が出てきたのはいいことだな。

　さてもう一人だが――

『あっちでござるよ』

　ミツカズさんの声に従って視線を向ける。

　海かい藻そうを絡からめた人形のような不可思議な物体が、ゆらゆらと漂ただよっていた。目をとめた母子連れがひっ、と声を上げる。

「亜夜花、帽ぼう子し外れてる」

　長い髪が全身にまとわりついていて不気味このうえない。

「……あ、気付きませんでした」

「あと目を見開いたままじっと浮かぶなよ。少しは動け。水死体みたいに見えるぞ」

「……コツなのです。こうして力を抜ぬくことが。水に浮かぶための。発見しました」

「まあ、間ま違ちがってないけどさ」

　ジタバタして自らバランスを崩くずさない限り、息を吸い込んだ状態の人間の体は水に浮くようにできている。人並み外れた運動神経のなさが幸いした形か。

「ああ……いい気持ち。湯戻しされる干ひ物ものの気分です……」

　冥界の神から干物へ。ランクダウンしすぎじゃないのか。

　亜夜花は、んっと声をあげて体を起こすと、近くを漂っていたスイムキャップを拾い上げた。

「泳ぐのか？」

「泳ぎません。疲つかれるので」

　髪をまとめると、また仰あお向むけに浮かぶ。

「……いいですね、プールって。人間の優すぐれた発明の一つです」

「本来泳ぐための場所だと思うんだけどなあ。いやまあ、お前がそれで楽しいなら別にいいけどさ」

「楽しいです。……うん、人と関かかわるのを止めていた私は、こういう小さな〝楽しい〟も知らなかった。腹立たしいけど、だから――」

　そのあと――何と言ったのだろう。声が小さかったが、『だから、彼かの女じよは確かに正しいんです』と聞こえた。何の話だろうと思ったが、何となく聞くのはためらわれる気がする。

「そんなわけで、私はコーチしてもらわなくていいです。天人さんも、奏さんの面めん倒どうを見ないといけないのでは？」

　奏の姿を探すと、ウルリカと元気よく泳ぎまわっていた。手を振ふるとこちらに気づいて、手を振り返す。
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「ねー、おにいちゃんは、泳がないの？」

「ああ、ちょっと一人鍛えないといけないんでな。自由にしてていいぞ」

「わかったー、じゃ、奏、もう少しおよいでるねー」

　元気よく言って、水をかき分けていく。ほんと、あの年頃ごろの子どもって、気力体力が無尽蔵だな。

「……いいんですか？」

「ん、あいつ泳ぐの上手いからな。どっちかというと、コウタの方が気にかかる――お、ちょっとマシになってきたな」

　潜っていられる時間が長くなり、体の力が抜けて姿勢が良くなっている。

　俺おれは水をかきわけてコウタに歩み寄った。

「いい感じだな。じゃ、次は体が前に進む感覚を覚えようか。俺が手を引いてやるから、バタ足してみな」

「……手、離さないでよ。絶対にだからね」

「はいはい。離さないよ、絶対に」

「…………」

「どうした？」

「も、もう一回、言ってみて」

「離さないよ、絶対に」

「ボクを？」

「ああ、お前を。――ってか、他に誰がいるんだよ」

　何なんだ、いったい。

「なんでもない！　練習、始めようか」

　コウタは勢いよく水に潜った。




「よし、んじゃ、ちょっと休むか」

　一度プールから上がることにする。

　小一時間ほど練習に付きあってやると、コウタはかなりの上達を見せた。とはいえ、その分体力はしっかりと消費される。

「つ、疲れた……」

「……陸に上がると、体が重いです」

　ぐったり気味のコウタと亜夜花。

「コウタは頑張ってたからわかるとして、なんで亜夜花がバテバテなんだよ」

　浮いていただけのはずなんだが。

　さて、他のメンバーは、とあたりを見回してみる。

　少し離れたプールサイドの日陰でうとうとしているてとらさんを発見した。

「……何しに来たんだ、この人」

「んあ？　――ああ、おかえり、三人とも」

　そういうと、てとらさんは大きな欠伸をした。

「こういうところでの昼寝も、なかなか気分が変わっていいものだよー」

「……暑くないのですか？」

　亜夜花が尋たずねた。

「暑くなったら、水に浸かって冷やせばいいんだよー。せっかくプールが傍にあるんだから活用しないと」

「確かに、合理的かもしれませんね」

　ふむ、と納なつ得とくしたように肯く亜夜花。――何か間違ってる気がするのは俺だけだろうか？　それとも、俺の感覚が変なんですか？

「万那さんたちは？」

「みんなそこにいると思うよー。――ほら」

　てとらさんの視線を追うと、ちょうど飛び出したビーチボールを追ってプールから上がってきた万那さんが見えた。

　プールの中には千那さんと、奏、ウルリカの姿もある。

　――そこそこ大きくて、水深のあるプールだよな、ここ。小さい二人は背が立つのかな。と、思い、それが無用な心配であることに気付いた。足が届かなければ泳げばいいのだ。見た目は子供だが、この二人の体力は人間の水準を遥かに上回っている。

「お、やっほー。あんたたちも入らない？」

　万那さんがこちらに気付いた。

「すいません、奏、みてもらってたんですね」

「いいよ、楽しく遊んでるから。ナンパも来なくなるしね」

「ナンパ？」

「一人とか、お姉と二人でいると、しつこいんだなーこれが。でも『小さい妹の面倒をみているっぽいお姉さん』だと声が掛かりづらくなるってこと」

「はあ、なるほど」

　美人だと俺にはよくわからない苦労があるらしい。

　プールの中から俺を見付けたらしい奏が、おにーちゃーんと大声で手を振った。俺も笑って手を振り返す。

　ボールをプールの中に投げ入れると、万那さんはこちらに向き直った。

「天人たちもおいでよ。みんなであそぼ？」

「俺は構わないですけど……」

　コウタと亜夜花は明らかに気が進まないようで、すすっと俺の背後に隠れようとしている。

　万那さんはその様子を見てにいっと悪戯っぽく笑う。

「何事も慣れと経験だよねー。苦手から逃げてちゃ成長はないわけで」

　そして抗こう議ぎの声を上げる二人を軽々と小脇に抱かかえて、プールの方に取って返す。

　苦く笑しようして見送っていると、入れ替わりに千那さんが上がってきた。微笑ほほえみプールの淵に腰こしかける。

「交代でちょっと休きゆう憩けいです」

「おつかれさまです。……あの、楽しめてます？」

　俺が言うと千那さんは、俺に視線をむけ小さく口元を綻ばせた。

「楽しめてますよ。ありがとう。――天人君は気配りさんですね」

「別にそういうつもりはないですが……」

〝人ならざるもの〟の中にも、人間社会やその価値観を受け入れ溶け込んでいる者とそうでない者が存在する。千那さんはどちらかといえば後者に近いと、本人に聞いたことがある。千那さんが『天秤の会』に居るのは兄の一二三さんの影えい響きようが大きく、彼女自身が人間を愛しているからではない。

　だからこういう、みんなで遊びに行くという種類の娯楽、あるいは馴れ合いが、彼女の目にどう映るのか、少し気になった。願わくば千那さんにとっても楽しい時間であって欲ほしいという願望も含まれているのかもしれない。

　存在の次元そのものが違う以上、価値観はどうしたってずれてくる。俺もここで暮らした数ヶ月で、そのことをいやと言うほど実感した。だが、やはりそれは寂さびしいことだとも思う。

　周囲の人ひと混ごみを眺ながめながら、千那さんは口を開く。

「取り立てて人間が嫌きらいなわけではないですし、仲間との交流にはそれなりの意義を見出していたりもしますよ。まあ、一番喜んでいるのは万那ちゃんかもしれませんけどね。私と違って、あの子と一二三兄様は、人を愛し、人のように生きていける〝人ならざるもの〟ですから。多分、すごく楽しんでますよ」

　そういえば、今は形見の携けい帯たい電話を持っていない。さすがに水に濡らして壊すわけにはいかないのだろう。

「万那ちゃん、多分、天人君に感謝してると思いますよ。あなたが来てから、寮りようの空気は明らかに変わりましたしね。――変わったと言えば、多分、私も」

「千那さん、も？」

「ものの感じ方、とらえ方が少しずつ、ね。兄様に近づいているのかな？　だとしたら嬉うれしいことですけど」

　千那さんは微び笑しようと苦笑の中間くらいの表情を浮かべた。

「人と〝人ならざるもの〟は違う。それはもう、このうえなく真実なんですけど、違うことが不幸とは限らないし、永遠に違ったままであるとも限らない。人はその短い生の間、変化し続けます。私たちも本質的には同じなのでしょうね。在る限り、緩やかに変わり続ける。――こんな風になってから気付くというのも皮肉な話ですけど」

　最後の方は独り言に近かった。

　こんな風、という言葉に少し引っかかるものを感じたが、なぜかその意味を問うのははばかられた。

「そういえば天人君、ミツカズさんとかいう方はどうされてます？　何か進展とか、ありました？」

『いやー、幼女の可愛かわいらしい水着姿を堪能してござるよ。はっはっはっは』

「――だそうです」

　俺は一言一句、忠実に伝えた。

「……ほどほどにしておきましょうね」

　その笑え顔がおと声はかなりの迫力を秘めており、ミツカズさんはぴたりと口をつぐんだ。

　そうこうするうちに時間は経過し、日が西に傾き始めた。

「どうだ、楽しんだか？」

　さすがにくたびれたのか、プールから上がってきた奏とウルリカを見つけ、そう尋ねる。

「うん！　いっぱいおよいだ！」

「なのですー」

　ウルリカとはもちろん、奏はほかのメンバーともずいぶん打ち解けたようだ。驚おどろいたことに、あの亜夜花やコウタまでも何かと目を配ってくれている。

『幼女の姿も減ってきたでござるなあ』

　ミツカズさんの残念そうな声。子ども連れはそろそろ引き揚げる時間である。

　この人の件も、そろそろ何とか糸口くらいは見つけられるといいんだがなあ。『可愛らしい水着姿』を十分に楽しんで満足したようだが、気配が薄れたり俺から離れていくような兆候は感じられない。

　オタク文化に触れた量や欲望を満たした回数が問題なら、このままミツカズさんの希望を叶え続けていれば道が見えるはずだ。だがそうでないならば――

　一度、要点をはっきりさせる必要があるかもしれない。どうミツカズさんの問題に対処していくべきか。

　奏も馴染んできたことだし、明日は俺一人で外出して、ミツカズさんの願いをできるだけ聞き届けてみることにしようか。これで何の変化もなければ、方針を変えなければならないだろう。

「あの、おにいちゃん」

　と、そのとき、奏がおそるおそるといった様子で声をかけてきた。

「ちょっと、いい？」

「おう、どうした？　もう少し泳ぐか？」

「ううん、そっちはもういいの。あの、一つ、おねがいがあるんだけど……」

　お願い？　何だろう。

　いつも明るく笑っているようなやつなので、改まってこういうことを言うのは、結構珍めずらしい。

「あの、あしたって、おひま？」

「あー、明日はちょっと予定があるんだけど……急ぎか？」

「あ、ううん、いつでもいいの。じゃあ、またこんどね！」

「いや、お願いの中身によっては優先してもいいけどさ。なんの用だ？」

「いいったらいいの。そのときまで、ひみつ！」

　笑顔で言って、奏は駆けて行ってしまった。

　……変な奴やつだな。




　そのうち他のみんなもやってきて、そろそろ引き上げようかという話になった。ずっと万那さんにつきあわされていた亜夜花とコウタは半死半生で、意見を述べる余裕もなさそうだったが、さすがにもっと遊びたいとは言わないだろう。

　てとらさんにも声をかけようかと彼女がベースにしていた方を見ると、珍しく起きていて、しかも誰かと会話していた。

「……つーか、ナンパだな、どう見ても」

　日焼けした肌とサングラスのイケメン風が、ほとんど一方的に話しかけている。てとらさんの表情を見る限りのれんに腕うで押おし状態だと思うのだが、なかなかの根気と諦めの悪さを発揮しているようだ。

「あー、うっとうしいな、あれ。かるーく追い払ってこようか」

　眉まゆをひそめた万那さんが腕うでをぐるんぐるん回し始めたので、俺は慌あわてて止めた。

「穏便にいきましょうよ。人がいっぱい居ますし」

「じゃ、あんた行ってくる？」

「俺、ですか？」

　どうしよう。喧嘩になってもまず負けたりはしないが、殴なぐり合いがしたいわけじゃない、絡まれても困る。

　と、そこで俺は一つ思いついた。

「奏とウルリカ、てとらさんのところに行って『そろそろかえろうよー』って言ってきてくれないか？」

「てとらさん、おはなし中みたいだけど、いいの？」

「いいのいいの」

　万那さんの話を思い出したのだ。『小さい妹の面倒をみているっぽいお姉さん』には、ナンパ男も手を出しにくい。

　二人がててっとてとらさんのもとに向かい、言葉を交かわす。と、ほどなくイケメン風が舌打ちしたそうな表情で離れていった。

『お、成功したようでござるな。イケメンリア充ざまあ』

　確かにナンパもあれだけど、そういう僻み根性もどうかと思いますよ。ミツカズさん。

　俺たちがそろって歩いていくと、てとらさんの笑顔に迎むかえられた。

「おかえりなさいー。じゃあ、寮に帰ろうか」

「…………」

　俺たちが誰も言葉を返せなかったのは、その背後になにやらどす黒いオーラが見えたからだ。なにこれこわい。いったい、何があった。

「……ちょっと、あんたたち、何言ったのよ？」

　万那さんが声を落として最年少コンビに問いかける。

「天人さまのごめいれいどおりですよー。かえろーって。そしたらですね、あの男のかたが……えーと、わ、わたづくり？」

「わかづくり、だよ、ウルリカちゃん。んーと、『ちぇっ、なんだこもちかよ。わかづくりしやがって』だったかな」

　子持ち、に若作り、か……。

　ああ……と、年長組に納得の色が広がった。

「『わかづくり』って何？　おにいちゃん」

「……お前には必要ないものだよ、奏」

　俺はそう答えた。




　その後、プール周辺は強きよう烈れつなにわか雨と雷鳴に襲われた。

　何らかの力が天候に影響を与えたのかどうか、俺は知らない。







三章　不透明な兄妹







『さてさて、ようやくそれがしの望みを存分にかなえていただけるわけでござるな。いやあ、楽しみ楽しみ』

「……あんまりはしゃがないでくださいね。うるさいので」

　プールの翌日、俺は電車に揺ゆられていた。

　今日はミツカズさんを成じよう仏ぶつさせるために、その願いを聞き届けまくる一日だ。わざわざそう決めて、時間を割いた。この男の趣味につき合うためには、俺の方にも並々ならぬ覚かく悟ごと決心が必要である。

　ミツカズさんの希望したのは、オタグッズのお買い上げだった。なのでそれらを取り扱うショップを目指して移動中というわけだ。

　さて、それなりに心を決めてきたものの、世の中には覚悟だけでは払拭できない憂鬱というものも存在する。

『楽しみだなあ。この数年で一番進歩が見込める分野だし。グラフィックスや演出はどう変わったでござろうかな？　あとエロシーン。むふ』

「…………」

　まず、彼かれの目的の一つがＲ18ゲーム、いわゆるエロゲーであること。

　当然パッケージを手にとって検分するのは俺の体だ。いや、俺も男なわけで、エッチなものに興味があるのは否定しない。否定しないが、そういったものに積極的になれるのは、あくまで周囲に人が居ない、密やかに楽しむことができる環かん境きように限られる。売り場で堂々と物色するというシチュエーションには精神が耐たえられそうにない。

　そしてもう一つ。

「暗い顔しなくても大丈夫ですよ、天たか人と君。私がお手伝いしますから」

　隣となりに立つ千せん那なさんが笑顔で言った。

『……で、なんで千那嬢じようがついてくるでござる？』

「……俺に止める方法があるとでも？」

　亜あ夜や花かに奏かなでの世話を頼み一人で玄げん関かんまで出たのはよかったのだが、そこで千那さんに捕まり、本日の予定を話しているうちになぜか同行することになったのだ。

「役に立ちますよ、私。えーと、ミツカズさんのために、エッチなゲーム買うんでしょう？　もし天人君がレジで止められても私なら大丈夫です。人間としての身分でも一八歳ですから、私が買えます」

　周知の通り、この手のゲームは一八歳以上でなければ購入することができない。

　実際に買うのはミツカズさんなので倫理的には問題ない気もするが、使われるのは俺の体であり、当然店員に咎められる可能性がある。そうなった場合、千那さんが助け船を出してくれるわけだ。

　――エロゲーを自分で買うのと、付き添いの女性に買ってもらうのでは、はたしてどちらが恥ずかしいだろうか。その答えがもうすぐ俺自身で確かく認にんできそうである。できれば確認したくないのだけど。

「あの……千那さんってそういう種類のものに寛容なんですか？」

「創作でしたら、度を過ぎてのめり込まない限り問題ないと思いますよ」

　動揺の欠片もない返答だった。

　電車が目的の駅に着く。

　さ、いきましょうと言って、千那さんは微笑みながら歩き出した。

『はげしくやりにくいなあ』

　ミツカズさんがぼやいた。




　ハードルの高い案件から片付けたかったので、他のグッズ類を後回しにしてまずエロゲーから始めることにした。

　パソコンショップに入って、目的のフロアに向かう。

　しかし――女の子、しかも清せい楚そな美人を連れてエロゲコーナーとか、どうなんだろ。二人っきりで仲良くエロゲを楽しんだり、場合によってはエロゲ的なあれやこれやまで楽しんだりするカップルに見られるのだろうか。

　ゲームフロアの隔離された一角。そこが肌はだ色いろパラダイス。

　中にいた男たちは刺すような視線で睨にらんできたり、逆に露骨に無関心を装ったり、気まずそうに立ち去ったり――反応は様々だが、あまり好意的に見られていないのは間違いない。かなり迷惑な客なんじゃないかなあ、俺たち。

『恥ずかしいなら、交代するでござるか？　それがし、訓練を積んでおりますので、この程度では動じないでござるぞ？』

　――どうしようか。このうえ歓喜の奇声や奇行に走られても困るしなあ。

　結局俺は購入する品が決まるまで、自分で物色することにした。俺が動くから指示下さい、とミツカズさんに頼たのむ。

『まー、一通り見回ってもらえればいいでござるよ。ブランド別に陳列されてるので、候補はすぐに絞り込めるでござる』

「そうなんですか？」

『エロゲというのは、ブランドごとに得意とされるジャンルがあるのでござるよ。――というより、ゲーム内容に合わせて発売ブランドを変えるといった方が適切でござるかな。例えば巨乳系ならここ、ＳＭ系ならここ、泣きゲー系ならここ、という具合にある程度分かれているでござる』

　つまり、まず自分の嗜し好こうと合致するブランドをピックアップ、その中からこれだ！というゲームを選び出すというのが手順なのだそうである。

『平時ならそれに加えて雑誌の記事、ネットの評価やセールスランキングなども参考にするでござるがな。あと、人気ライターや人気絵師の新作ともなれば、ブランドに関係なく買うこともござったり。今回は事前情報がほとんど無い中での選別なので、一、ブランド、二、パッケージのストーリーとＣＧチェックという順序でやるでござるよー。さーてそれがしの地雷回避能力をとくと拝むがよい。でゅふふふ』

　ミツカズさんは楽しそうだった。

　しかし――他人がエロゲ選ぶ手伝いとか何やってるんだろうな、俺。

　あと口を出さずに背後で温かーく見守ってくれてる千那さんの視線が、非常に気まずいです。

『主流の学園ラブコメ、そしてメイドもの、あー、このあたりは妹ゲーでござるなー』

　そしてミツカズさんは少し沈ちん黙もくを挟み、言葉を続けた。

『妹――といえば、よかったのでござるか？　今朝方、奏嬢が何か言いたそうでござったが……』

「ああ昨日も用があるっぽい様子でしたね」

　忘れてはいない。手が空いたら、改めて尋たずねてみよう。

『――んー、天人氏は結構奏嬢に冷たいでござるね』

「は？」

　唐突なミツカズさんの言葉に思わず大きな声が出た。あわてて音量調整。

「いやいやいや、かなりの甘やかしっぷりだと思いますよ。そもそもあいつに冷たくする理由なんか、どこにもないじゃないですか」

『まあ、それも事実でござろうが……』

　歯切れ悪いな。

「奏は急がないと言ってたし、今日はミツカズさんの件を優先させただけです。帰ったらちゃんと話聞いてやりますよ」

『それを言うなら、それがしの成仏だって、急ぐ必要ないでござるよー』

「そうもいかないでしょ。――ってか成仏したくないのかよ、あんた」

『未練が消えて思い残すことなく逝ければいいとは思うでござるがね。――なぜに成仏したがっていると思うでござる？　天人氏』

　俺は一いつ瞬しゆん言葉に詰まった。揚げ足取りに見えて、その向こうに何か重いものがあるように思われたのだ。

『存在しえなくなったものは消えるのが摂理であるし、現世に留とどまることが苦痛でしかないケースもあるでござろう。成仏、昇天、浄化、色々な言い方があるでござるが――でも、自分が無に帰してしまうというのは、本質的には恐怖以外の何ものでもないでござるよ』

「…………」

『――とまあ』

　一転、声に笑えみが混じった。

『そこで考え込んでしまうあたり、天人氏は善意の人であるなあ、としみじみ思うわけでござるがね』

「……おい」

　からかっただけかよ。

『信頼の表現でござるよ。ま、どうあれ、さしあたって今できるのはエロゲを選ぶことだけでござるからな。ささ、早く次の棚たなを見せるでござる』




★　★　★




「ううううぅぅ……」

　私は自室のベッドで動けなくなっていた。体中の筋肉が悲鳴をあげている。

　水の中で動く行為というものがあれほど体力を消費するとは知らなかった。いや、知識としては知っていたが、実感するのは初めてだったのだ。

　自分の運動能力のなさはある程度自覚している。だから浮いて漂っているだけのつもりだったのに、あの戦いくさ神がみ妹に引っ張りまわされたせいでこんなことに……

　と、そのとき、金きん髪ぱつの小さな顔がひょいと覗のぞき込んだ。

「だいじょうぶなのですかー、亜夜花さまー」

　主人が苦痛に呻いている一方、この従者の方はピンピンしている。

「……あなたは、筋肉痛に、なったりしない、のですか？」

　声を出すだけで腹筋や胸筋がきしむ。

「きんにくつう？」

　ウルリカはまるで未知の概念を聞かされたとでもいうように首を傾げた。

「よくわからないけど、ウルリカ、今日は体がかるいのですよー。昨日、たくさん運動したおかげだとおもうのですー」

　そう言うと、楽しそうに軽やかにくるくると回る。

　なるほど、彼女の体は体力を消費すればするほど、増強される仕組みになっているのか。どんなインチキ。

「……それで、なにか私に用ですか？」

「あ、そうだ、ウルリカ、これから梨り玖くさまのおてつだいで、ろうかのおそうじなのですけど、その前にご用はありますか？　なにかもってきましょうか？　亜夜花さまー」

「……掃そう除じ終わってからでいいから、お水をお願い」

　はーいなのですー、と元気に言ってウルリカは部屋を出て行く。私は枕まくらに顔を埋うずめて、はあ、と息を吐はいた。

　このひ弱さは、ひきこもりをやめて外の世界に出るには致命的な欠点だ。このところ何度か遠出を試みて実感したが、天人さんについて行くことすら覚束ないのである。日中は外出できない梨玖さんに対するせっかくのアドバンテージなのに、これでは意味がない。

　さて、体力を付けるにはどうすればいいのだろう。

　パソコンの前まで動くのが億劫だったので、携帯電話から検けん索さくをかけて調べてみる。

　ジョギング――は無理だ。始めるならウォーキングあたりが適当だろうか。でも、歩くというのも結構疲れるしなあ。……あ、天人さんに監督役を頼むという手がある。これは一石二鳥の名案かもしれない。

　部屋の向こうに目を移す。奏さんが天人さんのベッドに座すわって本を読んでいる。

　天人さんに面倒をみるよう頼まれているのだが、例によってこちらから特に何かをする必要もないくらいにおとなしい。本当に聞き分けの良い子だ。――少しおかしいくらいに良すぎると言ってもいい。

　傍で見ていても、兄きよう妹だいの中は悪くない。だからこそ、不思議に思う。

　なぜこの子は寂しがらないのだろう。天人さんと一いつ緒しよに居たいと言わないのだろう。

　自分を省みる。私には兄が二人いて、どちらもろくでもない存在だ。一緒に来いと言われるより、一人で置いて行かれる方を喜ぶだろう。

　でも奏さんの兄は天人さんである。天人さんに放っておかれたら私は寂しい、と思う。現に今だって私は――いやまあ、それはどうでも良いのでひとまず置く。

　客観的に見て、天人さんは悪くない兄だ。

　一般的に言って、幼い妹は仲のよい兄と引き離されると寂しがるものである。

　だが、奏さんはあまりにも要求が少ない。

『大だい丈じよう夫ぶですよ。待ってればちゃんと帰ってきてくれるって、奏、わかってますから』

　そんなことを以前言っていたが、本心なのだろうか。そう簡単に割り切れるものなのだろうか。

（――気にしすぎでしょうか）

　どうも、この少女には私の興味を捉えて放さない何かがあるようだ。

　天人さんの妹だからというだけではない、私を苛立たせ、かつ愛しく思わせる何かが。

　とそのとき、奏さんが本から目を離し、携帯をとった。二言三言相手と会話を交わし、立ち上がった。

「すみません、亜夜花さん、ちょっとトモダチとおでんわしてきまーす」

　私にそう言って部屋を出ていく。

　彼女はよくこうして電話でおしゃべりをしている。そういう友人がたくさんいるということなのだろうか。明るい子だし、不思議でも不自然なことでもないが――

　――でも。

　私は首を傾かしげる

　かすかな違和感を覚えたような気がするのはなぜだろうか。

　何かがおかしくはなかったか？




＊　＊　＊




『うーむ、残念だ。まさかこんな落とし穴があるでござるとは』

　ミツカズさんが悔しそうに呟いている。

「ま、仕方ないでしょう。また後日なんとかしましょう」

　俺は素っ気無く言って足を速める。

　時刻は夕方の少し前といったところ。

　一通り目的であった買い物を済ませ、ミツカズさんのアパートに荷物を置いた。そしてそこから寮に帰るところである。

　グッズ類は首尾よく手に入れることができた（ちなみにエロゲはミツカズさん＠俺の体が購入した。レジでは特に咎とがめられたりはせず、なぜか千那さんが少し残念そうだった）。だが、買ってきたエロゲをミツカズさんの部屋のパソコンで起動させようとしたところ、エラーが表示されフリーズしてしまったのだ。
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『環境が古いんでござろうなあ。結構昔のマシンだし……。最低スペックは何とか満たしているから、いけると思ったでござるが』

　日進月歩で技術が発展するため、過去の機械はすぐに置いていかれるのだそうだ。またハードの相あい性しようであったり、内部ファイルのバージョンが古かったりすると動作しないこともよくあるのだという。解決策としては、ドライバの最新バージョンをどうとか、メーカーのページに行って修正パッチがどうとか、パソコンに詳しくない俺にはよくわからない世界に突入していた。

『さすがにネット回線は解約されているでござるしなあ。天人氏、誰だれかに頼めないでござるか？　ほら、あの、亜夜花とかいう娘むすめの所有しているＰＣは最新型だと見受けられるのでござるが……』

「エロゲやりたいからパソコン貸してくれって頼むんですか？　嫌いやですよ。せめて、ミツカズさんの事情ばらしていいんなら考えますけど」

『うーむ、それはまだちょっと、なあ』

「留守の間にこっそり使おうにも、あいつほぼ確実に部屋にいますしね」

「パソコンなら、ネットカフェという手もあるんじゃないでしょうか？」

　と千那さんが口を挟はさんだ。

「ああ、なるほど。――いけそうですか？」

『うむ。店内でエロゲができるかどうかは色々な意味で微び妙みようだが、各種アップデートファイルを落とすくらいなら問題ないでござろう。天人氏、たのんだでござるぞ』

「……やっぱり俺がやるんですね」

　俺はため息をついた。

「まあ、協力するとは言いましたけどね、ネットカフェの代金とかどうするんですか？　結構経費がかさんできたんですけど」

『むう、か弱き霊れい体たいからも金を取り立てるとは、まさに地獄の鬼もかくやという非情さ』

「いや、払えよ。ネットカフェや交通費はまだいいとして、なんでゲームやグッズがこんなに高いんだよ」

　小さな人形（フィギュアというらしい）ですら一体数千円、ゲームに至っては一本一万円以上。値札を見たときは驚愕したものだ。一応『天てん秤びんの会』でのバイト代があるとはいえ、一介の高校生の経済力を軽く越えてると思うんですが。

「あの、『天秤の会』の経費と言うことで、後でてとらさんに申しん請せいすれば大丈夫だと思いますよ、多分。手持ちが足りないようなら、私が立て替えましょうか？」

「あ、いや、千那さんにそこまでやってもらうのは……さすがに悪いですよ」

　俺は慌てて言った。

「そもそも俺が勝手に引き受けた案件なんですし」

「だからお手伝いしたくなるんですけどね。他人のことに真しん剣けんになれる人は、高潔で格好いいと思うのです。兄もそういう人でしたし」

　千那さんは笑う。

　他人のことに真剣になれる、か。

「俺が他人を助けたいと思うのは……何て言うのかな、人間の経験、記き憶おくの重さを知っているからでしょうね。俺は人間として育ってきましたから」

　寿命が短いから、一いつ瞬しゆん一いつ瞬しゆんがとても重要。何らかのトラブルが起こった場合、そこで失われるものの価値が、おそらく神々の視点で考えるよりずっと重いのだ。

「そうですね。兄様も言っていました。人間の文化は一瞬で燃え尽きる人間たちが次代へ受け渡わたして積み重ねてきたものだと。だからそれに敬意を払はらうべきだって」

「千那さん自身は、どう思ってるんですか？　人間とはちがう時間を生きる神が、人間に共感すること自体稀なのは知ってますけど……」

　そこにこだわってしまうのは、先ほどミツカズさんに言われたことが頭に引っ掛かかっていたせいかもしれない。

『自分が無に帰してしまうのは、恐怖以外の何ものでもない』――冗談にせよそうでないにせよ、それを指し摘てきされたとき俺は一瞬言葉を失った。人間として生きていると主張するなら、わかっていなければならないはずのことに、考えが及およんでいなかったのだ。

　消しよう滅めつするべき存在。消滅して当然の存在。

　無意識的にであるにせよ、ミツカズさんをそんな風に捉えてしまったことに、自己嫌けん悪おを覚えてた。

「どうでしょうね」

　千那さんは小さく首を傾げた。

「以前にも言いましたけど、兄様や万ま那なちゃんのように人を愛することができないのは確かですよ。ただ――そうですね、天人君、神とその他の存在を分ける、大きな違ちがいって何だかわかりますか？」

「えっと……」

　そりゃ色々あるとは思うが……。

　俺が答える前に、千那さんは続けた。

「一つわかりやすいのを挙げるとすれば、神話の中の神は人間のようには死んだりしないということでしょう。死んだ、と表現されることはありますが、それでさえ、生き返ったり、一般に冥めい界かいと呼ばれる異界に落ちただけだったり、形を変えて別の存在になったりするケースが大半。つまり、存在の完全な消滅としての死を経験した神は、ほとんどいないのです。私の兄様には死の逸話がありますし、私も他の神を殺したことがありますが、いずれも再生が前提でした」

「つまり、並外れた不死性――」

　それが人と神を分け隔てるもの。

「そうです」

　肯うなずいた千那さんだったが、少しその表情が陰った。

「いえ、そうでした、というべきかな？　今は違います。神々は力を失い、その存在の維い持じすら危あやうくなった。つまり、不死性をなくしたのです。これから私たちは〝消滅〟という恐怖にさらされていくことになる。――そのことを初めて実感したのが、私にとっては兄様の一件でした」

　千那さんは俺の目をのぞき込むように見て、そう言った。

「二、三年ほど前、実尋市は大きな危機に見舞われました。まあ、私たち神族も一枚岩ではないわけで、あのときは『天秤の会』と――」

　と、そのとき、不意に言葉を切って携帯を取り出す。千那さんは二言三言会話を交わすと、最後にわかりました、と言って通話を終えた。

「ごめんなさい。詳くわしいことは話さない方がいいという指示が兄様から来ましたので、少し省略させてもらいますね」

「待ってください。それは隠さなきゃいけないことなんですか？　俺も『天秤の会』の一員のつもりなんですけど、どうして――」

「信用できない、ということではなくて」

　千那さんは少し困ったような表情を作った。

「知らない方がいい、ということもあるのです。天人君だけでなく、それ以外の人のためにも」

「――わかりました」

　わだかまりは残るが、ひとまず引き下がる。

「まあ、要点は私のものの見方についてなので……。えっと、続けますね。――二、三年前『天秤の会』と反対勢力の間で衝突が起こりました。致命的な破滅の前に終息させることができましたが、その中で一ひ二ふ三み兄様は巻き込まれかけた街の人間を庇い、力の大半を失いました」

　そして今は依代に憑くことで、辛うじて存在を保っている。そこまでは俺も知っている話だ。

「兄様がいつか居なくなってしまう――それは、私にとって間違いなく恐怖と呼べる認にん識しきでした。そして、その恐怖はさらに私の中で連鎖します。兄様も、私も、万那ちゃんも、いつの日か、完全な消滅を迎えることになる。そんな実感が、私の中に生まれました。私は世界が崩壊したような衝しよう撃げきを覚えました。――そう、皆、いつか必ず滅ぶ」

　そこで千那さんは、小さく笑みを浮うかべた。あるいは自じ嘲ちようの表情だったのかもしれない。

「笑わないでくださいね、天人君。神であるがゆえに、人やその他の儚はかない存在にほとんど関心を払ってこなかったがゆえに、そんなことすら知らなかったんです、私は」

　笑おうとは思わなかった。

　千那さんの話は続けられる。

「そして、そのときに一つ理解を得ました。それは――人間が常にこの恐怖にさらされながらも、必死に生きているのだということ」

「…………」

「〝滅び〟がどういうものかわかっていなかった――その意味で、私たちは人間よりずっと遅おくれていたんでしょうね。だから、今の私は命の重さ、生きることの尊さ、命を懸けて他人を助けるということの価値がわかるんです。人を軽んじたりはしませんよ」

　ああ、プールで聞いた話が腑ふに落ちた。千那さんは〝存在の終わり〟を知ったことで、人間を別の視点で見られるようになったのだ。

「長話になりましたね。もう寮はすぐそこですよ」

　千那さんは穏おだやかに微笑ほほえんだ。




「……あ、おかえりなさいー」

　ニュートラルハウスの玄げん関かん先さきには、携帯電話を手にした奏の姿があった。

「ただいま。おとなしく留守番してたか？」

　俺が頭をなでると、奏はうんと笑顔で肯いた。

　もう少し電話を続けるという妹を残し、俺たちは中に入る。

　千那さんに改めて礼を言って別れ、部屋に向かって廊ろう下かを歩いていると、なにやら難しい顔をして立っている亜夜花と出くわした。

「奏のお守もりありがとな。……って、飯時でもないのに部屋の外で会うとは珍しいな。何かあったのか？」

　亜夜花は俺の姿を認めると一瞬迷うような素そ振ぶりを見せ、そして口を開いた。

「ちょっと天人さんにお話があります。今、いいですか？」

「いいけど……」

　これもまた、珍しいな。

　俺たちは共同の部屋に入る。亜夜花は小さくうめいて自分のベッドの上に座り込んだ。

「筋肉痛、治ってないのか？」

「そう簡単に治れば苦労はしません……」

「だったらうろうろしなきゃいいのに。何やってたんだ？」

「奏さんを……ああ、話というのは、そのことなのですが」

「まさか、あいつ、何かやらかしたのか？」

　俺は眉を寄せた。

　あの奏に限って他人に迷めい惑わくをかけるようなことはしないと思うが……

「いえ、彼女自身ではなく、直接的に言えば天人さんについてです」

「俺？」

　亜夜花は肯いて、言葉を続けた。

「玄関で奏さんが電話をしていませんでしたか？」

「ああ、帰ってくるとき見かけたけど……それが？」

　とくにどうということのない光景ではないのだろうか。あいつはよく友人と電話しているわけだし。

「天人さん、あの……自分が奏さんに冷たすぎるとは思いませんか？」

「は？」

　なんで突とつ然ぜん話がそんな方向に飛ぶ？

　というか、またそれか？

　ミツカズさんにも同じことを言われたが、正直意味が分からない。

「な、何でそんな発想が出てくるんだよ。奏が何か愚ぐ痴ちってたか？」

　不満があるならあるでちゃんと聞くから、直接言ってくれりゃいいのに。

　だが亜夜花は首を横に振った。

「いいえ、彼女は何も言っていません。でも、見ていて――」

　そこで亜夜花は一度口を噤つぐんだ。そして呟つぶやくように言う。

「……ああ、そうか。やっとわかりました。彼女のことが気にかかる理由。あの子、私と同じなんだ」

「いや、一人で納なつ得とくしてないで説明してくれ」

　こちらにはさっぱりだ。

「奏さんがよく電話しているのは知っていますか？」

「知ってるけど……そりゃそういう友だちが多いからだろ」

　亜夜花も携帯電話は持っているが、通話に使用しているのはほとんど見たことがない。たまに妙みようなメールを送ってきたりするが――まあそれは置いといて、どこが『同じ』なんだろうか？

「電話の相手を、天人さんは知っていますか？」

「知らない――けど」

　どこの誰だか一人一人把は握あくしておかなければならないものだろうか。

「では、彼女が電話をしているのは、天人さんに構ってもらえないときが多いことには気付いてます？」

「それはまあ……そういうこともあるだろうさ。でも、俺おれも四六時中一緒に居られるわけじゃないし、俺が傍そばにいないときの電話を制限するのもなあ」

　核かく心しんがどこにあるのかわからない質問が続く。

　答えながら、俺は何とも表現しようのない不安が胸の内に広がっていくのを感じていた。何なのだろう、この感覚は。

　そのとき、ミツカズさんが口を挟んだ。

『ふむ……世の中に『妹ゲー』というジャンルがあることは、先刻お話ししたでござるな。文字通り妹を攻略対象とするギャルゲやエロゲを指すわけでござるが』

　唐突に何の話だ、おい。

『シナリオとしては『近すぎて見えない』という要素が要になっていることが多うござってな。小さなサインを見落とすことはフラグをへし折るに等しいわけでござる。それでは攻こう略りやくは覚おぼ束つかないでござるよ？』

「いや、攻略してどうすんだよ……」

「攻略？」

　怪け訝げんそうに亜夜花が言った。

「なんでもない、独り言」

　……ミツカズさんとの会話が口に出てしまわないよう気をつけよう。

『では、お助けキャラとして、一つヒントを。先ほど奏嬢が玄関先で携帯電話を使って通話をしていたでござったが、電話機はどんな状態でござったかな？』

　思い返す。電話機？　特に変わったところは……

「…………」

「天人さん？」

「なあ、亜夜花、お前あいつが電話してるところを何度か見てるんだよな？　携帯の様子をよく思い出してくれ。何か――」

「気付いたんですね」

　亜夜花は小さく息をついた。

「ええ、私の見た限りでは、奏さんが通話中、携帯電話にランプが点ともっていたことは一度もありませんでした」

　多くの機種は回線が繋がり通話中であるとき、携帯表面のイルミネーションが一定のパターンで点滅したり、ディスプレイにサインが表示されたりする仕様になっている。奏が持っているのもそうであるはずだ。

　にもかかわらず、何もなかった。今、玄関でみたのもそうだった。

　これはつまり回線が切断中で、通話相手など存在しないことを示している。

「なんでそんなこと……あ、もしかして〝人ならざるもの〟が――」

　ミツカズさんが俺に憑いたばかりのころやって見せたように、電子機器は霊れいの干かん渉しようを受けやすいらしい。もしかして、なにか人外の存在が悪さをしているのではないか――そんなことを考えたのだ。

　だが、亜夜花が首を横に振った。

「私、気配を確認しましたが、何も感じませんでした」

「いや、でも、ちょっと待て……じゃあ、そんな真似をする必要がどこにあるんだ？」

　激しく混乱した。奏は全く無意味な一人芝しば居いをしていたということか？　目的も理由もさっぱり分からない。自分の中の奏、そのイメージの輪郭が崩くずれていくのを感じた。

　俺は亜夜花に視線を向けた。助けを求めてすがりつくような表情になっていたかもしれなかった。

「なあ、さっき『私と同じ』と言ってたよな？　お前には、奏の考えてることがわかるのか？」

　亜夜花は渋しぶい顔になった。

「……自分をさらけ出すも同じだから、あまり気が進まないのですが、言わないとダメなんでしょうね」

「頼む」

　こんな頭ならいくら下げてもいい。何でもいいから、ヒントがほしかった。

　ため息を一つついて、亜夜花は話し始める。

「奏さん、コミュニケーションがあまり巧うまくないということに、天人さんは気付いていますか？」

「いや、どちらかというと、人見知りしない性格だと……」

「そう振る舞ってるんでしょうね。――彼かの女じよ、自分からアクションを起こすことが極きよく端たんに少ないんです。リアクションは豊富で、一見快活に見えますから、あまり目立たないんですけど」

「アクションって……つまり自分から話しかけないとか？」

「そうです。あまり記憶にないでしょう？」

　そういえば、と思わなくもない。初対面の人間と言葉を交かわすときは、たいてい俺が促うながすか、相手から話しかけてきた後だ。

「で、でも、それは、慣れないところに来て気き後おくれしてるだけなんじゃないのか？　周りは知らない人、しかも年上ばかりだし……」

　幼いながら礼儀、ときには遠えん慮りよが必要なことも知っている奴やつだ。そちらの面が少し強く出てしまっただけではないのだろうか。

　亜夜花は少しためらうように間を置き、そして再び口を開いた。

「あなたに対しても、なんですよ、天人さん。むしろ、天人さんと居るときが一番顕著にでているかもしれない」

「え……」

　俺は一瞬言葉を失った。

「でも、だって、俺、兄貴だぞ？　あいつが生まれたころからずっと一緒にいるのに」

「天人さんが特に悪い兄だとは思いませんよ。もっとろくでもないのを私は知っていますから。むしろ、よく面めん倒どうを見ている方だと思います」

　だからこそ気付かなかったのかもしれませんけど……と小さく言い、亜夜花は顔を上げた。

「よく思い出してみてください。彼女が自分から積極的に話しかけてきたことがありますか？　自分から手をつないだり抱だきついてきたりしたことがありますか？」

「そんなの……」

　あるに決まってるだろ、という言葉はなぜか喉のどにつかえて出てこなかった。

　頭を撫なでたり、手をつないだり、抱きしめたりした記憶は山ほどある。でも――あいつが自分からそれをせがんできたことがあっただろうか？　飛び込んだり抱きつかれたりしたことがあっただろうか？

『ある』と言えないことに気付き、俺は愕がく然ぜんとした。

「自分がバカ正直だからでしょうね。天人さんは親しい相手に嘘うそをついたり、自分を偽いつわったりしない。だから、他人がそうするということを理解できない。目に見えているものを信用しすぎてしまうんです」

「……いやちょっとまて、俺に対する評価は置くとして、嘘ついたり偽ったりしなきゃならない関係を、〝親しい〟というのか？　おかしいだろ、それ」

　確かに俺は親しい人には正直に向き合いたいし、そうすることがいい付き合い方なのだと思っている。違うのか？

「美点であり、欠点でもあるのでしょうね、そういうところ。だから私はあなたが――」

　言いかけて、亜夜花は不意に口を閉ざした。まるで余計なことを言ってしまったというように。

「俺が何だよ」

「何でもないです。――言い方を変えます。天人さんは『親しいゆえに本心が出せない』というケースが存在することに、考えがまったく及ばない」

「亜夜花には……わかるのか？」

　そういう心境が理解できるというのだろうか。

「わかるから、私と奏さんは『同じ』なのですよ」

　それは何の迷いもためらいもない、ごく自然な肯こう定ていだった。

「おそらく、彼女は引け目を感じ、怯えているんです」

「怯えてって……何に？」

「誰かに――特に天人さんに嫌われること。疎まれること。拒絶されること」

「俺に？　どうして？」

　それこそ理解できない。

「誓ちかって言えるけど、俺はあいつを嫌ったりしたことは一度もない。だいたい、あいつも俺と居るとき、いつも明るくて――」

「天人さんは奏さんに、明るく振るまえる子に育って欲ほしいと思いませんか？」

「思うさ、そりゃ」

「それを理解していたから、そう見えるよう必死に努力していたとは考えられませんか？　屈くつ折せつしたものを抱かかえていないなら、そもそも天人さんと触ふれ合あうのを怖がったりしないでしょう」

「…………」

「『どうして？』と言いましたね。理由は私にもわかりません。多分奏さんにしかわからないのかもしれない。――でも、気持ちは理解できると思います。手を伸ばせば振り払われるかもしれないから、伸ばすこと自体を諦あきらめる。願っても叶わないかもしれないから、願うことをやめてしまう。求めないから拒絶もされないし、期待しないから失望もしないで済む。そういうことです。私はかつてそう振る舞っていましたし、今だってそういう思考から完全に自由になれたわけではありません」

「……だから、同じ、なのか」

　傷つくのが怖こわいから要求しない。痛みを覚えるくらいなら、満たされないほうがマシ。

　亜夜花もミツカズさんも、俺のことを『奏に冷たい』と表現した。それは俺が奏が満足していると誤解したまま、何かを与あたえる機会をふいにし続けていたから。雛ひな鳥どりの空腹をかえりみず、餌えさをやらないまま放置する親鳥のように。

　俺は自分を殴なぐりつけたくなった。

　親おや父じは病気がちだった母さんの治療費を、母さんが亡なくなってからは俺たちの学費や生活費を稼かせがなければならず、家で共に過ごす時間を取るのは物理的に不可能だった。だから、俺は兄としてだけでなく、親代わりのつもりで奏に接した。半分人間ではない自分に行き詰まりこの寮りように入るまで、ずっとそうしてきたつもりだったのだ。

　――なのに、なんだこのざまは。

「……ああ、そうか」

　なんとなく、電話の一人芝居の目的がわかった気がする。求めたのは、決して裏切らない傷つけない、完璧な〝トモダチ〟。

　空想の中にしか居ない、そんな存在が欲しかったのか。

『あー、〝イマジナリーコンパニオン〟という言葉を知ってるでござるか？　幼い子どもの空想上の友人のことでござるが』

　ミツカズさんが言った。

　いわゆる見えないお友とも達だちってやつか。

『寂さびしさを紛まぎらせる一人遊びとしては割とよく見られることで、あえて問題にする必要もないそうでござるがね』

　でも、それが何の慰なぐさめになるだろうか。

「結局、俺が奏を寂しがらせていた、それが全すべてなんだよな」

「利発な子ですね。そんな自分を隠かくし、心配をかけないように振る舞う。その時点で私などよりよっぽど出来がいい。……それで天人さん、どうするんですか？」

「どうするって――」

　そのとき、奏が部屋に戻もどってきた。部屋の重苦しい空気に気付いたようで、俺と亜夜花の顔を交互に見る。

「あの……どうかしたの？」

「いや、何でもない」

　笑って見せるには、少しばかり努力が必要だった。

「あー、奏、ちょっと携けい帯たい見せてもらっていいか？」

「？　うん、どうぞ」

　手渡された携帯電話を開き、着信と発信を確認する。奏が話していたであろう時間に履り歴れきは――存在していなかった。念のため総件数も確認したが、消去したような痕こん跡せきも残っていない。

「なあ、奏、さっき誰と電話で話してたんだ？」

「トモダチだよ」

「どこの？」

「おにいちゃんの知らないひとー」

　無む邪じや気きに答える。嘘をついているような様子は見られない。

　俺は怒りとも苛立ちとも混乱ともつかない、複雑な気持ちを覚えた。

「奏……」

　何を言うべきかわからないまま口を開きかける。と、奏が怯えたようにびくっと体を震ふるわせた。

「あの、おにいちゃん……奏、何かわるいことした？」

　その表情を見て、俺は理解した。いや、初めて気が付いたと言うべきだろうか。

　ああ――そうか。

　この子はこんなにも俺の一挙一動に敏感で――つまりそれだけ嫌われることを怖がっているんだ。

「いや……なんでもないよ。気にするな」

　俺はできるだけ穏やかに、そう答えるしかなかった。

　――悪いのは、俺だ。
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　翌日一日、俺は奏をじっと観察した。相変わらず、よく電話をしている。

　念のため亜夜花に頼んで気配を探ってもらったが、やはり人外の存在が関かかわっている様子は感じられないということだった。

　であれば、あとは純じゆん粋すいな兄と妹間の問題、か。

　俺は奏の電話が終わるのを見計らい、借りているリョウタさんの部屋に呼んだ。

「なあに、おにいちゃん」

　奏は無邪気な顔で俺を見上げた。

　さて、どう切り出すべきだろうか。

　不満があったのか？

　寂しかったのか？

　お前はどうしてほしいんだ？

「……電話してたトモダチって、どんなやつなんだ？」

　結局俺の口から出てきたのはそんな台詞せりふだった。

「うんとね、男の子」

　歳としはよく知らないが、多分、奏より上。ちょっと乱暴な感じだけど、話を聞いてくれる。ある日突然電話がかかってきて、以降よく話すようになった。要約するとそんな感じのことを奏は言った。

「今も、向こうからかかってくるのか？」

「うん、えっとね、着メロもならないし光りもしないんだけど、トモダチからかかってきたことはわかるの。奏の方からかけることもあるよ。番号知らないけど、かけたいと思ったら、かけられるの」

　なるほど、それが奏の理想のトモダチ、か。

　そいつとはもう電話するな、と言うべきだろうか。しかし、寂しさを埋めるための代償行為であるなら、それを禁じることがプラスに働くかどうかは疑問だ。

　なら、不満があれば俺に直接言え、というのは？

　おそらく不満などないと奏は答えるだろう。そしたらどうする？　そんなのは嘘だろう、と追及するのか？

　いや――そもそも不満を持たないように、負担をかけないようにするためのこいつの努力は〝嘘〟として断罪してもいいものなのか？

　頭の中で様々な思考がぐるぐると回る。

　俺は髪かみをかきあげ、大きく息をつく。

　――だめだ、どうすればいいのかさっぱりわからない。考えれば考えるほど、答えが見えなくなる。

　神々や怪物と対たい峙じするより、よっぽどこちらの方が難事だ。正直に言って俺は、心底途方に暮れていた。

「おにいちゃん？」

　奏は不思議そうな顔で、俺を見る。

　ずっと沈ちん黙もくしているわけにもいかない。唸うなり声を一つ上げて、俺は何とか言葉を絞しぼり出した。

「あー……なあ、奏、今、俺が何でも一つ望みをかなえてやると言ったら、何をして欲しい？」

「な、何でも？」

「何でもだ」

「んー……夕ごはん、ハンバーグにしてくれるとうれしいかな？」

「そんなのでいいのか？　――ほら、昨日プールでお願いがあるとか言ってただろ？　あれは？」

「あ、うん、えーとね、あれはとりけしなの」

「どうして？」

「ちょっと、わがままだったかな、と思って」

　明るい笑え顔がおで奏は言った。

　俺は亜夜花の言っていたことを実感として理解しつつあった。

　一見、屈くつ託たくがないように見えるが、奏は必ず相手との間に無意識の一線を引いている。怒おこらせそうな、不快にさせそうな、拒絶されそうなリスクを決して冒おかさない。

「言ってみたらどうだ？　案外簡単にかなうかもしれんぞ？」

「だーめ、ひみつー」

　そして、その一線を絶対に譲らない。

「親父も俺も普ふ段だんあんまり構ってやれないからな。寂さびしくないか？」

「平気だよ。おとうさんおしごとだし、おにいちゃんもいそがしいもんね」

　奏は認めない。

「俺が明日からずっと用事が入って一緒にいられないと言ったらどうする？　いや、例えばの話だけど」

「えーと、用事、がんばってね、と思う」

　奏は正直に言わない。

　言葉が尽きた。

　どうすれば本心を引き出せるのだろう。これは奏の本能的な自己防衛だ。理り屈くつや計算に基もとづいた行動ではないだけに根が深い。

「あの……どうしたの？」

　突然無言になった俺の顔を窺うかがうように、奏は言った。その目に不安の色が揺れている。

「なあ、俺はお前の兄ちゃんだよな？」

「う、うん」

「だったら、俺をもう少し信用してくれないか？　俺は母さんからお前のことを任されたと思ってる。奏をちゃんと育てるのは、俺の大切な仕事なんだ。このままだと、亡くなった母さんに申し訳が立たない」

「…………」

　その瞬しゆん間かん、奏の顔から表情が消えた。

　妹が初めて見せた動揺。それは最悪の結末をもたらした。

「……おにいちゃん、怒ってるんだね」

　笑顔を必死に浮かべようとしていたが、その目には涙なみだがいっぱいに溜たまっていた。

「ごめんなさい。奏、悪い子でごめんなさ――」

　最後まで言葉は続かなかった。おい、と呼び止める声もむなしく奏は部屋を飛び出して行き、後には呆然とした俺が残された。

「……ミツカズさん」

『何でござる？』

「俺は何を間ま違ちがったんですかね」

『自分で考えるでござる。幼女の敵はそれがしの敵でござる』




「どうかしたの？」
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　気付いたら、梨玖の顔が目の前にあった。

「どうかした……って？」

「いや、たか兄、何度もため息ついてるから」

　意識していなかった。相当重症だな俺。

　寮のキッチンにて夕食の準備中である。

　心ここにあらずな状態ながら着々と料理を完成させるのは、身に付いた職人芸のなせる業。――まあ特に自慢するような気分にもなれないが。

　俺は奏のことを何も理解していなかった。挙句、ひどく傷つけた。それは俺を落ち込ませるのに十分な出来事だった。

　自分を、あるいは奏を過信していたのだろうか。どこでボタンを掛け違えたのだろう。

「お味噌汁、もうできるよー。――悩みごと？」

「……まあ、な」

「んー、よかったら話してみる？　解決にはならないかもだけど、吐き出しちゃえば楽になるかもしれないよ？」

「かもな」

　俺は苦く笑しようした。

　奏はあのあと、俺のベッドに潜もぐり込んで一いつ切さいの会話を拒否した。

　そんな俺たちの様子を見た亜夜花は、ため息をつき非難がましい視線を俺に向けたが、口に出しては何も言わなかった。

　打つ手のない俺は、ひとまず夕食の支し度たくに逃避先を求めている。奏の好物であるハンバーグを作ってみたが、こんなものでは根本的な解決にならないだろうな。

「それで、どう対応するんですか？」

　背後から声が聞こえた。

「あら、亜夜花ちゃん。キッチンにくるなんて珍めずらしいね」

　梨玖が意外そうに言う。

「……どうもこうも、話し合うしかないよ。機き嫌げんを直して夕食に出てきてくれるといいんだけどな」

　兄きよう妹だい喧嘩、と言っていいものかどうか、とにかくここまで険悪になったのは初めての経験なので、効果的な収め方なんてわかるはずもない。

「え、何？　何の話？」

　一人事情を知らない梨玖だけが、きょとんとしていた。説明しようかどうしようか考えていると、千那さんがやってきた。

「ご飯、もうできますよね？」

「あ、千那さん、おなか減りました？」

　のんきな声で言う梨玖。

「そうじゃなくて、あ、いや、おなかは減ってますし、夕ごはんは楽しみにしてますけど……奏ちゃんが出て行ったのが見えたものですから」

「奏、が？」

「ええ、もうすぐご飯なのに、どこに行くんだろうと思って」

「出て行ったって……外へですか？」

　千那さんは肯いた。

「携帯片手に。結構な勢いで駆け出して行ったから、少し気になって……」

「……梨玖、ちょっと料理見てもらってていいか？」

「え？　あ、うん」

　俺はキッチンを出た。そのまま玄げん関かんに向かって、ドアを開ける。周囲に奏の姿は見あたらない。

　ポケットから携帯を取り出し、奏の番号にかけてみる。

『おかけになった電話は、電波の届かない所にあるか、電源が入っていないため――』

　あのバカ、と呟つぶやいて、回線を切る。あいつの携帯には位置情報を知らせる機能も付いているはずだが、電源が切られていては追跡もできない。

　家出のつもりだろうか。夏の盛りだけあってまだ周囲は明るいが、それもあと数十分ほどだろう。奏にとっては土と地ち勘かんのない場所だし、勢いで遠くまで行ってしまったのだとしたら、戻ってこられるかどうか。

「あー、くそっ！」

　俺は吐き捨てて、とりあえず駆け出そうとした。

　と、そのとき、くいっと服の裾すそを引かれた。

「闇やみ雲くもに走りまわるつもりですか？」

　起伏のない声。振り返ると、無表情なパジャマ姿が俺を見つめていた。

「じっとしてたって、帰ってくる保証はないだろ！　放してくれよ！」

　亜夜花はため息をつきたげな表情を浮かべた。

「落ち着いてください。この寮がどういう場所で、どういう存在が集つどっているのか、お忘れですか？」




「このあたり」

　コウタは広げた地図の一点を指差した。

「寮から直線距きよ離りで三〇〇メートルってところかな。今のところ動く気配はないね。移動するようなら携帯に連れん絡らく入れる」

「すまん、助かった」

「……別にお礼はいいよ。ボクだって心配なんだ」

　魔ま術じゆつで奏の位置の特定を頼たのんだのだ。

「このあたり何があったかな、お姉、覚えてる？」

「山の方だよね？　この位置だとたぶん空地か駐車場じゃないかなあ」

「奏さま、かえってきたら、みんなでご飯にするのですよー」

「一任するから、ちゃんと連れ帰ってきてねえ」

「……すみません、迷惑かけます」

　俺は頭を下げた。ちょうど夕食前ということもあって、寮りよう生せい総出の結構な騒ぎになってしまった。

　急いで玄関に向かい――そこで不意に足が止まる。

　いざ居場所が分かって冷静になってみると、かける言葉がないことに気付いたのだ。何が悪かったのか、どうするべきなのか、俺はまだ答えを見つけられていない。

　このまま奏の元に行って……そしてどうする？

「大だい丈じよう夫ぶだよ、たか兄は正しいから」

　振り向くと梨玖と、そして亜夜花の顔があった。

　梨玖が続ける。

「事情はよくわからないけど、私はそう信じることにしてるの。たか兄が悩なやんで決めたんだったら、それはきっと正しいって。理屈なんか通っていなくたって、そういう信頼は勇気や力に変えられると思ってるから」

「……ありがとう」

　今度はいくらか苦さからは遠い笑い方ができたと思う。多少、気が楽になったのは確かであるようだ。

　亜夜花は梨玖にどこか渋い表情で視線を走らせ、そして俺に向きなおった。

「あの……ひとつだけ。『臆おく病びようものは、拒絶を踏ふみ越えて来る人間しか信用できない』。これ、頭に置いておいてください」

「？　あ、ああ。でも、どういう意味なんだ？」

「必要になったとき、理解できると思います。おまじないのようなものです」

　よくわからなかったが覚えておくことにする。

『……不思議な御ご仁じんでござるな、天人氏は』

　小雨がぱらつき出す中、コウタの指示の通りに駆けていると、ミツカズさんがぼそりとそんなことを言った。

「あ？　何ですか？」

『いや、なんでもない。早く幼女を迎えにいくでござるよー』

　ほどなく結構な広さの空き地が見えてきた。あそこだ。

　閑かん散さんとした風景の中にぽつんと人ひと影かげ。小さな話し声が聞こえる。俺は、足音を忍しのばせて近寄った。

「…………うん………………かな」

　やはり、奏だった。携帯を持って耳に当てているが、イルミネーションは一つも点てん灯とうしていない。当然だろう。電源が切れているのは確かく認にん済みだ。

「そうなのかな…………わたし……やっぱり……」

「奏」

　声をかけると、シルエットは弾かれたように振り向く。

「お、おにいちゃん」

「迎えにきた。帰ろう」

　だが、奏は携帯を片手に持ったまま、一歩、二歩と後ずさった。その顔には俺が初めて見る表情――怯えが浮かんでいた。

「やっぱり、やっぱりそうなんだ。――やっぱり、おにいちゃんは、わたしのことが、嫌きらいだったんだ」

「おい、何を言って――」

「来ないで！」

　その声の激しさに、俺は思わず足を止める。

「トモダチが言ったの。おにいちゃんは、わたしのことがきらいで、うらんでるんだって。だから、ひどいバツをあたえるつもりなんだって」

「そんなわけないだろ！」

「うそ！　だって、わたしを追いかけて、つかまえにきたもん！　トモダチが言ってたとおりだもん！」

　いったいなんだ、この展開は。

　俺は深呼吸して、まず自分の気持ちを落ち着けようとした。

　そしてゆっくりと語りかける。

「いいか、お前は俺の妹だろ？　どこに嫌ったり恨うらんだりする理由があるんだ？」

「それは……」

　奏は涙の溜まった目を伏せ、震える声で言った。

「それは……わたしのせいで、わたしを産んだせいで、おかあさんが死んだから」

「…………」

「わたしが、おにいちゃんたちから、おかあさん、取り上げちゃったから」

　俺は瞬間的に言葉を返すことができなかった。

　衝撃と理解と後こう悔かいが渾こん然ぜんと溶とけ合って、背筋を走りぬける。

　――ああ、そうか。

　根底にあるのは、それだったのか。

「わたしは、おかあさん、おぼえてない。でも、おとうさんやおにいちゃんの話きいてるとわかるの。二人とも、おかあさん大好きだったんだって」

　確かに俺は母さんのことが大好きだった。奏に母さんのことを知ってほしくて、思い出をよく語った。その存在が大きかったゆえに、死んだときはとても悲しかった、辛かったと何度も繰り返し奏に言った。

　そのたびに奏は傷ついていたのか。罪悪感を育てていったというのか。

　奏を責めるつもりなどなかった。それは確かだ。

　しかし――気付いてやるべきだった。気付いてやらなければいけなかった。

　それが俺の義務であり、責任だったはずなのに。

　堰せきを切ったように、奏の言葉は続く。

「おかあさんを、取ってしまったわたしはきらわれて当たり前なの！　いやだけど、仕方ないの！　だからせめて、いい子でいないといけないと思ったの！　さみしくても、さみしいっていっちゃいけないの！」

　自分から俺に触れなかったのもそのせいなのだろう。

　拒絶が返ってくれば、『やはり自分は嫌われていた』という結論が確定してしまう――奏はそう信じ、それを何よりも恐れたのだ。

　亜夜花の言った通りだった。

　それに引き換え、この俺は――なんと鈍感だったのだろう。

「そんなことない！」

「うそ！」

　俺の声は即座に打ち消される。

「うそだよ！　そう言って、わたしをだますって、トモダチが言ったもん！　それは、それこそが、おにいちゃんが、わたしをきらいになったしょうこだって」

「違う！　――なあ、話を聞いてくれ、奏。とりあえず、今は一緒に帰ろう。雨も降ってきたし、濡れてしまうだろ？」

「か、かえらないもん。わたし、トモダチのところに行くんだから」

「トモダチの……？」

「こっちにおいでって、オレがいっしょに居てあげるって、そういってくれたもん……」

「…………」

　俺は唇を噛かんだ。

　容易なことでは奏を納得させられそうになかった。

　言葉は無力だ。当然だろう。何年分も積み重ねたすれ違いや歪ゆがみが、この場での二言三言で帳消しにできるわけがない。

　だったら――

　俺は大きく息を吐き出して、妹を見据えた。

　だったら、こうするしかないよな。

「奏、そこに居ろよ」

　そしてゆっくりと歩き出す。

「いやっ！　こないでっ！」

　奏は背を向ける。同時に俺は地面を蹴けった。

　奏は人間をはるかに越える、おそらくは俺と遜色ないくらいの運動能力を持っている。しかし、今は俺の必死さの方がわずかに上回った。

（届いた――！）

　襟えり首くびを捕まえてその小さな体を掻き抱く。俺たちはもつれ合ったまま地面を転がった。

「はなしてっ！　わたし、トモダチのところに行くのっ！　行くんだからぁっ！」

「行くな！」

　俺は奏を抱きすくめながら怒鳴った。

　亜夜花の言葉を思い出す。そう『臆病ものは、拒絶を踏み越えて来る人間しか信用できない』――

「行くな、お前は俺の妹だ！　俺の傍そばにいろ！」

　届かなくても、拒絶されても、繰り返す。何度でも、繰り返す。信用できるようになるまで。それが今、俺のやらなければならないことだ。

　奏は俺の腕から逃れようと暴れた。声を上げながら、めちゃくちゃに手足をばたつかせる。俺は絶対放すまいと、必死でそれを押さえつける。

　揉もみ合ったまま、どれくらい時間が経っただろうか――やがて抵抗が徐々に弱まり、すすり泣く声が漏れ始めた。

「俺はお前を嫌ってなんかいない」

　今度は静かに、俺はそう語りかける。

「……うそ、だよ」

「うそじゃない。何度でも言うぞ。俺はお前のことが大切だ」

「…………」

「だからどこにも行かなくていいんだ。俺は、奏に居てほしい」

「…………」

「傍に居てくれるよな？」

「…………」

　ややあって、奏はかすかに肯うなずいた。その体から力が抜ける。

　ようやく――通じた。

「ごめんな、今まで気付いてやれなくて」

　俺はぎゅっと奏を抱きしめた。

　これは始まりに過ぎない。まだまだ俺が奏にしてやらなければならないことはいっぱいあるだろう。でも、少しだけ、俺たちの距離は縮まったと信じたい。

　しゃくり上げる声が少しずつ落ち着いてくる。俺は腕を緩ゆるめた。が、奏は俺の胸に顔を埋めたまま、離れようとしない。

「どうした？」

「……あのね、今、わたしね」

「うん」

「とっても、かわいくない顔に、なってると思うの……」

　俺は思わず苦笑した。恥ずかしいのか。そうだよな、奏は今まで俺の前でみっともない泣き顔を晒さらしたことなんて、ほとんどなかったのだから。

「じゃあ、顔見ないように背負っていってやるよ。乗るといい」

「……おんぶ？」

「おんぶ。――さ、帰ろうか」

　そう声をかける。うん、と返事があった。

　背中を向ける。小さな体が乗っかってくる感触。と、俺は奏の手に開いた携帯電話が握り締められたままであることに気付いた。優しく取って、パチンと音を立てて閉じる。そして――

「――――っ！」

　その瞬間、異常な気配を察知した。

　最初に感じたのは刺さすような臭しゆう気き。

『天人氏！』

　ミツカズさんの警告と同時に、飛び下がろうとする。だが遅かった。

　俺は強きよう烈れつな体当たりを受け、吹き飛ばされていた。

　地面の上を数回転。すぐに跳ね起き、敵の姿を確認する。

「な――」

　名状しがたい生物がそこにいた。

　地球上のどんな動物にも似ていないが、あえて言えば……四足の獣、犬に近いだろうか。やせ細った胴どう体たいに、不釣り合いな大きな顎。長くて針のように尖とがった舌。体は青味がかった粘ねん液えきに覆おおわれひどい臭においを放っている。

　何より不可解なのは携帯電話から、正確には閉じようとした携帯電話の、鋭角になったヒンジの部分から突然出現したように見えたことだ。しかも、一体だけではない。七、八体の群れが、である。

「お、おに……い、ちゃん」

　そして絶望的なことに、奏が奴らの群れの中に確保されていた。一体が前足で体を押さえつけ、その喉元に牙きばをあてがっている。まるで人ひと質じちでも取っているかのように。

　怪物たちは立ち上がった俺を認めると、低く身構えた。

「奏を放せよ、化物。殺すぞ」

　睨にらみつけたまま、低い声で威い圧あつする。冷静に考えれば言葉が通じるかどうかはあやしいものだったが、このときの俺はかなり頭に血が上っていた。

　応じるように一体が唸うなると、全身のバネを弾けさせて飛び掛かってきた。

　驚いている余裕もためらっている余裕もない。俺は自分の持てる最大限の力――絶対神の代行者としての能力で、自分の身体能力を一気に跳ね上げる。そして拳こぶしを叩きつけ、襲い掛かる怪物を粉砕した。

　確かな手応え。

「奏、待ってろ、今助け――」

　だが、言いかけて俺は愕がく然ぜんとする。

　今潰したはずの怪物が、何事もなかったかのように立ち上がったのだ。再生、ではない。まるでダメージ自体が無効であるかのように。

　……うそだろ、おい。

　気を取られた一いつ瞬しゆんの隙すきに、今度は三体ほどが同時に飛び掛かってきた。

　舌打ちする。かわしきれないか――とダメージを覚悟したそのとき、

「天人！　このバカ、何、ぼうっとしてんの！」

　声と共に怪物たちはまとめて吹き飛んだ。割って入った万那さんが打ち払ってくれたのだ。怪物の気配を察して救援にきてくれたらしい。

　そのまま足元に落ちた一体を思いきり蹴けり上げて、万那さんは顔をしかめる。

「うええ、何よこの気持ち悪い――」

「そいつら、普通の攻撃効かないです！　気をつけて！」

「え……、ええ!?」

　飛びのいた万那さんのいた空間を、巨大な顎あごがガチンと齧かじり取る。まったく怯ひるむ様子のない反撃。さすがにこの戦神が目を見張った。

「ダメージ無効ってこと？　珍種というか……初めて見るなあ、こんなの。使い魔の一種ではあるんだろうけど」

　万那さんは呟つぶやきながら、空中から巨大な武器を取り出した。剣とも棍こん棒ぼうともつかない無骨な形に削り出された木もつ塊かい。神器〝反発するものアイムール〟だ。本来は二本一対、兄神のためにしつらえられた武器であるが、彼女がこの状態で振るっても破壊力は底知れない。

「衝撃を別次元に逃がしてるわけ？　となると、力押しは効率悪いか。めんどくさいなあ。――天人」

「はい」

「あたしとお姉でこいつらの注意をひきつけるから、その隙にあんたは奏ちゃんを助けなさい。やれる？」

　少し離はなれた民家の屋根の上に千那さんの姿がある。一対の神器の片割れ、〝追放するものヤグルシ〟を投とう擲てきする構えだ。この二柱の神ならこの怪物たちを向こうに回しても十分戦えるだろう。

　だが――

「……人質に取ってるつもりなのか、連れ帰るつもりなのかはわかりませんけど、見張り役の二匹ほどは奏から離れないと思います。多分、俺だけじゃ不意は衝つけない」

　頭が冷えて、少し状況を把握する余裕が生まれた。

　先ほどから見た感じ、ある程度役割分担を決めて連係を取っているようだ。おそらく、単純な陽動に引っかからないくらいの知性は備えている。

「んー……他に策はある？」

　万那さんが眉を寄せて言った。

　策――か。

　奏から怪物を遠ざけなければならないわけだが、こうして向き合っている以上、俺と万那さんは不意討ちが難しい。

　物理的な攻撃の効かない相手に正面突破は愚ぐの骨頂。

　なら俺が囮おとり役となって、万那さんと千那さんに奏の救出を託すか？　いや、俺一人だけじゃ囮として力不足だ。怪物たちは戦力の大半を奏の周囲に残す選択をするだろう。

　何かないか？　こいつらの意表を衝く方法が。

　戦力を効果的に使うにはどうすればいい？　他に何か利用できそうなもの、環境条件はないか？

　考えろ考えろ考えろ考えろ考えろ考えろ――

「――あ」

　そのとき、ふと俺はあることに気付いた。

　ひらめきが連鎖し、やがて一つの答えを導き出す。

　これは賭けになる――か？　でも多分、間違ってはいないはず。

「一つありました。いい手が」

「どうすんの？」

「俺と万那さんが囮役です。とにかく、見張り以外をできるだけ奏から引き離す」

　攻撃役の怪物たちがじりじりと間合いを詰めてきている。

「……詳しい説明を聞いてる暇はなさそうか。んじゃ、始めるよ」

　万那さんは〝反発するものアイムール〟をぶんと一振りした。

　くどくど説明しなくても、信用してくれるのがありがたい。

　――俺の考えた通りなら、おそらく千那さんも理解しているはずだ。この小こ賢ざかしい怪物たちの想定を上回る方法。

　そして――怪物たちが襲い掛かってきた。

　まずは三体が同時に動く。一体が俺に、二体が万那さんに。

　なんとか攻撃を凌しのいだ瞬間、その後ろに控えた三体が突進してきた。わずかに時間差をつけての連続攻撃だ。

「――くそっ」

　牙が腕を掠かすめた。傷は浅いが、体勢が崩れたところにまた最初の三体が飛び掛かってくる。まずいと思った瞬間、割り込んできた木剣が怪物を弾はじき飛ばした。

「四足相手なら、ある程度動き読めるでしょ！　訓練思い出して！」

　万那さんのほうは、振り上げ、振り下ろし、薙なぎ払い、と〝反発するものアイムール〟を目にも留まらぬ速度で振るい、見事に攻撃を凌いでいる。

　だが、怪物たちもその危険度を理解したのか、万那さんに対する攻撃が少しずつ厚くなってきた。やがて防戦一方となり、じりじりと万那さんが後退する。

（――さすがだな）

　俺は舌を巻いていた。

　もちろんこれは万那さんの演技だ。俺への負担を減らし、しかも同時にきっちり囮としての役割も果たしている。

　あと少しで強敵を倒せそうだ、と嵩かさに懸かかって攻める攻撃グループ。徐々に見張りの二匹との距離が離れていく。

「まだ？」

「あと少し――今だ！」

　怪物たちが前がかりになった瞬間、俺は手を上げて遠くの千那さんに合図を送った。

　千那さんは一瞬――ほんの一瞬だけためらうそぶりを見せたが、〝追放するものヤグルシ〟を全力で投じた。

　――奏に向かって。

「え、ちょっと」

　と、万那さんが呟いた。

　だが俺は、よし、と拳こぶしを握りしめた。千那さんにはやはり通じていた。それは同時に俺の想像が正しかったことをも意味している。

　そう、これが正解だ。

　攻撃グループが俺たちの相手をしていたので、見張りの二体は周囲三六〇度に注意を払っていた。当然飛来する〝追放するものヤグルシ〟にも気付き、回避しようとする。

　だが――神器は直前で小さな手に掴つかみ取られ、そのまま怪物の胴体に叩きつけられた。耳障りな悲鳴が響き渡る。

　俺たちに掛かっていた六体が異常を察知して振り向いたとき、すでに見張りの二体が巨大な木剣によってすり潰されたところだった。俺や万那さんの攻撃ではほとんどダメージを受けなかった怪物だったが、明らかに効いている。

「まさか、あれ……」

　隣の万那さんが眉を寄せた。

　神器を手にした奏が顔をあげてこちらを見た。普段の妹とは似ても似つかない、非情な狩人の目をしていた。

　勝しよう機きはないとみた怪物たちの判断は早かった。ひとかたまりになって奏からも俺たちからも距離を取る。撤退の体勢だ。

　だが、狩る側には逃がすつもりは無いようだった。

　少女はパチンと指を鳴らす――と、雨が一瞬で巨大な球となり、怪物たちを包み込んだ。そしてそのまま異次元に呑のみ込まれるかのように消え去った。

　奏が力尽きたように膝を突く。〝追放するものヤグルシ〟がかたんと音を立てて地面に落ちた。

　勝負は決した――いや。

「奏！」

　考えるより先に俺は飛び出した。奏の体を抱きかかえる。

　同時に焼け付くような肩口の痛み。

「おにい……ちゃん？」

　奏がうっすらと目を開けた。同時に俺の肩に牙を突きたてている怪物を見て、小さく息を呑む。一匹だけ消滅を免れていたのだ。

「大丈夫だ。何も心配ない」

　俺は優しく語りかける。

　不意に肩が軽くなった。そして背後でベシャッというような湿った音。次いでドンという地響き。

「いたずらなワンちゃんだね」

　振り返ると、千那さんが怪物を上から踏みつけていた。どんな衝撃を与えたのか地面が陥かん没ぼつしており、その底で怪物が半ば埋もれるようにしてもがいている。
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「聞いたことあるよ。時空を越え獲物を追い、確実に狩る猟犬。でも転移のゲートとして鋭角を形成する物体が必要で、分子レベルにまで分解されるようなダメージはさすがに無効化できない。つまり、こういう半球状の逃げ場のないところですり潰してあげればいいんだよね」

　半球状になったクレーターの底、足の下の怪物を見下ろしながら千那さんは微笑ほほえみ、そして続けた。

「さあて、どんなお仕置きが必要かなあ。兄様の手を煩わずらわせ、兄様の依代を襲い、うちの子にまで手を出したっていうのは、ちょっと許せないよねえ。ああ、うん、許せない。どうしよう。困ったね。許し方がぜんぜんわからない」

　怪物が怯おびえたような鳴き声を上げたが、もちろん千那さんは止まったりしなかった。

「そうだね、小さく小さく小さくなって反省してもらいましょうか。分子や原子の単位まで小さく小さく小さく小さく小さく小さく小さく小さく小さーく――」

　生体を破壊する何ともいえない音が聞こえ始めたので、俺は視線を逸そらすことにした。

「お姉はしばらく放っておこう。奏ちゃんの具合とあんたの傷は？」

「どっちも大丈夫です」

　俺は万那さんに答えた。

　奏の意識は朦もう朧ろうとしているようだが、大きな怪我はない。俺の傷も大したことはなさそうだ。

「で、あのさ、もしかして、この子の中に――」

　万那さんの言葉に俺は肯いた。そして、小さく語りかける。

「ありがとう、ミツカズさん。――いや一二三さん」

　一瞬だけ、別人の意識が表に出たように奏が笑い、呟いた。

「おつかれさん、でござる。天人氏も万那も」




＊　＊　＊




　寮に戻って俺のベッドに寝かされた奏は、そのまま二日ほど眠り続けた。おそらく疲労による衰弱だろうとは、コウタの見立てである。

　そして目を覚ましたとき、傍についていた俺の顔を発見し、安あん堵どと罪悪感のない交ぜになった複雑な表情を作った。

　俺は奏が何か言う前に、笑いながら抱きしめた。一瞬反射的に抵抗の素振りを見せた奏だったが、やがて声を上げて泣き始め、何度もごめんなさいと繰り返した。自分が寮を飛び出したことから思わぬ大おお事ごととなり、責任を感じているらしい。

「いいんだ、お前は悪くない」

「でも、でも……」

「誰も責めたりしないよ」

　ひとしきり泣いて落ち着くと、奏は顔を上げて尋ねた。

「あの、おにいちゃんの、ケガは？」

「大したこと無い」

　事実だった。もともと治ち癒ゆ能力は人並み以上だし、ここには治癒術に長けた魔ま術じゆつ師しもいる。

「お前の方が具合悪いだろ。ゆっくり寝てろ。言いたいことがあるんなら、元気になってからだ」

「うん……」

　奏は素す直なおに横たわった。

「……あのね、おにいちゃん」

「何だ？」

「起きられるようになったら、一つおねがいきいてもらってもいい？」

「何でもいいぞ」

「本当は、プールのときにおねがいしようと思ってたことなんだけど……あ、あの……えっと……」

　奏は口ごもった。

　顔を赤くしながらあーとかうーとか声を出し、なかなか続きを言わない。何度も促し、決して怒ったり呆れたりしないと言い聞かせると、ようやく決意を固めたような表情で俺を正面から見た。

「その……一回だけでいいから……」

「うん」

「わ、わたしと二人っきりでお出かけしてくれないかな？」

　俺は、一瞬言葉を失った。

　えーと、そんな程度のことを言おうか言うまいかずっと悩んでたのか？　こいつは。

　俺の沈黙をどう解かい釈しやくしたのか、奏は慌あわてたように続けた。

「あ、あのね、これは、わたしのわがままなの。おにいちゃん、友だちがたくさん居て、みんなに好かれてる。ここにきて、おにいちゃんはみんなのおにいちゃんなんだってわかったの。だから、本当はわたしなんかが独り占めするのはいけないことなの。あ、あと、ここの人たち、みんなやさしいし、みんなでのお出かけがいやだってことでもないんだよ？　でも――」

　声が消え入りそうになる。

「でも、ずっと会ってなかったし……一回だけ……」

「いいよ、行こう」

　あっさりとこたえると、奏は目を瞬まばたかせた。

「俺がみんなのものだっていうのなら、奏のものでもあるんだろ。そしてお前は俺の妹なんだから、一番わがままでいいんだよ」

「……いいの？」

「お前、俺に嫌われてるかもって思ってたんだよな。お前は嫌われてない。俺にすごく愛されてる。俺はお前のことが大好きだ。だからもっと甘えろよ」

「え……あ……」

　奏は耳まで赤くなって何か言おうと口をパクパクさせたものの、結局言葉が見つからず、無言のまま俺の首にぎゅっと抱きついてきた。

　――ああ、そういえば初めてだな、こいつが自分から触れてくるの。

　嬉しいような面おも映はゆいような、不思議な気分だった。

　ふと気配を感じて振ふり向くと、カーテンの隙間から数人の顔が覗のぞいていた。

「……何してる？」

　俺は眉を寄せた。

「…………」

「あれ、亜夜花ちゃん、何か複雑な顔してる。――お見舞いだよ、たか兄」

「なのですー」

「いや……治療担当として具合を見に来たんだけどね。声を掛けづらくて」

「しっかし、兄と妹で濃密なラブ空間作るわねー、あんたたち」

「仲がいいのは祝福するべきことですよ」

「うん、まあ、元気そうで良かったよー、天人君も奏ちゃんもー」

　奏は少し恥ずかしそうに俺から離れ、タオルケットを頭から被かぶってしまった。

「お前は自分で思うよりずっと好かれてるんだよ。――じゃ、ゆっくり休め」

「……ん」

　目だけ出して、奏はそう答えた。

　ほどほどにして寝かせてやってくださいね、と寮の面々に告げ、部屋を出る。

　最後に振り向くと、奏が枕元の携帯電話に目を留め、さよなら、と誰かに向かって小さく唇を動かしたのが見えた。




「天人君の方は、もう動いて大丈夫なんですか？」

　冷蔵庫を空けて食材のストックを確認していると、背後から声が聞こえた。千那さんだ。

「俺は肩の傷だけですし。――それになんか最近傷の治りが早いんですよね。怪け我がに慣れたのかな？」

　冷蔵庫を閉める。今日の分はなんとかなりそうだ。明日、買い物に出るか。

　そんなことを思いながら振り向くと、整った顔が思いの外近くにあって驚いた。

「……あの、天人君」

　千那さんは言いにくそうに口ごもった。

「な、何ですか？」

「その、怒ってませんか？　騙だますような真似をしたこと」

「……別に怒ってはいないですけど」

　俺は腕を組んで千那さんを見た。

「色々疑問はありますね。ヤマネミツカズさんは、柚原一二三さんだった。千那さんは、最初から知っていたわけですね？」

「最初というか、あの夜中に廊ろう下かで会ったときからです。あのとき、兄様に口裏を合わせるよう言われて……ごめんなさい」

　ああ、あのときの電話か。

　ミツカズさん＝一二三さんが俺に憑ついた当初、キッチンの電子機器から自分の声を出したことがあった。ストラップの人形に居なくとも、あのくらいの距離であれば操ることが可能なのだろう。

「でも、なんでまたそんな真似を？」

「それは……あ、ちょっとすみません」

　千那さんは携帯を取って、会話を始めた。程なく電話機を俺おれに差し出す。

「あの、兄様がお話ししたいそうです。二人だけで」

「――えっと、じゃあ、お借りします」

　俺は携帯を受け取った。

　どこで話すか少し考え、裏庭に出ることにする。

「……もしもし」

『や、この形で話すのは初めてでござるなあ、天人氏』

　聞き覚えのある能天気な声。ただ、俺の記き憶おくにあるものよりは幾分力が無く、ノイズも交じっているように感じられる。

「どっちで呼べばいいんですかね。ヤマネミツカズさん？　柚原一二三さん？」

『一二三の方で。ヤマネミツカズは偽ぎ名めいでござるしね』

「では、まずお礼を。今回はお世話になりました、一二三さん」

『なんのなんの。幼女のためなら軽い軽い』

　地なんだな、この性格。

「そういや、ミツカズが一二三の逆読みで三ミ二ツ一カズなのはわかりますけど、ヤマネってのはどっから出てきたんです？」

『柚原からの連想でござるよ。柚の品種のひとつに山根柚というのがござってな。詳しくはググること』

　はあ、と俺は息を吐いた。

「じゃあ、一二三さん、いくつか質問していいですか？」

『なんなりと』

「まず、わざわざこんな手の込んだことした理由は？」

『興味本位でござるよ。ああ、二次元に未練があるのも本心でござるが』

　いやいや、久しぶりに楽しかった、と一二三さんは笑った。

『あ、エロゲやグッズの件では色々お手数かけたでござるな。それがしの口座から支払うので、代金は後ほど請求してくだされ』

「いや、それはいいんですけど……いや、よくないけど、ひとまず置きます。それより、興味本位ってのは、どういう意味です？」

　自分が神から興味を抱かれるほど大した存在だとは思えない。

『んー、万那はともかく、千那はあれで結構難しい娘でござってな。情が恐ろしく深い代わりにその範囲が極めて狭い、とでも言えばいいのか。それが、例えばこうしてこの携帯電話を預けるほど他人に心を開くとは、珍しいこともあるものだと。それが発ほつ端たんでござるかね』

「発端？」

『取り憑いたことそのものは偶然でござるからな。そもそもそれがし、この依代の人形を出て他の誰かに取り憑くことが可能だなんて、夢にも思わなかったでござるよ。半天使の霊的親和性あればこそ、だったのでござろうな』

「それで、これはまたとない機会だから、遊んでやろう、と？」

『試してやろう、の方がニュアンスとしては近いでござるな。名塚天人とはいかなる人物か、とね。最初は誰にも内緒のつもりでござったから千那に見つかったときは本気で肝きもを冷やしたでござるよ。あの娘、それがしが勝手に余よ所そに行ったことを知ったら、確実に機嫌悪くなるでござるからな。万那には最後まで黙っていたので後で散々怒られたでござるが。――ああ、そういえば、それがしも一つ質問、いいでござるか？』

「どうぞ」

『どうして、それがしが柚原一二三だとわかったでござる？』

「……別に難しい話じゃないですよ。まず、奏、亜夜花や万那さんがあんたにまったく気付いてなかったってこと。『極限まで気配を小さくすれば、彼かれらが気にも留とめないレベルにまで落とせる』とは言ってたけど、奏の電話のことで亜夜花が〝人ならざるもの〟の気配を探ったときにも引っかかってなかった。だから、神を相手にしても自分を隠しおおせるほどの格を備えている存在なんじゃないかと思った」

『なるほど』

「あと、夜の廊下で出会ったとき、千那さんの名前を教えられる前に知ってたこと。その千那さんが最初から妙みように協力的だったこともヒントでした。該当する存在は限られますよね。――いや、もっと早く気付くべきだったのかな」

『気付いたのはいつでござる？』

「ギリギリのときですよ。奏があの変な怪物に捕つかまって、何か打開策がないかと考えてたとき――正確には、一二三さんが俺の体から奏の体に移ったんだって事実を理解したときでした」

　文字通り俺は必死だった。ありとあらゆる手を考え、一二三さん――あのときはミツカズさん――の存在を、何とか戦略に組み込めないか、有利に働かせることはできないか、その可能性を探っていて思いついたのである。

「そもそも最初にあんたが俺に憑いたのがどのタイミングだったか、深く考えてなかったんですよね。で、あんたの正体が柚原一二三であることを前提とし、奏がやってきた初日、千那さんが取り落とした携帯電話を拾ったとき人形から奏に移り、その後、俺があいつと手を繋いだときに俺に移った――そう考えるとぴったり辻つじ褄つまが合うことに気付いた。依代から離れられなくても、依代を伝って移動することはできるわけです」

　であれば、あの状じよう況きようでとっさに奏に乗り移るという選せん択たくをとったことも説明できる。一度取とり憑ついたことがあったので、奏の体もまた依代として機能すると知っていたのだ。

　あとは起こった通りだ。奏の体を借りた一二三さんが、怪物を一いつ掃そうしてくれた。

『その通りでござるね。そもそも最初に奏嬢の手に触れたのが偶然でござった。するっと移動できたのは驚きだったでござるよ。さすが、てとらさんの眷けん属ぞくでござるな。――ただ、奏嬢には悪いことをした』

「……あの衰弱のことですか」

『それがし、嵐や雨を司つかさどる神でもござってな、あの異界の化物どもは球の中に封じるのがもっとも効率的なのでああいう手段をとったでござるが……半分人の身では、少々負担がきつかったでござろう』

　俺たちは神の代行者、一般に天使と呼ばれる存在の血を引いているが、半分は人間である。俺にしても、てとらさんの力のごく一部を借りるだけで、しばらく動けなくなるほどの反動を覚かく悟ごしなければならない。幼い奏が寝込んでしまったのも当然だろう。

「それに関しては仕方ないです。あんたは奏の命の恩人でもあるし。ただ――質問二つめ。あの変な怪物に襲われたとき、俺に憑いたまま力を発揮するんじゃ駄目だったんですかね？　体力は俺の方があるし、まだ耐えられたんじゃないかと思うんですけど」

『む、それは天人氏らしからぬ愚ぐ問もんでござるな』

「え？」

　俺は思わずドキリとする。

『選択肢がむさい男か幼女かの二択なら、後者を選ぶは自明の理でござるよ』

「……いや、当然のことのように言うなよ」

　俺はため息をついた。

　本当は、ある程度見当がついている。俺の方も質問というよりは半ば確認だった。

　まず、奏が人質として利用されるのを防ぐため。

　そして、おそらくは――奏が自分の命を諦あきらめ自ら投げ捨てること、それを阻止するため。

　自分には価値がなく、そして嫌われている――そんなことを思っている奴が、足手まといであることを自覚したとき、どういう行動に出るだろうか。万が一、そういう最悪の事態が起きていたら、俺は奏をそこまで追い込んだ自分を許せただろうか。

　奏だけではない。俺もまた、この人に救われたのかもしれない。

「次、三つめの質問。どうして、奏が狙われたんですか？」

　さすがに今は奏の電話相手が空想上の存在とは思えない。

『さて、『天秤の会』に対する搦からめ手からの嫌がらせでござるかね。ま、どうあれ、襲撃はしのぎ切ったでござるよ。まだ不安があるなら、てとらさんにでも相談するといいでござる』

　はぐらかされている――と感じるのは気のせいだろうか。

　今回、結局誰が何の目的であの怪物を放ったのか、俺は知ることはできなかった。むしろ知らされなかったというべきかもしれない。

　奏の〝トモダチ〟は実在している。だが、それは同時に相手が亜夜花の感知すら及ばない神格を備えた存在だということをも意味している。

『天秤の会』を狙う敵対者がいたとする。――でも、例えば、俺は奏に『実はとんでもなく怖い奴がお前を狙ってたんだよ』と教えようとは思わない。恐怖に耐え、戦う義務を負わせたくないからだ。てとらさんや一二三さんが俺に敵のことを教えてくれないのだとしたら、それは同じような理由によるのかもしれない。

　一二三さんが俺に憑いたのは興味本位と言っていたが――あるいは、俺や奏は護まもられていたのだろうか。

『しかし、この状態では見舞いもままならぬでござるなあ。また体貸してもらえるでござるか？　天人氏』

「電話でもいいでしょ。体使ってどうするんですか？」

『もちろん、兄を装って近づいてでござるな、こう、着き替がえを手伝ったり、汗あせを拭いたり――でゅふふふ』

「発言が邪じや悪あくすぎるだろ、ロリコン神」

　後で千那さんか万那さんに言いつけてやろう。

『まあ、冗談はさておき……』

「本当に冗談なんですか？」

『本気だというと天人氏、警けい戒かいするでござろう？』

「当たり前だ」

　もしかしたら、自分はこの神のことを買い被っているだけなのかもしれない。そんなことを思う。

『そろそろ話し疲れたでござるね。お開きにするでござるか。正直なところ、今回はしゃぎすぎたので、それがしは当分この人形の中でおとなしくしているでござるよ。奏嬢と遊ばせてくれるならいつでも参上するでござるがね』

　でゅふふふと笑うその声に、やはり少し力が欠けているように感じられ、そして俺は、いつか千那さんが話してくれたことを思い出す。

　柚原一二三。人形に宿る――本来、もはや肉体を保てないほど力を消しよう耗もうした神。

「……最後に一つ」

『なんでござるか？』

　のんきな声で一二三さんは言った。

　あの気色悪い怪物との戦闘のことを振り返る。

　千那さんは〝追放するものヤグルシ〟を投げるとき、一瞬だけためらった。もともとあの神器は一二三さんのものだ。奏の体に一二三さんが入っていたのは気付いただろうし、であれば投げつけても問題なく受け取って使いこなすことができるのは分かっていたはず。にもかかわらず彼かの女じよが躊躇したのは――

　力を使いきり、消しよう滅めつしてしまう危険性があったからではないだろうか。

「あんたは――」

　そして、いつか一二三さんが語った消えてなくなることへの恐怖を、千那さんが語った不死性の喪失と命の重さへの理解を、思い出す。否、思い出すまでもなく、はっきりと心に刻まれている。あれは間ま違ちがいなく、俺が神々の真情の一いつ端たんに触れた瞬間だった。

「あんたはどうして」

　自分の消滅の可能性と耐えがたい恐怖を乗り越えてまで――

「どうして、奏を助けてくれたんですか？」

　俺の心中に気付いたのか気付かないのか、一二三さんは実に平静だった。あまりにも自明で、当たり前で、考えるまでもないような、当然のこと――そんな口調で、彼は言った。

『そこに困っている幼女がいるからでござるよ』







エピローグ１　電話トモダチ ｓｉｄｅＢ







　人気のない路地裏。

　薄汚いビル裏口の石段に、中学生くらいに見える少年が腰こしかけている。

「あー、つながらねーなあ」

　彼は携帯電話をいじりながら、呟いた。

「どうやら、振られたかあ。奏かなでっち、素直でいい子だったんだけどなあ。や、別にオレ、ロリ趣しゆ味みはねーんだけど、もう必要とされないってのはやっぱ傷つくもんだ。――なあ、そう思わねえ？　《無価値なるもの》」

　彼が視線を向けた先には、いつの間にか穏おだやかな微笑を浮かべる青年の姿があった。白はく皙せきの美形だが、どこか人間離れした空気をまとっている。

「振られるのは魅み力りよくが足りないからだよ。自分を磨くといいんじゃないかな」

「なんだよ、そのテンプレ回答。もちっと気の利いたアドバイスしてくれてもいーんじゃねーの？」

「基本だからテンプレートになるんだよ。つまり、君は基本もできてないってことだね」

　お互たがいに軽口を叩いているように見えるが、二人の間に友好的な雰ふん囲い気きは微塵もない。

　青年は小さくため息をついた。

「少しばかり後手を踏んだかな。もう少し早く君を捕捉できるとよかったんだけど。《在りて在るもの》に怒おこられそうだ」

「いやー、でもオレの予想よりは数日早かったぜ。頑がん張ばった頑張った。――あ、後手ってことはもう〝猟犬〟出現したんだ？」

　少年は嬉うれしそうに言って、ぴょんと立ちあがった。

「ちょいと変わった使役獣だろ。オレたちなんかとは毛色の違う神話世界の生き物でさ、オレも初めて使うんだけど、どう？　楽しんでもらえた？」

「僕ぼくは直接相手してないよ。でも撃げき退たいされたと聞いた。――どうやって送り込んだ？」

「気付かなかったろ？」

　少年はくすくすと笑う。

「いや、奏っちとは電話通してそれなりの経パ路スが繋がってたから、そこを通してプレゼントってのがオーソドックスなんだけど、でも、それだとすぐばれちゃうじゃん？　だからあらかじめ、〝猟犬〟を仕し掛かけておいたんだ。奏っちが、オレを振っちゃう時空に」

「……次元渡りか。送り込むんじゃなく、条件を満たした場合のみ、その場に『存在する』ようになる、と」

　それ以外の時空には『存在していない』ので、その瞬しゆん間かんまで察知が難しいというわけだ。

「まったく、小細工ばかりうまくなるね、君は」

「趣味なんでねー」

「幼い女の子を狙うのも趣味かい？」

「そっちは実際的な事情。名な塚つか天たか人とといったっけ？　彼、面白いよね。本人大した力もないくせに、いつの間にかコミュニティをまとめあげちゃう。――だから、少し周りをつついてみたくなったってわけ」

　ふう、と青年はため息をつく。

「災難だね。天人君も奏ちゃんも」

「宿命っつーんだよ、こーいうのは。人と違う生まれつきで、『天てん秤びんの会』みたいなのに関わっておきながら、普通の人間と同じ人生が送れるかっての。オレが手出ししなくても、いつか似たような目に遭あってたさ」

　少年は悪いた戯ずらっぽさと獰どう猛もうさを同時に感じさせる笑いを漏もらした。

「しかし、そちらのボスはオレと違って、本来ドカンと一発力技が得意なはずなのに、いろいろ制約付いちゃって大変だよなー」

「彼女自身の選択だよ」

　知ったことではないと言わんばかりの青年の言葉に、少年は目を細めた。

「――というわりに、あんたがかいがいしく動き回ってるってのは、どういう風の吹きまわしだ？　会の活動には無関心な方かと思ってたけどな」

「事情が変わってね。今の『天秤の会』には、維い持じする意味がある」

「あの可愛かわいい魔術師ちゃんの育成環かん境きよう的な意味で、か？　コウタちゃんだったか、元気かな、彼女は？」

「…………」

　青年の穏やかな表情は変わらない。だが、一瞬にして、二人の間に緊きん張ちようが高まった。

　そして――パン、という軽い破裂音。次いで重い地響き。

　土煙が晴れたとき、その場に残っている人影は一つだけだった。

「……行っちゃったかあ。あんなにアツい性格だっけねー、あいつ」

　少年は呟く。

　ちょうど二人の中間点の位置――アスファルトと両側のビル壁かべに亀裂が入り、断層を形成していた。拮きつ抗こうした力の衝突の名残だ。

　集まってきた人々が異様な光景に息を呑のみ、口々に何か囁ささやき交わしている。

　誰かが通報したのか、遠くからパトカーや消防車のサイレンが聞こえてきた。

「――あ、そういや亜あ夜や花かによろしく、と伝えるの忘れた」

　少年はそう言って頭をかき、騒ぎに背を向けてその場を離れた。







エピローグ２　それは、はじめての







「おにいちゃん、おきてよー、あさだよー」

　ゆさゆさと体を揺さぶられる。生返事で寝ね返がえりをうつと、今度は体の上にどすんと衝しよう撃げきが来た。さすがに目を覚ます。

「あ、おきた。おはよー」

　腹の上で幼い少女が笑っていた。

「ぐ……おはよ。早起きだな、奏かなでは」

　日が昇ったかどうかというところだろう。朝の訓練休止中はいくらか朝寝がちになっているとはいえ、いくらなんでもこの時間に叩き起こすのは厳しくないですか？

「だって、早くおきれば、それだけおにいちゃんとの時間がふえるよ？」

「寝てるときも、ずっと一いつ緒しよだろ……？」

「でもね、ねてるときは、わたし、目をつぶってておにいちゃん見えないから」

　理由になっているような、なっていないようなことを、奏は真ま面じ目めな顔で言った。

　事件のあと、俺と奏の距離はいくらか縮まった。

　――というか、寝ているときも起きているときも、奏がべったりくっついてくるようになった。まるで、これまでの空白を取り返そうとするかのように。まあ、リョウタさんが寮りように戻もどってきたから、どのみち一緒に寝ることにはなっていたのだろうが。

　とはいえ、これはこれで嬉しいと思っている俺がいる。遠えん慮りよの存在しないことが、はっきりと確認できるからだ。以前よりずっと健全な関係であるのは間違いないだろう。

　ちなみに亜あ夜や花かやコウタがときどき、どこかうらやましそうに俺と遊ぶ奏を見つめていたりする。理由はよくわからない。

　奏の変化と言えば、他にもある。

　まず、自分のことを名前ではなく『わたし』と呼ぶことが多くなった。自分を殺し、いい子を演じるという意識が消えたせいなのだろうか。

　複雑な感情を抱いていた母さんのことについても、少しずつ整理ができてきているようだ。ときどきではあるが、母さんの話を聞かせてほしいと自分からせがむこともある。

　携帯電話はもうずっと放置しっぱなしだ。あれ以来〝トモダチ〟に掛けることも、〝トモダチ〟からの電話を取ることもなくなった。

　一ひ二ふ三みさんは、ずっと人形の中で眠ねむっているらしい。存分に休んでくれることを願う。できれば奏が家に帰るまで。――時折、あの変な口調が懐なつかしく思い出されたりするのは、俺の気のせいだ、多分。

　千せん那なさんとは少し会話が増えた気がする。

　事件後、一二三さんに負担をかけたことを申し訳なく思っていると言ったら、気にしないでくださいと言われた。天たか人と君と奏ちゃんは、兄様が神として力を振るう機会をくれたのであり、それが兄様の望みだったのですから、とのこと。

　ちなみに、朝の訓練を再開した折には、また付き合わせてくれとも言われた。戦々恐々である。

　そして、俺が言葉を伝えなければならない奴が、もう一人。




＊　＊　＊




「……何してるんだ？」

　庭の草むしりを一段落させて部屋に戻ってきた俺は、亜夜花にそう声をかけた。部屋を区切るカーテンの向こうを微妙な表情で見ていたのだ。

　視線を追って納なつ得とくする。

　幼い女の子が二人、俺のベッドで寝ね息いきを立てていた。一緒に遊んでいるうち、眠り込んでしまったのだろう。

「ウルリカに、飲み物を持ってきてもらおうと思ったのですけど……」

　仕方ないですね、と亜夜花は小さく肩をすくめた。

「ああ、じゃ、持ってきてやろうか。俺も何か飲みたかったし。――オレンジジュースでいいか？」

　俺が言うと、亜夜花はかすかに目を見張った。

「……珍めずらしい。自分で行けと言われるかと思ったのですが」

「あー、まあ、たまにはな」

　少し話もあることだし。

　だが、キッチンに行こうとした俺を、亜夜花は呼びとめた。

「あの」

「何？　別のにするか？」

「いえ……ずっと言おうと思っていたんですけど……」

　亜夜花は頭を下げた。

「すみませんでした」

「……何が？」

　俺は目を瞬かせた。

「私が気付いていれば、天人さんを怪我させることも、奏さんを危険にさらすことも、なかったんです。申し訳ありません」

　少し考えて気付いた。〝トモダチ〟からの電話の件だ。亜夜花が〝人ならざるもの〟の気配を感じなかったため、俺はあれを無害なものと判断していたのだった。

「別にお前のせいじゃないだろ。どうしようもなかったんだから。そもそもその理り屈くつなら、俺が怪我したのも能力の足りない俺自身の責任ってことになる」

「でも……」

「俺は逆に、お前に礼を言わなきゃとずっと思ってた」

　礼？と呟いて、亜夜花は怪け訝げんそうに眉を寄せる。

「奏についてアドバイスをくれただろ？」

「大したことを言った覚えはありませんが」

「いや、あれがなかったら、俺たちは多分駄目になってた。今回、いろんな人に世話かけたけど、お前には特に感謝してる」

「そんな――そこまでのことではないでしょう。奏さんと仲直りできたのだとしたら、それはお二人の努力の結果です」

　亜夜花は頑かたくなだった。

　ああ、自分で言ってたけど、確かにこいつはある部分で奏によく似てるんだな。二人とも、自分の価値を不当なまでに低く評価する傾向がある。

　俺は少しの間考え――そして、亜夜花の手を両手でぎゅっと握った。

　亜夜花は無表情のまま、目を二度三度、瞬かせた。

「……何なんです、これは」

「感謝のスキンシップ」

「放してもらえませんか？」

「放さない。拒絶を踏み越えて来る人間しか信用できないんだろ？」

「…………」

「本当にありがとう。すげー、助かった」

「…………」

　かすかに眉を寄せ、亜夜花は無言のまま。

　そのまま何呼吸分かの時間が経過。俺が少し不安を覚え始めたころ、ようやく亜夜花は口を開いた。

「気持ちはわかりました。どういたしまして、と言っておきましょうか。――ジュース取って来たいので、解放してもらえませんか」

　起き伏ふくのない口調だった。

「あ、ああ……」

　いや、でもジュースは俺が、と言う前に、ついと背を向け亜夜花は部屋を出ていった。

　俺はうーむと唸うなって首を捻ひねる。

　――また何か対応を間違えて、怒らせてしまったのだろうか？




★　★　★




　部屋を出、早足で廊下の角を曲がったところで私は立ち止まった。

　きゅっと胸を押さえる。鼓動が早い――どころの話ではなく、心臓がまるでスキップしながら踊り狂っているようだった。

（な、なな、なななななななななななな、何を、いきなり――あの人は――）

　動揺していた。

　手を握られた――だけなら、まだいい。

　いや、いいというか、完全な不意討ちだったのでそれだけでも結構な衝撃だったのだが、ここまでうろたえないだろう。

　問題は、彼が手を『放さない』と言ったこと。

　そのうえで感謝を示してくれたこと。

　疑う余地のない、はっきりとした意思表示は、臆病者にとっての麻薬だ。全すべてを捨てて身を委ゆだねたくなってしまう。

　だって――それは『怯える必要などない』という保証に他ならないのだから。

　知っていたつもりだった。でも、言ってもらいたい人から与えられる一言が、こんなにも幸せなものだとは、想像できなかった。

　そう、私は、おかしくなるくらい、彼の言葉が、感謝が、役に立てたという事実が、嬉しかったのだ。

　頭が真っ白になるとは、こういうことを言うのだろう。身も心もとろとろに溶とけてなくなりそうだった。

　――と、そのとき。

「ね、何かいいことでもあったの？」

　背後からの声に、私は弾かれたように振り向いた。

「あ、ごめん、脅かすつもりはなかったんだけど……亜夜花ちゃん、すごく嬉しそうな様子だったから」

　無む邪じや気きな笑え顔がおを浮かべた梨り玖くさんが立っていた。

　感情が現実に引き戻された。

「……いえ、何でもありません」

「んー、そうは見えなかったけど――あ、もしかして、たか兄絡がらみ？」

「…………」

「亜夜花ちゃんがはしゃぐっていったら、そうだもんね。このところ、色々頑張って一緒にお出かけしたりしてたよね。もっと仲良くなれたのかな？　だとしたら、私もすごく嬉しいよ」

　名な塚つか天人は大勢から熱烈に愛されなければならない。だって、彼は世界一優すぐれた人間で、それだけの価値があるのだから。

　――それが羽は村むら梨玖の語る、理ことわり。

　私は彼女に反発し、世界との、人々との、そして天人さんとの距離を詰めようとしていた。自分を変えようと思った。臆病なままでは、彼女に言い返すことすらできなかったからだ。

「でも――少し、見える景色が変わった気がします」

　私が呟くと、梨玖さんはきょとんとした顔をした。

「天人さんともっと仲良くなれたら、それは素す敵てきなことでしょうね。でも私は多分、仲良くなりたいから一緒に居ようとしたんじゃない」

「そうなの？」

　彼女は小さく首を傾かしげる。

「では何のため？」

「観察するため」

　観察？　と梨玖さんが目を瞬かせた。

「気付きました。私は、天人さんと、天人さんを取り巻く世界のことがもっともっと知りたかったんです。どんな人なのか、どんな価値観を持っているのか、どんな良いところがあり、どんな悪いところがあるのか、そして――自分に何ができるのか」

　私はかつて、『対価』という概念の遵じゆん守しゆを自分に課していた。何かを受ければその分与え、何かを与えればその分受けることを要求する。他人との繋がりを取引関係内のみで完結させれば、傷つくこともない。そう思っていたからだ。

　今の私も、彼から受け、また彼に与えたいと思っている。でも今度は臆病者の言い訳ではない。取引でも契約でも、梨玖さんへの対抗心ですらない。彼から何も受けられずとも、私は彼に与えたい。

　それだけで私は幸福になれる。

「たか兄の悪いところ……というのは、つまりたか兄を否定するということ？」

「違います。彼の世界を共有するために、知りたいんです。だって、彼が間ま違ちがったことをしたときは指し摘てきして、叱る必要があるかもしれませんから」

　天人さんと奏さんをよく知ったから、今回、私は彼の世界に関かかわることができた。

　それが私の望む『彼と共に在る』ということだ。

「んー、おかしいと思うよ」

　梨玖さんは眉を寄せた。

「だって、たか兄が正しいか間違ってるかはたか兄自身が決めることだもの。ひどく傲ごう慢まんな考え方に見えるけど、神様ってそういうものなのかな？」

「少なくとも私は寛かん容ような方でもないでしょうね。不快なことも許せないことも、たくさんある」

　天人さんの、奏さんへの無理解。私の目には、それは正されるべきことだと映った。

　でもおそらく彼女は、それさえも肯こう定ていするのだろう。

『天人さんが、正しいことをする』

『たか兄のすることは、正しい』

　――言葉の上で似てはいるけれど、それはまったく別の概念だ。

　同じ方向を向いているようで、私と彼女は決して交わらない。

「あなたには、天人さんを正すことができない」

　私は息を吐き、そして大きく一歩踏ふみ込んだ。

「――だから、私はあなたを否定します。あなたを好きにはなれませんけど、そういう感情とは別のところで」

「私は亜夜花ちゃん好きだよ？」

　小さく首を傾げて梨玖さんは言った。

「だって、たか兄を好きでいて、認めてくれる人だもの。でも、そういう感情とは別のところで――亜夜花ちゃんは敵だってことだね」

　彼女の表情は何も変わっていない。笑顔のまま。

　なのに空気が冷えた気がした。

　威圧される。怖くないと言えば嘘になる。

　――でも、私は彼女の目を真っ直ぐに見つめ返すことができた。

　もう絶対に退かないと、決めたのだ。

　神格から言えば私の方がずっと上。力衰えたとはいえ、生死を司つかさどる神である。生まれたばかりの吸血鬼の不死の契約など簡単に破棄できるし、そうなれば彼女は塵ちりに還かえることになる。

　歯向かったという、ただそれだけの理由で消し去ることができる。

　そして、彼女も十分にそのリスクを承知している。

　そのうえで、彼女は私を敵だと宣言する。

　――それが、彼女の覚悟であり矜きよう持じ。

　たとえ歪ゆがんでいるとしても、彼女はそこに己の全てを懸けることができるのだ。




　私は彼女を好ましく思っていない。

　でも、同じ高さに立って彼女と闘うことができないのだとしたら、真っ向から彼女を否定することができないのだとしたら、それは私にとっての敗北だ。

　だから、今は神も不死人も関係ない。

　私と彼女は同じもの。それでいい。




「そうですね」

　私はゆっくりと彼女に――対等なる存在に告げた。

「ええ、今この瞬間から……私はあなたの敵です」
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あとがき







　お久しぶりです、すえばしです。「ひきこもりの彼女は神なのです。」の５巻をお届けいたします。




　前シリーズより若干刊行ペースが早いということもあって、作者としては『うーむ、もうこんな所まで来たか……』という印象です。皆様のご支援ご愛顧に感謝しつつ、本巻は日常編的な、しかし新展開への序章っぽい感じでお送りしております。未読の方は、ぜひ先に本編の方をどうぞ。




　さて、収録されているのは夏休みのお話なのですが、これを書いていたのはちょうど真冬の凍える時期でした。

　真夏のプールでキャッキャウフフするシーンのために私がキーボードをカタカタやっているとき、窓の外ではうなりをあげる寒風と視界を埋めつくさんばかりに降り積もる雪。自分の頭の中で季節感を整理するのに苦労したものです。

　で、この本が店頭に並ぶころには、もう春になってるんですよねえ。皆さんは暖かい日差しの下で本書を手に取っていらっしゃるんでしょうか。




　そういえば前巻のあとがきで、『冬を前にしてエアコンが壊れた。修理を頼もうにも部屋が散らかりすぎてて――』みたいなことを書いたのですが、結局あれ、現在に至るまで放置したままになっております。

　もちろん暖房無しだと命が危ないので、小さな石油ファンヒーターを一つ導入。十分な暖が取れるというには至りませんが、厚手のセーターやダウンジャケットをも駆使して大自然の猛威を乗り切りました。案外何とかなるもんです。

　――とはいえ、何度か風邪はひいてるんですけどね。




　他にも、背中に巨大な腫れ物が出来たり、足首をひどく捻挫したり、人間ドックで『要精密検査ね。早めに何とかしないと死ぬよあんた』的な結果が出たりと、健康的にはあまり順調ではなかった数か月だった気がします。

　どうも、その場凌ぎのいい加減な性格に、肉体の強度がついていけない歳になってきたようですね。自重しよう。




　基本的に一巻完結を意識して書いているこのシリーズですが、前巻あたりから『次回に続く』的な要素がちょくちょくと出てきたりしています。

　遅筆を自認する私とはいえ、続き物はやはり続けて読んで欲しいとの思いもありまして、まあ要するにできるだけ早く次をお届けできればと考えております。確約できないのが悲しいところですが。




　さて、今回も多くの方々のお力添えを頂きました。

　担当の前田様、イラストのみえはる様、デザイン、印刷、取次、および書店の皆様、その他出版流通に関わる全ての方々に厚く御礼申し上げます。




　ではまた、６巻でお会いしましょう。




二〇一二年三月　すえばし けん
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

すえばし けん先生／みえはる先生
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